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 本研究所の体制は、平成 16 年度(2004 年度)から情報デバイス、ブロードバン
ド工学、人間情報システム、システム・ソフトウェアの 4 つの研究部門と、ナ
ノ・スピン実験施設およびブレインウェア研究開発施設の 2 つの施設、21 世紀
情報通信研究開発センターの 1 センターの組織からなっています。それぞれ研
































平成 28 年 5 月 1 日 
電気通信研究所 所長 
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滝 澤 博 胤（ 〃 ）東北大学 大学院工学研究科長 
徳 山   豪（ 〃 ）東北大学 大学院情報科学研究科長 
高 梨 弘 毅（ 〃 ）東北大学 金属材料研究所長 
村 松 淳 司（ 〃 ）東北大学 多元物質科学研究所長 
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川 又 政 征（ 〃 ）東北大学 大学院工学研究科 教授 
 







































るとともに、これらの電気・情報系 4 学科との「一体運営」の協力関係が維持構築された。 
現在、通研と電気・情報系との間には下図に示す相互教育関係が維持されている。2004 年、電気・
情報系 4 学科は応用物理学科と合同の大学科，電気情報・物理工学科となった。2007 年には情報知能
システム総合学科と改称し，そのなかの 6 コースが電気・情報系と位置づけられている。2012 年には、
工学研究科の電気・通信工学専攻が電気エネルギーシステム専攻及び通信工学専攻に改められた。 
2015 年度には電気情報物理工学科と改称、通研の 25 研究室のうち 2 研究室が工学研究科電気エネル
ギーシステム専攻に、5 研究室が通信工学専攻に、8 研究室が電子工学専攻に、3 研究室が情報科学研
究科情報基礎科学専攻に、2 研究室がシステム情報科学専攻に、2 研究室が応用情報科学専攻に、2 研
究室が大学院医工学研究科医工学専攻に、それぞれ所属し、通研で研究指導を受けた大学院学生の総数
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ナノフォトエレクトロニクス研究分野 教授 上原洋一 































































教 授 上原 洋一（2005 年より） 
准教授 片野 諭（2012 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
上原 洋一 1979 年 3 月 大阪府立大学工学部電子工学科卒業、1986 年 3 月 同大学大学院工学研究科電子
工学専攻博士後期課程修了(工学博士)。1986 年 4 月 東北大学電気通信研究所助手。1992 年 4 月 同助教
授。2005 年 6 月 同教授、現在に至る。電子ならびに光学的分光手法による表面ナノ物性の研究に従事。
レーザー学会論文賞(1986 年)、日本学術振興会 167 委員会・ナノプローブテクノロジー賞(2006 年)。 
片野 諭 2003 年 3 月 東京工業大学大学院総合理工学研究科物質電子化学専攻博士後期課程修了。
2003 年 4 月 独立行政法人 理化学研究所中央研究所 博士研究員。2006 年 8 月 東北大学電気通信研
究所助手。2007 年 4 月 同助教。2012 年 5 月 同准教授、現在に至る。固体表面における吸着原子・
分子の表面物理化学およびナノ光物性研究に従事。第 23 回応用物理学会講演奨励賞（2008 年）。 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] Y. Uehara, S. Katano, M. Kuwahara, and T. Suzuki, "Electromagnetic Properties of Scanning Tunneling 
Microscope Tip-sample Gap in the Terahertz Frequency Range", Jpn. J. Appl. Phys., 54, 08LB06 (2015). 
[2] M. Kuwahara, H. Uratsuji, M. Abe, H. Sone, S. Hosaka, J. Sakai, Y. Uehara, R. Endo, and T. Tsuruoka, "Sb–Te 
alloy nanostructures produced on a graphite surface by a simple annealing process", Appl. Surf. Sci., 346, 366-371 
(2015). 
[3] J. U. Ahamed, S. Katano, and Y. Uehara, "STM-Induced Light Emission from Vacuum-Evaporated Gold Film", 
Bull. Mater. Sci., 38, 1271-1276 (2015). 
[4] S. Katano, H. Fujita, T. Wei, and Y. Uehara, "Nanoscale Light Emission Spectroscopy of a Single Carbon 






量子光情報工学研究分野    教 授 枝松 圭一 
量子レーザー分光工学研究分野 准教授 三森 康義 




































教授  枝松圭一（2003 年より） 
准教授 三森康義（2011 年より） 
准教授 Mark Sadgrove（2015 年より） 
助教  松本伸之（学際科学フロンティア研究所） 
事務補佐員 長岡亜紀子，渋谷実加 
＜プロフィール＞ 
枝松圭一 1987 年東北大学大学院理学研究科博士課程修了，東北大学工学部助手，California Institute 
of Technology 客員研究員，東北大学大学院工学研究科助教授，大阪大学大学院基礎工学研究科助教
授，2003 年 1 月より現職 
三森康義 1998 年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了，日本学術振興会特別研究員，NTT
基礎研究所研究員，東京工業大学大学院非常勤講師，独立行政法人通信総合研究所専攻研究員，東北
大学電気通信研究所助教，2011 年 7 月より現職 
Mark Sadgrove  2006 年オークランド大学（ニュージーランド）Ph.D 修了，電気通信大学レーザー
新世代研究センター博士研究員，学習院大学理学部博士研究員，電気通信大学フォトニックイノベー
ション研究センター特任助教，2015 年 4 月より現職 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] J. Keloth, M. Sadgrove, R. Yalla, and K. Hakuta, “Diameter measurement of optical nanofibers using a composite 
photonic crystal cavity,” Opt. Lett. 40, 4122-4125 (2015)  
[2] N. Matsumoto, K. Komori, Y. Michimura, G. Hayase, Y. Aso, and K. Tsubono, “5-mg suspended mirror driven by 
measurement-induced backaction,” Phys. Rev. A 92, 033825 (2015)  









固体電子工学研究分野 教 授 末光 眞希 








１． SiC－C 面上グラフェンの高品質化 
クラス 10 以下の高清浄雰囲気下で SiC 上グラフェン化を行い、C 面 SiC 上のグラフェンのドメ
インサイズを、従来の数百 nm から数十μm へと、二桁増大することに成功した。 
２． SiC-C 面上エピタキシャルグラフェン電気特性の超高性能化 
上記グラフェンが 100,000 cm2/Vs 以上の高移動度を示すこと、またこれを光励起することによっ
てグラフェンキャリアの反転分布が発生することを明らかにした。 


















５． GaN-HEMT の電流コラプス現象のオペランド顕微 X 線分光観察に成功 
高出力ミリ波通信トランジスタとして有望な GaN-HEMT が抱える動作不安定現象「電流コラプ
ス現象」が、表面欠陥に起因するものであることをデバイス機能部位の動作下における高空間分解
能（100nm 以下）観察が可能なオペランド顕微 X 線分光を用いて解明することに成功した。 
 
＜職員名＞ 
教 授 末光 眞希（2008 年より） 
准教授 吹留 博一（2008 年より） 
客員教授 長澤 弘幸（2013 年より） 
技術補佐員 波入 久美 
産学連携研究員 Sai Jiao 
産学連携研究員 朴 君昊 
産学連携研究員 Venugopal Gunasekaran 
 
＜プロフィール＞ 
末光 眞希 1975 年 3 月 東北大学工学部電子工学科卒業。1980 年 3 月 同大学院工学研究科電子工
学専攻博士後期課程修了。1980 年 4 月 同大電気通信研究所助手。1990 年 4 月 同大電気通信研究所
助教授。2003 年４月 同大学際科学国際高等研究センター教授、2008 年 4 月同大電気通信研究所教授、
現在に至る。半導体薄膜表面工学の研究開発に従事。第 30 回熊谷記念真空科学論文賞受賞（2005 年 11
月）。総長教育賞受賞（2010 年 3 月）。2009 年度 e-Journal of Surface Science and Nanotechnology, Paper of the 
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 超高次非線形誘電率顕微法（SHO-SNDM）による SiO2/SiC 界面評価手法の開発を行った。また
半導体デバイスにおける新たな界面評価手法として、局所 DLTS 法を開発した。 
 
図 1. 誘電ナノデバイス研究分野の目標 
図 2. 強誘電体単結晶記録媒体上に 4 Tbit/inch2
の密度で記録されたディジタル情報 




 イットリウム添加 HfO2薄膜におけるナノスケール分極反転およびその SNDM による極性判別が
可能であることを明らかにした。 
４． SNDM プローブを用いた線形誘電率ナノイメージング 
 SNDM プローブを用いた線形誘電率ナノイメージングに関する新たな手法の提案を行った。 
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材料もしくは永久磁石材料として注目されている。この Mn3Ga 合金に Ti、V、Cr 原子を添加する
ことにより磁気特性が向上するか、第一原理計算により検討した。いずれの元素を添加しても磁化
の増大が見られたが、正方晶歪の減少により一軸磁気異方性エネルギーがわずかに減少してしまう。
特に Ti または V を添加した Mn3Ga 合金では Δ1バンドが完全にスピン偏極率しており、MgO 障壁
磁気トンネル接合の電極材料として有望である[7]。 
 








において、それぞれ 100、150 GPa 付近で金属化が起きるとの予測を得た[3]。いずれもバンド分散
の大きい金属相であり、超伝導転移温度は 40～70 K 程度（100～250 GPa 領域）と見積もっている。 
 
３． メタ磁性形状記憶合金の構造相変態に伴う電子構造変化 
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電力化を実現する間欠動作低雑音増幅器を用いた受信機についての検討を 90nm および 65nm 








cm2/Vs という極めて優れた輸送特性を実現した。また、InGaAs 系および GaN 系高電子移動度トラ
ンジスタ(HEMT)の高速化・高耐圧化技術の研究を進め、独自の傾斜フィールドプレート構造とそ






（成果）ノンコヒーレントナイキストパルスを用いて単一チャネル 2.56 Tbit/s 信号の 500 km 伝送に
世界で初めて成功した。さらに、コヒーレントナイキストパルスを用いて 64 QAM 方式により単一チャ
ネル 1.92 Tbit/s 信号を生成し、1 Tbit/s を上回る伝送速度でありながら 10.6 bit/s/Hz の高い周波
数利用効率を達成した。また、量子雑音を利用したストリーム暗号に QAM を導入し、多ビットのデ





























光伝送研究分野 教 授 中沢 正隆 













ル 2.56 Tbit/s の超高速信号を生成し、その 500 km 伝送に世界で初めて成功した。さらに、コヒーレン
トナイキストパルスを用いて 64 QAM (Quadrature Amplitude Modulation)方式により単一チャネル 1.92 
Tbit/s 信号を生成し、1 Tbit/s を上回る伝送速度でありながら 10.6 bit/s/Hz の高い周波数利用効率を達成
した。 
２． コヒーレント光 QAM 伝送技術に関する研究 
 本研究室では QAM 方式によるコヒーレント超多値光伝送技術に取り組んでいる。2015 年度は、
レーザ光の位相あるいは振幅雑音の中にデータを隠す量子雑音を利用したストリーム暗号（QNSC: 




方式により 40 Gbit/s、480 km の高速長距離暗号伝送を実証した。本方式は従来の 1 次元の暗号と比べ、
暗号化に用いる多値度を 2 乗倍高く設定できるため、QNSC の安全性を飛躍的に増大できる。 
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なかった LN 変調器を用いた平坦度 0.5dB 以下での 13ch コム発生を実証した。 
 
＜職員名＞ 
教 授 八坂 洋 （2008 年より） 
助 教 横田 信英 
 
＜プロフィール＞ 
八坂 洋 1983 年 3 月 九州大学理学部物理学科卒業。1985 年 3 月 同大学院理学研究科物理学専攻
博士前期課程修了。1985 年 4 月 日本電信電話（株）入社、NTT 厚木電気通信研究所、NTT 光エレク
トロニクス研究所、NTT 光ネットワークシステム研究所、NTT フォトニクス研究所勤務。1993 年 12 月 




[1] S. Mieda, S. Shiratori, N. Yokota, W. Kobayashi, and H. Yasaka, “Gently-sloped Small Signal Response by 
Intra-cavity Loss Modulation,” The 20th OptoElectronics and Communications Conference (OECC 2015), 
JTuA.24, June, 2015. 
[2] N. Yokota, T. Miki, K. Abe, E. Yamada and H. Yasaka, “Numerical Analysis for Optical Frequency Comb 
Generated by Semiconductor Mach-Zehnder Modulator,” The 20th OptoElectronics and Communications 
Conference (OECC 2015), JWeC.23, June, 2015.  
[3] S. Mieda, S. Shiratori, N. Yokota, W. Kobayashi, and H. Yasaka, “Intra-cavity Loss Modulation for 
Ultra-High-Speed Direct Modulation Lasers Based on Photon-Photon Resonance,” Applied Physics Express, vol. 8, 
No. 8, 082701, July, 2015. - DOI:10.7567/APEX.8.082701 
[4] N. Yokota and H. Yasaka, “Flat Optical Frequency Comb Generated by Semiconductor Mach-Zehnder 
Modulator,” 6th RIEC-RLE Meeting on Research Collaboration in Photonics, pp. 293-305, Oct., 2015. 
[5] N. Yokota, T. Miki, K. Abe, and H. Yasaka, “Nonlinearity of Semiconductor Mach-Zehnder Modulator for Flat 
Optical Frequency Comb,” IEEE Photonics Technology Letters, vol. 27, No. 21, pp. 2219-2221, Nov., 2015. - DOI 
10.1109/LPT.2015.2457429 
[6] N. Yokota, K. Abe, S. Mieda, and H. Yasaka, “Harmonic superposition for tailored optical frequency comb 
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広帯域ワイヤレス通信用 1 チップ送受信機の研究 












討を 90nm および 65nm シリコン CMOS プロセスを用いて行った．サンプルホールド回路につい
ては Ku 帯(12.5GHz)，さらには Ka 帯(20GHz)動作を世界で初めて実現した． 
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environment," Information and Communication Technology Convergence (ICTC), 2015, pp.451-456, Oct. 2015. 
[9] N. Suematsu, et al., "QZSS SS-CDMA Location and Short Message Communication System," The 18th 








大規模ストレージシステム研究分野 教授 村岡 裕明 





















































教 授 村岡 裕明（2000 年より） 
准教授 サイモン グリーブス（2003 年より） 
秘 書 渡辺 智絵 
 
＜プロフィール＞ 
村岡 裕明 1981 年 東北大学大学院工学研究科電気及び通信工学専攻博士課程修了。同年松下通信工
業（株），1991 年電気通信研究所助手，1993 年同助教授，2000 年同教授。高密度磁気記録理論，磁気記
録デバイス及び記録方式，情報ストレージ方式，等の研究・開発に従事。電子情報通信学会業績賞（2003
年）。IEEE Fellow (2008 年)。 
サイモン グリーブス 1993 年英国サルフォード大学大学院物理学科修了。同年英国ウェールズ大学助手。




[1] Simon John Greaves, Yasushi Kanai, and Hiroaki Muraoka, “Microwave-Assisted Shingled Magnetic 
Recording,” IEEE Trans. Magn., Vol. 51, No. 11, 3001204, Nov 2015. 
[2] Hiroaki Muraoka and Simon John Greaves, “Two-Track Reading With a Wide-Track Reader for Shingled 
Track Recording,” IEEE Trans. Magn., Vol. 51, No. 11, 3002404, Nov 2015. 
[3] Takaki Nakamura, Shinya Matsumoto, Hiroaki Muraoka, “Discreet Method to Match Safe Site-Pairs in Short 
Computation Time for Risk-Aware Data Replication,” Journal IEICE Trans. on Information and Systems, 









超ブロードバンドデバイス・システム研究分野 教 授 尾辻 泰一 
         極限高速デバイス研究分野 准教授 末光 哲也 
























                                              
 S; ソース電極、G: ゲート電極、D: ドレイン電極
ゲート長: 180nm、ゲート幅: 100µm






教 授 尾辻 泰一 （2005 年より） 
准教授 末光 哲也 （2006 年より） 
准教授 ボーバンガトンベット ステファン （2013 年より） 
助 教 佐藤 昭 （2010 年より） 
客員教授 RYZHII Victor （2012 年より） 
研究支援者 DOBLOIU Adrian （2012 年より）  
研究支援者 渡辺 隆之 （2014 年より）    秘 書 上野 佳代  
＜プロフィール＞ 
尾辻泰一 1982 年 3 月 九州工業大学工学部電子工学科卒業。1984 年 3 月 同大学院工学研究科電子
工学専攻修士課程修了。1984 年 4 月 電電公社厚木電気通信研究所入所。1999 年 4 月 九州工業大学
情報工学部助教授。2001 年 9 月 同教授。2005 年 4 月 東北大学電気通信研究所教授，現在に至る。
テラヘルツデバイスとその超ブロードバンド信号処理への応用に関する研究開発に従事。IEEE GaAs IC 
Symposium 最優秀論文賞受賞（1998 年）。IEEE Fellow，OSA Senior Member, MRS, SPIE, 電子情報通信学
会，応用物理学会，各会員。 
末光哲也 1992 年 3 月 早稲田大学理工学部電気工学科卒業。1994 年 3 月 同大学院理工学研究科電
気工学専攻修士課程修了。1994 年 4 月 日本電信電話(株)入社。2002 年 1 月〜2003 年 1 月 MIT 客員
研究員。2006 年 9 月 東北大学電気通信研究所助教授，2007 年 4 月 同准教授，現在に至る。化合物
半導体超高速トランジスタの研究開発に従事。第 1 回応用物理学会講演奨励賞受賞（1996 年）、電子通
信学会論文賞受賞（2003 年）。ELEX Best Paper Award 受賞（2007 年）。応用物理学会，日本物理学会，
IEEE，APS 各会員。 
ボーバンガトンベット ステファン 2003 年 8 月 ナリアン ヌアビ大学（コンゴ共和国）理学部物理
学科卒業。2004 年 8 月 モンペリエ第二大学大学院（仏）理学研究科基礎物理学専攻修士課程修了。2005
年 8 月 同大学院固体物理学および凝縮系物理学専攻 Diploma コース修了。2008 年 11 月 同大学院同
専攻博士課程修了。2009 年 12 月 東北大学電気通信研究所日本学術振興会外国人特別研究員。2011 年
1 月 同研究所教育研究支援者。2011 年 10 月 ルーアン大学（仏）CNRS 物理材料グループ物理コンサ




[1] V. Ryzhii, T. Otsuji, M. Ryzhii, V. Mitin, and M. S. Shur, "Resonant plasmonic terahertz detection in 
vertical graphene-base hot-electron transistors," J. Appl. Phys., vol. 118, pp. 204501-1-8, 2015. 
[2] V. Ryzhii, M. Ryzhii, V. Mitin, M.S. Shur, and T. Otsuji, "Negative terahertz conductivity in remotely 
doped graphene bilayer heterostructures," J. Appl. Phys., vol. 118, pp. 183105-1-8, 2015. 
[3] O.V. Polischuk, V.V. Popov, and T. Otsuji, "Superradiant amplification of terahertz radiation by 
plasmons in inverted graphene with a planar distributed Bragg resonator," Semicond., vol. 49, iss. 
11, pp. 1468-1472, 2015. 
[4] T. Otsuji, "Trends in the Research of Modern Terahertz Detectors: Plasmon Detectors," IEEE Trans. 
Thrz. Sci. Technol., Vol. 5, No. 6, pp. 1110-1120, 2015. 
[5] T. Suemitsu, K. Kobayashi, S. Hatakeyama, N. Yasukawa, T. Yoshida, T. Otsuji, D. Piedra, and T. 
Palacios, "A new process approach for slant field plates in GaN-based high-electron-mobility 
transistors," Jpn. J. Appl. Phys., Vol. 55, pp. 01AD02-1-6, 2015. 
[6] P. Faltermeier, P. Olbrich, W. Probst, L. Schell, T. Watanabe, S.A. Boubanga Tombet, T. Otsuji, and 
S.D. Ganichev, "Helicity sensitive terahertz radiation detection by dual-grating-gate high electron 
mobility transistors," J. Appl. Phys., Vol. 118, Iss. 8, pp. 084301-1-6, 2015. 
[7] V. Ya Aleshkin, A.A. Dubinov, M. Ryzhii, V. Ryzhii, and T. Otsuji, "Electron capture in van der Waals 
graphene-based heterostructures with WS2 barrier layers," J. Phys. Soc. Jpn., Vol. 84, No. 9, pp. 
094703-1-7, 2015. 
[8] T. Suemitsu, "InP and GaN high electron mobility transistors for millimeter-wave applications," IEICE 
Electron. Express, Vol. 12, No. 13, pp. 1-12, 2015. 
[9] V. Ryzhii, T. Otsuji, M. Ryzhii, V. Ya Aleshkin, A.A. Dubinov, V. Mitin, and M.S. Shur, "Vertical 
electron transport in van der Waals heterostructures with graphene layers," J. Appl. Phys.,Vol. 117, 
Iss. 15, pp. 154504-1-9, 2015. 
[10] V. Ryzhii, T. Otsuji, M. Ryzhii, V.Ya Aleshkin, A.A. Dubinov, D. Svintsov, V. Mitin, and M.S. Shur, 
"Graphene vertical cascade interband terahertz and infrared photodetectors," 2D Materials, Vol. 2, 
No. 2, pp. 025002-1-10, 2015. 
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生体電磁情報研究分野 教 授 石山 和志 























図 1 Si 基板上に形成した高感度振動センサの
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教 授 石山 和志（2007 年より） 
准教授 枦 修一郎（2010 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
石山 和志 1986 年 3 月 東北大学工学部電気工学科卒業。1988 年 3 月 同大学院工学研究科電子工学
専攻博士前期課程修了。1988 年 4 月 同大電気通信研究所助手。1993 年 1 月 博士(工学)学位取得。2003
年 1 月 同助教授。2003 年 4 月から 2005 年 3 月まで内閣府総合科学技術会議事務局参事官補佐(兼務)。
2007 年 4 月 東北大学電気通信研究所教授、現在に至る。磁気工学ならびに磁気応用に関する研究開発
に従事。電気学会優秀論文発表賞(1991)、原田研究奨励賞(1996)、Best Paper Award on International 
Conference on Ferrites (2000)、生体医工学シンポジウムベストリサーチアワード(2004)、日本応用磁気学
会論文賞(2005)。 
 
枦 修一郎 1990 年 3 月 琉球大学工学部電気工学科卒業。1992 年 3 月 同大学院工学研究科電気情報
工学専攻修士課程修了。1992 年 4 月 本田技研工業（株）入社。1998 年 3 月 東北大学大学院工学研
究科電気・通信工学専攻博士後期課程修了。1998 年 4 月 医薬品機構派遣研究員。2000 年 7 月 岐阜
大学工学部助手。2007 年 4 月 同大工学部助教。2008 年 4 月 東北大学電気通信研究所助教。2010 年
6 月 同大電気通信研究所准教授、現在に至る。磁気計測および磁性材料に関する研究開発に従事。 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] K. Iwata, M. Imafuku, T. Suzuki, T. Shobu, H. Orihara, Y. Sakai, K. Akita, S. Ohya, K. Ishiyama, "Internal stress 
distribution for generating closure domains in laser-irradiated Fe-3%Si(110)steels," Journal of Applied Physics, 
Vol. 117, 17A910, March (2015). 
[2] Y. Hayashi, S. Hashi, H. Kura, T. Yanai, T. Ogawa, K. Ishiyama, M. Nakano, H. Fukunaga, "Electrochemical 
fabrication of nanocomposite films containing magnetic metal nanoparticles," Japanese Journal of Applied Physics, 
Vol. 54, p. 075201, June (2015). 
[3] S. Yabukami, K. Takahashi, T. Ozawa, O. Fujioka, T. Nagano, S. Hashi, H. Kanetaka, "Tracking system for 
magnetic wireless marker using field programmable gate array," Journal of the Magnetics Society of Japan, Vol. 39, 
No. 4, pp.156-160 (2015). 
[4] H. Kikuchi, S. Kamata, T. Nakai, S. Hashi, K. Ishiyama, "Influence of demagnetizing field on thin-film GMI 
magnetic sensor elements with uniaxial magnetic anisotropy," Sensors and Actuators A: Physical, Vol. 230, No. 7, 
July, pp. 142-149 (2015). 
[5] K. Iwata, M. Suzuki, M. Hashimoto, M. Ueda, Y. Matuoka, T. Yasue, T. Koshikawa, M. Kotsugi, T. Ohkochi, T. 
Kinoshita, Y. Watanabe, K. Ishiyama, "Temperature dependence of lancet domains in grain-oriented Fe-3%Si 
steels," IEEE Transactions on Magnetics, Vol. 51, No. 11, 2002504, November (2015). 
[6] H. Kikuchi, S. Kamata, S. Oe, T. Nakai, S. Hashi, K. Ishiyama:, "Improvement of Stepped Magnetoimpedance 
Properties by Controlling the Demagnetizing Effect," IEEE Transactions on Magnetics, Vol. 51, No. 1, November, 
4004304 (2015). 
[7] J. Huang, T. Mori, K. Takashima, S. Hashi, Y. Kitamura, "IM6D: Magnetic Tracking System with 6-DOF Passive 
Markers for Dexterous 3D Interaction and Motion," ACM Transactions on Graphics, Vol. 34, No. 6, 217, 







先端音情報システム研究分野 教 授 鈴木 陽一 









































































教 授 鈴木 陽一（1999 年より） 
准教授 坂本 修一（2011 年より） 
助 教 崔 正烈，トレビーニョ ホルヘ 
技術職員 齋藤 文孝  事務補佐員 小野寺 美紀 
 
＜プロフィール＞ 
鈴木 陽一 1976 年 3 月 東北大学工学部電気工学科卒業．1981 年 3 月 同大学院工学研究科電気及
通信工学専攻博士後期課程修了．1981 年 4 月 同大電気通信研究所助手．1987 年 4 月 同大大型計算
機センター助教授．1989 年 7 月 同大電気通信研究所助教授．1999 年 8 月 同教授，現在に至る．音
の大きさおよび音色，騒音の評価，3 次元音空間知覚と制御，音信号のディジタル信号処理手法等，人
間の聴覚の解明とその工学応用の研究に一貫して従事．日本音響学会佐藤論文賞受賞（1992 年，1994
年），（社）日本音響学会会長（2005 年 5 月から 2007 年 5 月まで）．アメリカ音響学会フェロー． 
 
坂本 修一 1995 年 3 月 東北大学工学部情報工学科卒業．1997 年 3 月 同大学院情報科学研究科シ
ステム情報科学専攻博士前期課程修了．2000 年 10 月 東北大学電気通信研究所助手，2011 年 7 月 同
准教授，現在に至る．この間，2004 年 3 月に東北大学大学院工学研究科電気及び通信工学専攻博士後期




[1] S. Sakamoto, W. Teramoto, Hideaki Terashima and Jiro Gyoba, “Effect of active self-motion on auditory space 
perception,” Interdisciplinary Information Sciences Journal, 21(2), 167-172 (2015). 
[2] S. Sakamoto, S. Hongo, T. Okamoto, Y. Iwaya and Y. Suzuki, “Sound-space recording and binaural presentation 
system based on a 252ch microphone array,” Acoustical Science and Technology, 36(6), 516-526 (2015). 
[3] T. Shimizu, J. Trevino, S. Sakamoto and Y. Suzuki, “A multi-zone approach to sound field reproduction based on 
spherical harmonic analysis,” Acoustical Science and Technology, 36(5), 441-444 (2015). 
[4] A. Honda, T. Kanda, H. Shibata, S. Sakamoto, Y. Iwaya, J. Gyoba and Y. Suzuki, “Senses of presence and 
verisimilitude of audio-visual contents: Effects of sounds and playback speeds on sports video,” Interdisciplinary 
Information Sciences Journal, 21(2), 143-149 (2015). 
[5] 柳生寛幸，崔正烈，坂本修一，大谷智子，鈴木陽一，行場次朗，“多感覚情報の同期ずれが体験中の高








高次視覚情報システム研究分野 教 授 塩入 諭 





































教 授  塩入  諭（2005 年より） 
准教授  栗木 一郎（2006 年より） 
准教授（兼） 松宮 一道（2014 年より） 
産学連携研究員 羽鳥康裕、秘 書 今野 亜未 
 
＜プロフィール＞ 
塩入 諭 1986 年 東京工業大学・大学院総合理工学研究科博士課程修了．その後 1989 年 5 月までカナダ・
モントリオール大学心理学科において博士研究員として勤務．カナダより帰国後，1990 年 4月まで ATR 視聴
覚機構研究所で勤務．1991 年 5 月より千葉大学工学部画像工学科・助手。情報画像工学科・助手，助教授，
同大学メディカルシステム工学科教授を経て，2005 年 3 月より東北大学電気通信研究所・教授．運動視，立
体視，色覚を中心とした初期視覚処理と，眼球運動および注意による視覚情報の選択過程のメカニズムの解
明とその応用を目的に，視覚現象の調査，視覚処理の諸特性を測定，それに基づく定量的モデルの構築など
の研究に従事．1988.5 Fight for Sight 賞(ARVO 1987 best poster)受賞, 1993.3 応用物理学会光学論文賞
受賞,1999.7 照明学会論文賞受賞, 2000.5, 映像情報メデェア学会丹生高柳著述賞受賞, 2010 Distinguished 
Contributed Paper of the 2010 Society for Information Display (SID) International Symposium. 
栗木一郎 1996 年，東京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程修了．その後，東京工業大学理工学部像
情報工学研究施設助手，東京大学大学院 工学系研究科 計数工学専攻 助手，NTT コミュニケーション科学基
礎研究所研究員を経て，2006 年１月より東北大学電気通信研究所助教授（2007 年４月より同准教授）．知覚
と脳活動の対応に着目した視覚情報処理のメカニズムに関する研究に従事．また 2010 年４月から 2012 年３
月まで JST 研究開発戦略センターに勤務(兼務) し，電子情報通信分野の俯瞰と研究開発戦略の立案に関与．
1996 年８月照明学会論文賞，2001 年３月応用物理学会光学論文賞を受賞． 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] Fang Y, Nakashima R, Matsumiya K, Kuriki I, Shioiri S: Eye-head coordination for visual cognitive processing. 
PLoS ONE 10(3): e0121035. doi:10.1371/journal.pone.0121035, 2015. 
[2]  Fang Y, Emoto M, Nakashima R, Matsumiya K, Kuriki I, Shioiri S: Eye-position distribution depending on head 
orientation when observing movies on ultrahigh-definition television. ITE Transactions on Media Technology and 
Applications 3(2), 149-154, 2015. 
[3] Nakashima R, Fang Y, Hatori Y, Hiratani A, Matsumiya K, Kuriki I, Shioiri S: Saliency-based gaze prediction 
based on head direction. Vision Research 117, 59-66, 2015. 
[4] Kuriki I, Omori N, Kashiwase Y, Matsumiya K, Tokunaga R, Shioiri S: Measurement of object-based attention 
using steady-state visual evoked potentials. Japanese Journal of Physiological Psychology and 
Psychophysiology (in press) 
[5]  Kuriki I., Sun P., Ueno K., Tanaka K., and Cheng K. (2015) Hue selectivity of neurons in human visual cortex 
revealed by BOLD fMRI. Cerebral Cortex, 25, 4869-4884. doi: 10.1093/cercor/bhv198 



































の合流性検証器 ACP の開発を進め、第 4 回合流性コンペティッション(CoCo 2015)にお
















































(2) C などの既存言語やデータベースなどのシステムとの高い相互運用性， 



































３．外部データ形式 JSON を高水準言語に統合する理論と実装方式の構築． 
 インターネット上でデータを送受信するフォーマットとして広く使用され始めた JSON を安全か
つ高水準に操作する型理論と実装方式を開発し，高水準言語から JSON を安全にシームレスに操作
する方式を確立した．この成果は，オブジェクト指向プログラミング言語の最高峰の国際会議であ
る ECOOP2016 に採録され，2016 年 7 月に発表予定である．（論文[3]） 
 
＜職員名＞ 
教 授 大堀 淳（2005 年より） 










[1]  Katsuhiro Ueno, Atsushi Ohori. A Type Safe Access to Key-value Stores from Functional Languages. Journal of 
Information Processing, Vol. 24, No. 1, pp.141-151, 2016. 
[2]  Katsuhiro Ueno, Atsushi Ohori: A foreign language interface from ML to shell. New Generation Computing, to 
appear. 
[3]  Atsushi Ohori, Katsuhiro Ueno, Tomohiro Sasaki, Daisuke Kikuchi: A Calculus with Partially Dynamic Records 
for Typeful Manipulation of JSON Objects. In Proceedings of the 30th European Conference on Object Oriented 




















（１） 書き換えシステムの基礎理論    （３）関数・論理融合型言語 

























教 授 外山 芳人（2000 年 4 月より） 
助 教 菊池健太郎 
秘 書 寒河江香子  
 
＜プロフィール＞ 
外山 芳人 1952 年生。1977 年東北大学大学院工学研究科情報工学専攻修士課程修了。同年、日本電信電話公
社（現 NTT）武蔵野電気通信研究所入所。1991 年 NTT コミュニケーション科学研究所 主幹研究員。1993 年北陸
先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 教授。2000 年より東北大学 電気通信研究所 教授。この間、プロ
グラム理論、定理自動証明の基礎研究に従事。1997 年第 11 回日本 IBM 科学賞受賞。 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
［1］Takaki Suzuki, Kentaro Kikuchi, Takahito Aoto and Yoshihito Toyama,Critical pair analysis in nominal 
rewriting,EPiC Series in Computing, Vol.39, pp.156-168, 2016.  
［2］Koichi Sato, Kentaro Kikuchi, Takahito Aoto and Yoshihito Toyama,Correctness of context-moving 
transformations for term rewriting systems, Lecture Notes in Computer Science, Vol.9527, pp.331-345, 
2015. 
［3］Takaki Suzuki, Kentaro Kikuchi, Takahito Aoto and Yoshihito Toyama, Confluence of orthogonal nominal 
rewriting systems revisited, Leibniz International Proceedings in Informatics, Vol.36, pp.301-317, 2015.   
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システム・ソフトウェア研究部門  





インテリジェントコミュニケーション研究分野 教 授 木下 哲男 

















３．エージェント型 IoT におけるデバイス知能化と分散協調制御方式の提案 
 分散環境上の家電、センサ、ロボットなどの Internet of Things (IoT)デバイス群にエージェント技
 









(a) UGV moves closer to the 
invader.








The menu is automatically customized considering 
allergies without exposing any sensitive information.









教 授 木下 哲男（2010 年より） 
准教授 北形  元（2012 年より） 
助 教 高橋 秀幸（2011 年より）、笹井 一人（2012 年より） 
事務補佐員 今野 亜未 
 
＜プロフィール＞ 
木下 哲男 1979 年 3 月 東北大学大学院工学研究科情報工学専攻博士前期課程修了。同年 4 月 沖電気
工業（株）入社。1996 年 8 月 東北大学電気通信研究所助教授。2001 年 4 月 同大情報シナジーセンタ
ー教授。2010 年 4 月 電気通信研究所教授。現在に至る。工博（1993 年 3 月・東北大学）。知識工学、
エージェント工学、知識応用システム・エージェント応用システムなどの研究開発に従事。情報処理学
会平成元年度研究賞 (1989 年)および平成 8 年度論文賞 (1997 年)、電子情報通信学会平成 13 年度業績賞 
(2001 年)、東北総合通信局長表彰 (2004 年)、INTELEC2009 Outstanding Paper Award (2009 年)など受賞。
電子情報通信学会および情報処理学会フェロー。 
 
北形 元 2002 年 3 月 東北大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了。同年 4 月、東北大学電気通
信研究所助手。2007 年 5 月 同准教授。現在に至る。博士（情報科学）。エージェント指向コンピューテ
ィング、やわらかい情報システム、インテリジェントネットワークの研究に従事。平成 13 年度電子情
報通信学会学術奨励賞。平成 18 年度 情報処理学会山下記念研究賞。 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] T. Kinoshita, “Basic Characteristics of a Macroscopic Measure for Detecting Abnormal Changes in a Multiagent 
System,” Sensors, Vol. 15, No. 4, pp.9112-9135, Apr. 2015. 
[2] K. Kalegele, K. Sasai, H. Takahashi, G. Kitagata, T. Kinoshita, “Four Decades of Data Mining in Network and 
Systems Management,” IEEE Transactions on Knowledge and Data Engineering, Vol.27, No.10, pp.2700-2716, 
Oct. 2015. 
[3] T. Uchiya, M. Shibakawa, I. Takumi, T. Kinoshita, “Multiagent-based distributed backup system for individuals,” 
Proc. of 2005 IEEE/ACIS 14th International Conference on Computer and Information Science (ICIS), 
pp.361-366, June 2015. 
[4] T. Kato, R. Chiba, H. Takahashi, T. Kinoshita, “Agent-Oriented Cooperation of IoT Devices towards Advanced 
Logistics,” CDS 2015: 3rd IEEE International Workshop on Consumer Devices and Systems held in conjunction 
with the 39th Annual International Computers, Software & Applications Conference (COMPSAC2015), 
pp.223-227, July 2015. 
[5] M. Hibino, T. Uchiya, I. Takumi, T. Kinoshita, “Development Tool of Q-Nash Learning Agent for Intelligent 
System,” Proc. of the 18th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS-2015), 
pp.582-585, Sep. 2015. 
[6] Z. Peng, T. Kato, H. Takahashi, T. Kinoshita, “Intelligent Home Security System Using Agent-based IoT 
Devices,” Proc. of the 4th IEEE Global Conference on Consumer Electronics (GCCE 2015), pp.313-314, Oct. 
2015. 
[7] M. Hibino, T. Uchiya, I. Takumi, T. Kinoshita, “Development Support of Nash-Q Learning Agent on Agent 
Framework DASH,” Proc. of the 4th IEEE Global Conference on Consumer Electronics (GCCE 2015), 
pp.296-297, Oct. 2015. 
[8] K. Sasai, Y.-P. Gunji, T. Kinoshita, “Extremely Local Interaction in the Market Model,” Proc. of The Twenty-First 


















１． ディスプレイと 3 次元インタラクション 
手指の細かな動きの理解やそれを用いた 3 次元インタラクションを実現するために，新たな磁気
式 3 次元トラッキングシステムを開発した（図(a)）．これは，6 自由度の高精度計測が可能であり，
遮蔽に強いという新たな特徴を持つ[2]．また，HMD(Head-mounted Display)装着時に効率的に空間










   












教 授 北村 喜文  
助 教 高嶋 和毅 
助 教 上出 寛子 
 
＜プロフィール＞ 
北村 喜文 1987 年大阪大学大学院基礎工学研究科博士前期課程修了．同年キヤノン株式会社情報シス
テム研究所，1992 年 ATR 通信システム研究所，1997 年大阪大学大学院工学研究科助教授，2002 年同大
学大学院情報科学研究科助教授／准教授．2010 年東北大学電気通信研究所教授，現在に至る．博士（工
学）．1997 年電子情報通信学会論文賞，2006 年日本バーチャルリアリティ学会貢献賞，2007 年日本バー
チャルリアリティ学会論文賞，2008 年情報処理学会インタラクション ベストペーパー賞などを受賞．
国際会議 ACM SIGGRAPH Asia, VRST, ITS, IEEE 3DUI，JVRC，ICAT，EGVE などで Conference/Symposium 
Chair, Program Chair, Steering Committee などを務めている．IFIP TC-13 日本代表，ACM SIGCHI 




[1]  大山 貴史, 浅利 勇佑, 高嶋 和毅, エフッド シャーリン, グリーンバーグ ソール, 北村 喜文, 自
律移動・変形する壁型ディスプレイの設計と評価, インタラクション 2016 論文集, pp. 62-71, 2016
年 3 月. 
[2]  Jiawei Huang, Tsuyoshi Mori, Kazuki Takashima, Shuichiro Hashi, and Yoshifumi Kitamura, IM6D: 
magnetic tracking system with 6-DOF passive markers for dexterous 3D interaction and motion, ACM 
Transactions on Graphics (TOG) - Proceedings of ACM SIGGRAPH Asia 2015, Volume 34, Issue 6, pp. 
217:1-217:10, November 2015. 
[3]  Hiroko Kamide, Koji Kawabe, Satoshi Shigemi, and Tatsyi Arai, Anshin as a concept of subjective 
well-being between humans and robots in Japan, Advanced Robotics, Vol. 29, Issue 24, pp. 1624-1636, 
November 2015. 
[4]  Kazuki Takashima, Yusuke Asari, Hitomi Yokoyama, Ehud Sharlin, and Yoshifumi Kitamura, 
MovemenTable: The Design of Moving Interactive Tabletops, In Proceedings of Human-Computer 
Interaction - INTERACT 2015, pp. 296-314, September 2015. 
[5]  Juan David Hincapié-Ramos, Kasim Ozacar, Pourang P. Irani, and Yoshifumi Kitamura, GyroWand: 
IMU-based Raycasting for Augmented Reality Head-Mounted Displays, Proceedings of ACM Symposium 
on Spatial User Interaction, pp. 89-98, August 2015. 【Best Paper Award 受賞】 
[6]  Kazuki Takashima, Nana Shinshi, and Yoshifumi Kitamura, Exploring Boundless Scroll by Extending Motor 
Space, In Proceedings of MobileHCI 2015, pp. 557-566, August 2015. 
[7]  高嶋 和毅, 会田 直浩, 横山 ひとみ, 北村 喜文, TransformTable: 人の空間配置を動的に変化させ





























以下に、施設研究部と利用研究室の平成 27 年度の研究成果のハイライトを記す。 















一般的なデスクトップ CPU 上で実行した C++プログラムと比較して、同程度の処理速度で











物理的起源を明らかにした。 (3) ナノスケール CoFeB-MgO 磁気トンネル接合素子における
磁化の大角発振を伴う非線形強磁性共鳴の評価をもとに、電界による磁気異方性の変調効率


















































えることを明らかにした。（J. Mater. Chem. A, 3, 14195 (2015)に発表。本論文は同誌の 2015 年
Hot Article に選ばれた。） 
2. p+-i-p+型有機薄膜トランジスタの開発 
有機ポリマーP3HT 薄膜とその有機薄膜に分子ドーピングしてできる導電性薄膜よりなる




とを示した。（分子ドーピング機構については Jpn. J. Appl. Phys., 54, 091602, 2015.に、有機トラン
51
ナノ・スピン実験施設






















ナノ集積デバイス研究分野        教 授 佐藤 茂雄 
































CPU 上で実行した C++プログラムと比較して、同程度の処理速度で 100 分の 1 以下の消費電力となる
ことを HDL シミュレーションにより確認した。 
2. 量子ヘテロ構造高集積化プロセス 






教 授 佐藤 茂雄（2012 年より） 
准教授 櫻庭 政夫（2002 年より） 
助 教 秋間 学尚（2013 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
佐藤 茂雄 1989 年 3 月 東北大学工学部電子工学科卒業。1994 年 12 月 同大学院情報科学研究科シ
ステム情報科学専攻博士後期課程修了。日本学術振興会特別研究員を経て、1996 年 4 月 同大電気通信




櫻庭 政夫 1990 年 3 月 東北大学工学部電気工学科卒業。1995 年 3 月 同大学院工学研究科電気及通
信工学専攻博士後期課程修了。1995 年 4 月 同大電気通信研究所助手。2002 年 8 月 同大電気通信研
究所助教授。2007 年 4 月 同准教授、現在に至る。IV 族半導体高度歪量子へテロ構造の高集積化プロ




[1] A. A. Shklyaev, V. I. Vdovin, V. A. Volodin, D. V. Gulyaev, A. S. Kozhukhov, M. Sakuraba and J. Murota, 
"Structure and optical properties of Si and SiGe layers grown on SiO2 by chemical vapor deposition", Thin 
Solid Films, vol. 579, pp. 131-135, 2015. 
[2] 秋間学尚, 佐藤茂雄,「運動視により局所運動を検出する神経回路網モデルの LSI 化」,日本神経回路
学会誌, vol. 22, no. 4, pp. 152-161, 2015. 
[3] W. Li, S. Sato, H. Akima, M. Sakuraba, "Hydrogen Atom Desorption Induced by Electron Bombardment on Si 
Surface,” ECS Trans., vol. 69, no. 31, pp. 35-38, 2015. 
[4] Y. Yamamoto, N. Ueno, M. Sakuraba, J. Murota, A. Mai and B. Tillack, "C and Si delta doping in Ge by 








スピントロニクス機能工学研究分野 教 授 大野 英男 







































教 授 大野 英男（1994 年より） 
准教授 深見 俊輔（2016 年より） 
助 教 金井 駿 
研究員 張 曉文、Enobio Eli Christopher Inocencio 
 
＜プロフィール＞ 
大野 英男 1982 年東京大学工学系研究科電子工学専攻修了。工学博士。1982 年北海道大学講師、1983
年北海道大学助教授、1988-1990 年 IBM T. J. Watson 研究所客員研究員、1994 年より東北大学教授。第
12 回日本 IBM 科学賞、2003 年度 The IUPAP Magnetism Prize、平成 17 年度日本学士院賞、東北大学総長
特別賞、The 2005 Agilent Technologies Europhysics Prize、2011 年トムソン・ロイター引用栄誉賞、2012
年第 12 回応用物理学会業績賞(研究業績)、IEEE David Sarnoff Award 2012、2015 年第 5 回化合物半導体
エレクトロニクス業績賞（赤﨑勇賞）受賞。The Institute of Physics (IOP) Fellow。中国科学院半導体研究
所名誉教授号。応用物理学会フェロー。米国物理学会フェロー。東北大学ディスティングイッシュトプ
ロフェッサー。IEEE Magnetic Society, Distinguished Lecturer for 2009。応用物理学会、日本結晶成長学会、
日本物理学会、電子情報通信学会、日本磁気学会、IEEE、AVS 会員。 
 
深見 俊輔 2005年名古屋大学工学研究科結晶材料工学専攻修了。工学博士。2005 年日本電気株式会社、
2011 年東北大学助教、2015 年より東北大学准教授。2012 年応用物理学会論文賞、2013 年 RIEC Award




[1] H. Nakayama, L. Chen, H. W. Chang, H. Ohno, and F. Matsukura, "Inverse spin Hall effect in Pt/(Ga,Mn)As", 
Appl. Phys. Lett. 106, 222405 (2015). 
[2] S. Fukami, J. Ieda, and H. Ohno, "Thermal stability of a magnetic domain wall in nanowires," Phys. Rev. B 91, 
235401 (2015). 
[3] C. Zhang, S. Fukami, H. Sato, F. Matsukura, and H. Ohno, "Spin-orbit torque induced magnetization switching in 
nano-scale Ta/CoFeB/MgO," Appl. Phys. Lett. 107, 012401 (2015). 
[4] L. Chen, F. Matsukura, and H. Ohno, "Electric-Field Modulation of Damping Constant in a Ferromagnetic 
Semiconductor (Ga,Mn)As," Phys. Rev. Lett. 115, 057204 (2015). 
[5] E. Hirayama, S. Kanai, J. Ohe, H. Sato, F. Matsukura, and H. Ohno, "Electric-field induced nonlinear 
ferromagnetic resonance in a CoFeB/MgO magnetic tunnel junction," Appl. Phys. Lett. 107, 132404 (2015). 
[6] Y. Takeuchi, H. Sato, S. Fukami, F. Matsukura, and H. Ohno, "Temperature dependence of energy barrier in 
CoFeB-MgO magnetic tunnel junctions with perpendicular easy axis," Appl. Phys. Lett. 107, 152405 (2015). 
[7] S. DuttaGupta, S. Fukami, C. Zhang, H. Sato, M. Yamanouchi, F. Matsukura, and H. Ohno, "Adiabatic 
spin-transfer-torque-induced domain wall creep in a magnetic metal," Nature Phys. 12, 333 (2015). 
[8] S. Fukami, C. Zhang, S. DuttaGupta, A. Kurenkov, H. Ohno, "Magnetization switching by spin-orbit torque in an 
antiferromagnet-ferromagnet bilayer system," Nature Mater., doi:10.1038/nmat4566 (2016). 
[9] S. Fukami, T. Anekawa, C. Zhang, and H. Ohno, "A spin-orbit torque switching scheme with collinear magnetic 
easy axis and current configuration," Nature Nanotech., doi:10.1038/nnano2016.29 (2016). 
[10] S. Miyakozawa, L. Chen, F. Matsukura, and H. Ohno, "Temperature dependence of in-plane magnetic anisotropy 




















した。（J. Mater. Chem. A, 3, 14195 (2015)に発表。本論文は同誌の 2015 年 Hot Article に選ばれた。） 
２． p+-i-p+型有機薄膜トランジスタの開発 
 有機ポリマーP3HT 薄膜とその有機薄膜に分子ドーピングしてできる導電性薄膜よりなる全有機






























きると期待される。（Appl. Phys. Lett., 108, 023701 2016 に発表）。 
＜職員名＞ 
教 授 庭野 道夫（1998 年より） 
助 教 馬 騰 
＜プロフィール＞ 
庭野 道夫 1980 年 東北大学大学院理学研究科博士課程修了．理学博士．1980 年 宮城教育大学助手，





[1] Daisuke Tadaki, Teng Ma, Jinyu Zhang, Shohei Iino, Ayumi Hirano-Iwata, Yasuo Kimura, Richard Rosenberg, and 
Michio Niwano, “Fabrication and characterization of p+-i-p+ type organic thin film transistors with electrodes of 
highly doped polymer.” J. Appl. Phys. 119, 154503 (2016). 
[2] Ayumi Hirano-Iwata, Ryosuke Matsumura, Teng Ma, Yasuo Kimura, Michio Niwano, and Kazuo Nishikawa, 
“Interaction of plasma-generated water cluster ions with chemically-modified Si surfaces investigated by infrared 
absorption spectroscopy.” AIP Advances, 6, 035017 2016. 
[3] Teng Ma, Daisuke Tadaki, Masao Sakuraba, Shigeo Sato, Ayumi Hirano-Iwata and Michio Niwano, “Effects of 
interfacial chemical states on the performance of perovskite solar cells”, J. Mater. Chem. A, 4, 4392-4397, 2016. 
[4] Ryosuke Matsumura, Hideaki Yamamoto, Michio Niwano, and Ayumi Hirano-Iwata, “An electrically resistive 
sheet of glial cells for amplifying signals of neuronal extracellular recordings.” Appl. Phys. Lett., 108, 023701 
2016. 
[5] Hideaki Yamamoto, Takanori Demura, Kohei Sekine, Sho Kono, Michio Niwano, Ayumi Hirano-Iwata, Takashi 
Tanii, “Photopatterning Proteins and Cells in Aqueous Environment Using TiO2 Photocatalysis.” Jove-Journal of 
Visualized Experiments, 104, e53045, 2015. 
[6] 庭野 道夫, 平野 愛弓赤外分光、“「その場」解析法によるバイオ計測”、分析化学, 64, 793-800 2015.  
[7] Daisuke Tadaki, Teng Ma, Jinyu Zhang, Shohei Iino, Ayumi Hirano-Iwata, Yasuo Kimura, and Michio Niwano , 
“Molecular doping of regioregular poly(3-hexylthiophene) (P3HT) layers by 
2,3,5,6-tetrafluoro-7,7,8,8-tetracyanoquinodimethane (F4-TCNQ) investigated by infrared spectroscopy and 
electrical measurements.” Jpn. J. Appl. Phys., 54, 091602, 2015.  
[8] Teng Ma, Matteo Cagnoni, Daisuke Tadaki, Ayumi Hirano-Iwata, and Michio Niwano “Annealing-induced 
chemical and structural changes in tri-iodide and mixed-halide organometal perovskite layers.” J. Mater. Chem. A, 
3, 14195-14201 2015.  
[9] Ayumi Hirano-Iwata, Yutaka Ishinari, Hideaki Yamamoto, Michio Niwano, “Micro- and nano-technologies for 



















































新概念 VLSI システム研究室：2015 年度の主な研究成果は以下の(1)と(2)の通りである：(1)従来の
SRAMベースField-Programmable Gate Array (FPGA)における消費電力問題を解決する方法として，本
































（高次視覚情報システム研究分野 教 授 塩入 諭） 
適応的認知行動システム研究分野 准教授 松宮 一道 










































教 授（兼） 塩入 諭（2005 年より） 
准教授 松宮 一道（2014 年より） 
准教授（兼） 坂本 修一（2011 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
松宮 一道 2000 年 3 月 東京工業大学大学院総合理工学研究科物理情報工学専攻博士課程修了。同年
4 月 カナダ・ヨーク大学視覚研究所博士研究員。2002 年 1 月 東京工業大学大学院工学研究科像情報
工学研究施設研究機関研究員。2004 年 1 月 ATR 人間情報科学研究所専任研究員。2005 年 4 月 東北
大学電気通信研究所助手。2007 年 4 月 同助教。2014 年 7 月 同准教授、現在に至る。視知覚と行動
の相互作用に関する心理物理学的研究に従事。Distinguished Contributed Paper Award of Society for 
Information Display (2010 年)。日本視覚学会・鵜飼論文賞受賞（2012 年）。 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] Matsumiya K, Shioiri S: Smooth pursuit eye movements and motion perception share motion signals in slow and 
fast motion mechanisms. Journal of Vision 15(11):12, 1-15, 2015. 
[2]  Matsumiya K, Takahashi M, Kuriki I, Shioiri S: Active movements generate rotation-independent representations 
for haptic movements. Interdisciplinary Information Sciences 21(2), 115-123, 2015. 
[3]  Naoya Onizawa, Daisuke Katagiri, Kazumichi Matsumiya, Warren J. Gross, Takahiro Hanyu: 
“Frequency-Flexible Stochastic Gabor Filter”, 2015 IEEE International Conference on Digital Signal Processing 
(DSP), Singapore, July 21-24, 2015. 
[4] 松宮一道：“高次知覚過程における触覚と視覚の相互作用”，触覚認知研究ワークショップ，東京都・東
京女子大学，2015 年 11 月 7 日 [招待講演]． 
[5] 伊師華江，松宮一道：“L 字型画面で呈示された映像に対する理解感及び視線停留”，電子情報通信学会




新概念 VLSI システム研究室 
新概念 VLSI コンピューティングパラダイムの実現 
 
新概念 VLSI システム研究分野 教 授 羽生 貴弘 
新概念 VLSI デザイン研究分野 准教授 夏井 雅典  
 
＜研究室の目標＞ 







メモリ VLSI アーキテクチャ，脳機能を模倣することで人間的判断・意味理解を可能にする VLSI コ
ンピューティングなど，高性能 VLSI プロセッサの実現に関する研究を行っている． 
 
＜2015年度の主な成果＞ 
１． ブロックレベルパワーゲティング機能を有する MTJ ベース不揮発 FPGA の開発 
従来の SRAM ベース Field-Programmable Gate Array (FPGA)では，極限的微細化に起因してリー
ク電流が増大し，その待機電力が深刻となっている．本研究グループでは，不揮発性記憶素子 (MTJ: 
Magnetic Tunnel Junction)を利用して，上述した FPGA における問題の解決を図っている．平成 27
年度は，①ブロックレベルパワーゲーティング技術の考案，および②その実チップ試作による原理
性能の実証を行った．FPGA の基本構成単位である Tile は 4 つの機能ブロックで構成されるが，各
ブロックは Tile の動作モードによって未使用状態となる．ブロックレベルパワーゲーティング技
術はこれらの点に着目したもので，動作モードによって適応的に未使用ブロックの電源供給を遮断
することで各 Tile の待機電力消費を最小化可能である．さらに，提案の不揮発 FPGA ではロジック
インメモリ構造の活用による回路コンポーネント共有化により，リーク電流自体の削減も可能とな











同等に保ちつつ面積を 80%程度削減出来ることに成功した．また，脳型 LSI システム実現の例とし
て，提案方式を FPGA 上に実装をし，ガボールフィルタのリアルタイム処理を実現した．  
 
＜職員名＞ 
教 授 羽生 貴弘（2002 年 4 月より） 准教授 夏井 雅典（2008 年 4 月より） 
助 教 鬼沢 直哉（2013 年 12 月より） 助 教 鈴木 大輔 （2014 年 4 月より） 
＜プロフィール＞ 
羽生 貴弘 1984 年 3 月東北大学工学部電子工学科卒．1989 年 3 月同大学院工学研究科電子工学専攻博
士後期課程了．1989 年 3 月同大工学部助手．1993 年 2 月同大助教授．2002 年 4 月同大学電気通信研究
所教授，現在に至る．不揮発性ロジック，電流モード非同期 NoC 技術とその応用に関する研究に従事．
IEEE ISMVL Best Paper Award（1986 年，1988 年），丹羽記念賞（1988 年），坂井記念賞（2000 年），
LSI デザイン・オブ・ザ・イヤー審査員特別賞（2002 年），ASP-DAC2007 Special Feature Award（2007
年），応用物理学会 JJAP 論文賞（2009 年），電子情報通信学会優秀論文賞（2010 年），市村学術賞貢
献賞（2010 年），IEEE ISVLSI’10 Best Paper Award（2010 年），SSDM Paper Award（2012 年），IEEE 
ASYNC’14 Best Paper Finalist（2014 年），平成 27 年度科学技術分野文部科学大臣表彰科学技術賞（研
究部門）(2015 年)などを受賞．IEEE Senior Member． 
 
夏井 雅典 2000 年 3 月東北大学工学部情報工学科卒．2005 年 3 月同大学院情報科学研究科基礎科学専
攻専攻博士後期課程了．2005 年４月豊橋技術科学大学情報工学系助手．2008 年 4 月東北大学電気通信
研究所助教．2014 年 7 月東北大学電気通信研究所准教授，現在に至る．自動回路設計，不揮発性ロジッ
ク，多値電流モード回路技術とその応用に関する研究に従事．電子情報通信学会 エレクトロニクスソ
サイエティ論文賞（2010 年），K. C. Smith Award (201２年)などを受賞．IEEE Member． 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] D. Suzuki,et al., "Fabrication of a 3000-6-Input-LUTs Embedded and Block-Level Power-Gated Nonvolatile FPGA 
Chip Using p-MTJ-Based Logic-in-Memory Structure," Digest of Technical Papers, 2015 Symp. on VLSI Circuits, 
pp.172-173, June 2015. 
[2] H. Jarollahi, et al., "Algorithm and Architecture for a Low-Power Content-Addressable Memory Based on Sparse 
Clustered Networks," IEEE Trans. VLSI Syst., vol. 23, no. 4, pp. 642-653, 2015. 
[3] N. Onizawa, et al., "Gabor Filter Based on Stochastic Computation, " IEEE Signal Processing Letters, vol. 22, no. 
9, pp. 1224-1228, 2015. 
[4] N. Onizawa, et al., "Hardware Implementation of Associative Memories Based on Multiple-Valued Sparse Clustered  
Networks," IEEE Journal on Emerging and Selected Topics in Circuits and Systems, Vol. 6, No.1, pp.13-24, 2016. 
[5] N. Onizawa, et al., "Analog-to-Stochastic Converter Using Magnetic Tunnel Junction Devices for Vision Chips," 
IEEE Trans. on Nanotechnology, vol. x, pp. x-x, 2016. (to appear) 























































教 授 石黒 章夫（2011 年より） 
助 教 大脇 大 （2011 年より） 
助 教 加納 剛史（2011 年より） 
助 教 坂本 一寛（1993 年より） 
秘 書 才田 昌子（2011 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
石黒 章夫 1991 年 3 月 名古屋大学大学院工学研究科博士後期課程修了（工学博士）．1991 年 4 月 名
古屋大学工学部助手． 1997 年 5 月 名古屋大学大学院工学研究科助教授．2006 年 4 月 東北大学大学
院工学研究科教授． 2011 年 4 月 東北大学電気通信研究所教授，現在に至る．生物規範ロボティクス，
数理生物システム論に関する研究に従事．IEEE/RSJ IROS Best Paper Award（2004 年）, IEEE/RSJ IROS Best 
Paper Award Nomination Finalist（2003 年，2009 年）, Ig Nobel Prize（2008 年），IEEE/RSJ NTF Award Finalist 
for Entertainment Robots and Systems（2011 年），IEEE/RSJ JCTF Novel Technology Paper Award for 
Amusement Culture Finalist（2012 年），計測自動制御学会論文賞（2014 年），CLAWAR Association Best 
Technical Paper Award（2014 年），計測自動制御学会システム情報部門 Best Research Award（2014 年）。 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[１] D. Nakashima, T. Kano, and A. Ishiguro, How Snakes Move by Selectively Utilizing Reaction Force from 
Environment, 2015 JSMB-CJK Joint conference, P-25，2015 
[２] D. Owaki and A. Ishiguro, " A Minimalist CPG Model for Interlimb Coordination in Quadruped Locomotion”, 
ICRA2015 CPG workshop, Invited talk, 2015. 
[３] D. Owaki, S. Horikiri, J. Nishii, and A. Ishiguro, “Experimental Verification of Bipedal Walling Control 






























各プロジェクトの概要と平成 27 年度の成果を以下に示す． 
 
１． 低炭素社会に貢献する情報通信用高効率送信電力増幅モジュールの開発 
平成 27 年度から産学連携プロジェクトである JST A-STEP タイププロジェクト研究「低炭素社会
に貢献する情報通信用高効率送信電力増幅モジュールの開発」を実施している．近年，携帯電話に
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教授（兼）  末松 憲治 









これまでに、（1）324Mbit/s 5GHz 帯無線 LAN 端末の開発、（2）ハイビジョン非圧縮伝送超小型 
3D SiP（三次元システム・イン・パッケージ）ミリ波無線端末の開発を行い、また（3）広域モバ
イルブロードバンドワイヤレスアクセス（MBWA）実証実験により、自動車移動中のシームレスハ









































































１．無線通信端末用高効率 CMOS 送信電力増幅モジュールの開発 
近年、年率 2 倍程度で急増する無線通信ネットワークのトラヒックの収容が課題となっている。














（Long Term Evolution Advanced）で主にスモールセルに用いられると想定される 3.5 GHz 帯におけ
る屋内→屋外電波伝搬の実測評価を行った。大学構内や住宅地など、複数の環境・高さにおいて実
測した信号強度を基に、電波伝搬の距離特性の評価を行った。さらに同時に実測した 2.5 GHz 帯信
号との比較により、3.5 GHz 帯における屋内→屋外伝搬の特徴を明らかにした。 
 
＜職員名＞ 
教授（兼）  末松 憲治 
准教授（兼） 亀田  卓 
 
＜2015 年度の主な発表論文等＞ 
[1] 坪内 和夫, 亀田 卓, 平 明徳, 末松 憲治, 高木 直, “ディペンダブルエア ―異種無線融合ネットワーク
における高精度位置情報を用いたネットワーク選択手法とトラヒックナビゲーション― ,” IEICE 
Fundamentals Review, vol.9, no.1, pp.37-46, July 2015. 
[2] T. T. Ta, S. Tanifuji, A. Taira, S. Kameda, N. Suematsu, T. Takagi, and K. Tsubouchi, “A millimeter-wave WPAN 
adaptive phased array control method using low-frequency part of signal for self-directed system,” IEEE Trans. 
Microw. Theory and Techn., vol.63, no.8, pp.2682-2691, August 2015. 
[3] 平 明徳, 亀田 卓, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 和夫, “災害に強い「頼りになる」無線通信ネットワーク,” 
信学誌, vol.98, no.8, pp.745-752, August 2015. 
[4] 福留 秀基, 秋元 浩平, 亀田 卓, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 和夫, “3.5GHz 帯スモールセル屋内→屋外伝
搬環境における通信距離の実測評価,” 信学技報, SR2015-86, Jan. 2016. 
[5] 寺嶋 一真，藤井 憲一，高木 直，坪内 和夫，亀田 卓，末松 憲治，“2 倍波分波機能を備えた 2GHz 帯
超小型 CMOS オンチップバラン,” 信学総大, C-2-55, March 2016. 
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進している。平成 14 年度から平成 18 年度までの 5 年間では、IT プログラム「超小型大容量ハー






発」を文科省の委託事業として、平成 24 年度より 5 年間の予定で推進する。ストレージシステム




                  














 「リスクアウェア複製」技術を適用した 108 台のストレージ装置からなる高可用性ストレージシ








准教授 中村 隆喜（2012 年より） 
客員教授 松岡 浩（2014 年より） 
産学官連携研究員 原田 正親（2012 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
中村 隆喜 1996 年 3 月 大阪大学工学部精密工学科卒業。1998 年 3 月 同大学大学院工学研究科精密科
学専攻博士前期課程修了。同年 4 月 (株)日立製作所入社。中央研究所、システム開発研究所を経て、




[1] Takaki Nakamura, Shinya Matsumoto, and Hiroaki Muraoka, “Discreet Method to Match Safe Site-Pairs in Short 
Computation Time for Risk-aware Data Replication,” IEICE Transactions on Information and Systems, Vol. 
E98-D, No. 8 (2015), pp. 1493-1502. 
[2] Shinya Matsumoto, Takaki Nakamura, and Hiroaki Muraoka, “Redundancy-based Iterative Method to Select 
Multiple Safe Replication Sites for Risk-aware Data Replication,” IEEJ Transactions on Electrical and Electronic 
Engineering, Vol. 11, No. 1 (2016), pp. 96-102. 
[3] Takaki Nakamura, Shinya Matsumoto, Masaru Tezuka, Satoru Izumi, and Hiroaki Muraoka, “Comparison of 
Distance Limiting Methods for Risk-aware Data Replication in Urban and Suburban Area,” Journal of Information 
Processing, Vol. 24, No. 2 (2016), pp. 381-389. 
[4] 亀井仁志、中村隆喜、「プリフェッチキャッシュによるプライマリファイルサーバ向け重複排除処理の
高速化方式」、電気学会論文誌 C, Vol. 135, No. 6 (2015), pp. 619-628. 
[5] 亀井仁志、松本慎也、中村隆喜、村岡裕明、「大規模災害を想定した Erasure Coding リストア時間の評価」、
電子情報通信学会磁気記録・情報ストレージ研究会 (愛媛大学 総合情報メディアセンター メディアホ







   


































○ 研究所内の職員、学生を対象とした安全衛生講習会の開催（参加者 272 名） 
○ 高圧ガス保安講習会の開催（参加者 96 名） 
○ 研究所内の安全衛生管理体制、作業環境などの点検、および改善の支援 
○ 局所排気装置の定期自主点検の支援 
○ 応急手当講習会の開催（参加者 15 名） 








室  長（教授） 塩入 諭 
副 室 長（教授）  上原 洋一 
助  教      佐藤 信之 
技術職員      阿部 真帆 























































グローバル IP アドレスを使用することでのセキュリティリスクを大きく軽減した． 
 
（３） WEB，メール，DNS サーバの新システムへの移行 
 平成２６年度に導入した新しい仮想サーバシステムへ主要なネットワークサービスを移行した．
具体的には，WEB，メール，DNS 各サーバを，新システム上に新たに構築し，OS も含めて最新の
バージョンに移行することができた．OS の移行について，従来のサーバは Solaris 10 で構築されて






教授 木下 哲男 (2000 年より) 鈴木 陽一（2000 年より） 外山 芳人（2000 年より） 
     白井 正文 (2003 年より) 大堀 淳（2007 年より）  菅沼 拓夫（2011 年より) 
(2) 実施委員会 
教授      外山 芳人 (2007 年より) 菅沼 拓夫（2010 年より，ｻｲﾊﾞｰｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ所属） 
准教授    吉田 真人 (2012 年より) 北形 元（2007 年より） 
助教      秋間 学尚 大脇 大 上野 雄大 笹井 一人 
技術職員 佐藤 正彦 太田 憲治 
研究支援推進員 谷口 恵子 吉原 綾乃（2015 年より） 
(3) 常勤職員 
准教授  北形 元（2007 年より） 
助教   笹井 一人 
技術職員 佐藤 正彦 太田 憲治 















































センター長（教授） 上原 洋一 
助  教 佐藤 信之 
技術職員 庄子 康一、末永 保、阿部 健人、前田 泰明、阿部 真帆、 
丹野 健徳、森田 伊織、小野 力摩、佐藤 正彦、丸山 由子、 
太田 憲治、齋藤 文孝、寒河江 克巳、谷口 恵子、吉原 綾乃、 




































 本研究グループは、この問題意識の下平成 25 年 9 月から行なっている時間に関する研究会（時






















































































を世界に先駆けて実証した（Fukidome et al., Sci. Rep. 
















































































下記のようになった（Sci. Rep. (2014)）； 
・SiC(100)/Si(100)上 ⇒ 非Bernal積層 
⇒?直線的なバンド構造 
? ? ? ? ? ? ?  ? ? バンドギャップ→0 
・SiC(111)/Si(111)上 ⇒ Bernal積層 
⇒ 非直線的なバンド 















































































下記のようになった（Sci. Rep. (2014)）； 
・SiC(100)/Si(100)上 ⇒ 非Bernal積層 
⇒?直線的なバンド構造 
? ? ? ? ? ? ?  ? ? バンドギャップ→0 
・SiC(111)/Si(111)上 ⇒ Bernal積層 
⇒ 非直線的なバンド 
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図6?  GFET・GaN-HEMTの共通のハードル 
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3. H. Fukidome, EMN SPring Meeting 2014, Las 
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Ｈ２６／Ａ０３ プラズマプロセスによる各種 high-k/Ge 構造の作製と界面近傍のトラップの評価 
Ｈ２６／Ａ０４ 強誘電体障壁を有する Fe4N 基トンネル接合素子の開発 
Ｈ２６／Ａ０５ 磁性体／半導体ハイブリッド構造の形成とナノデバイスへの応用に関する研究 
Ｈ２６／Ａ０６ Ge ベース高度歪異種原子層配列Ⅳ族半導体形成とナノデバイスへの応用に関する研究 















Ｈ２６／Ａ２４ ダイレクトディジタル RF 変復調技術の研究 
Ｈ２６／Ａ２５ 色名に関する文化差および個人差の研究 
Ｈ２６／Ａ２６ 細かい手の操作の機械学習と HCI への応用 
Ｈ２７／Ａ０１ ナノ薄膜電解質を用いた固体酸化物形燃料電池の発電特性検証 
Ｈ２７／Ａ０２ プラズマナノバイオ・医療の基盤確立 




Ｈ２７／Ａ０７ THz デバイス応用に向けた半導体二次元電子系内プラズモンのシミュレーションによる研究 
Ｈ２７／Ａ０８ 位相雑音特性に着目した共鳴トンネル THz 信号源の研究 
Ｈ２７／Ａ０９ フルコヒーレントアクセス方式を実現するための光−無線周波数変換方式に関する研究 
Ｈ２７／Ａ１０ M2M 伝搬環境改善のためのメタマテリアルおよびリフレクトアレー応用に関する研究 





















Ｈ２５／Ｂ０１ 非平衡スピン・ゆらぎの精緻な制御と観測による新規ナノデバイスの開拓研究  
Ｈ２５／Ｂ０２ 微粒子プラズマ物理に基づいた新規ナノ材料創成 













































究の公募要項の公開、2 月 25 日前後が申請書の提案締切となっており、採否の判定には共同プロジェクト選考
委員会による書面審査を行い、その結果は4月下旬頃に申請者の所属機関の長を通じて通知される。研究期間は、
4 月 20 日より 3 月 15 日までであり、研究終了後、共同プロジェクト研究報告書を提出して頂くことになってい
る。なお、「理念と概要」の項で述べたように、本共同プロジェクト研究は本研究所教員との共同研究を前提と
したものであるので、申請にあたっては本研究所に対応教員がいることが必要である。 
 なお、本共同プロジェクト研究については、次の web page にて広報している： 
    
                                                     http://www.riec.tohoku.ac.jp/nation_wide/ 
    問い合わせ先：東北大学電気通信研究所研究協力係 
       電話：022-217-5422 
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原 正史, 阿部真帆, 曽根逸人, 保坂純男, 遠







“Sb-Te alloy nanostructures produced on a 
graphite surface by a simple annealing process”， 
M. Kuwahara, H. Uratsuji, M. Abe, H. Sone, S. 
Hosaka, J. Sakai, Y. Uehara, R. Endo, and T. 
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  研究科修士2年） 
 細谷 友崇（東北大学学部4年） 
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(25×10) Cgd [fF] 47.1
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（２）Kouhei Nagasawa, Shota Fujioka, Kazuaki 
Watanabe, Yohtaro Umeda, and Yusuke Kozawa, 
“Power-amplifier inserted transversal filter using 
high-order pass band,” 2015 IEEE International 
Symposium on Radio-Frequency Integration 
Technology (RFIT), pp. 124-126, Sendai, Japan, 
Aug. 2015. 
（３）楳田洋太郎，“InGaAs HEMT を用いた
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The 9th International Conference on Silicon Epitaxy and 
Heterostructures (ICSI-9), (Montreal, Canada, May 17 - 
22)、228th Meeting of The Electrochemical Society 
(Phenix, USA, Oct. 11-16)および JSPS Core-to-Core 







Fig. 1  I-V characteristics of the Fe3Si-NDs with and 
without magnetic field (0.5 or 4.5kOe) at room 
temperature.  A schematic view of an experimental set 
up for local I-V measurements is shown in the inset. 
 
Fig. 2  Room temperature I-V characteristics of the 
Fe3Si-NDs with a magnetic field of 0.5 kOe at different 















CoPtCr コート Si 探針(HC=220Oe)を用い、外部磁場
は、試料直下に磁石を配置することで印加した。 



















































(1) H. Zhang, K. Makihara, A. Ohta, M. Ikeda and S. 
Miyazaki, “Formation and Characterization of 
High-density FeSi Nanodots on SiO2 Induced by Remote 
H2 Plasma”, Jpn, J. Appl. Phys., Vol. 55, 2016, 01AE20. 
(2) H. Zhang, A. Ohta, K. Makihara and S. Miyazaki, 
“High Density Formation of Fe-silicide Nanodots Induced 
by Remote H2 Plasma and Characterization of Their 
Crystalline Structure and Magnetic Properties”, The 37th 
International Symposium on Dry Process (DPS2015), 
(Awaji Island, Nov., 5-6, 2015), E-1. 
(3) H. Zhang, A. Ohta, K. Makihara and S. Miyazaki, 
“High Density Formation of Fe3Si-nanodots on Ultrathin 
SiO2 Induced by Remote Hydrogen Plasma”, The 17th 
Annual Conference and 6th International Conference of 
the Chinese Society of Micro-Nano Technology 
(CSMNT2015), Shanghai, China Oct.,11-14, 2015), 
96818. 
(4) H. Zhang, A. Ohta, K. Makihara and S. Miyazaki, 
“High Density Formation of Fe silicide-nanodots on SiO2 
Induced by Remote H2-plasma”, The 21st Korea-Japan 
Workshop on Advanced Plasma Processes and 
Diagnostics & The Workshop for NU-SKKU Joint 
Institute for Plasma-Nano Materials (Korea, Oct., 3-5, 
2015). 
(5) 張 海、牧原 克典、大田 晃生、壁谷 悠希、宮
崎 誠一,「リモート水素プラズマ支援による高密度
形成した Fe シリサイドナノドットの構造および磁
化特性評価」第 76 回応用物理学会秋季学術講演会, 
(於 名古屋国際会議場), 16a-2R-2, 9月2015年． 
(6) 張 海, 満行 優介, 牧原 克典, 池田 弥央, 大田 
晃生, 宮崎誠一,「磁性AFM探針を用いたFe3Siナノ
ドットの電子輸送特性評価」第63回応用物理学会春
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梅津 理恵 「Mn 基ホイスラー合金の原子規則配列
と電子状態」 
上田 茂典 「MgO/Fe界面の硬X線光電子分光」 
安達 義也 「強磁性形状記憶合金Ni2MnGaのプレ
マルテンサイト変態温度のCr, Fe置換効果」 


















































                  （今田 真） 
強磁性形状記憶合金の代表物質である Ni2MnGa







した。Mn 原子を Cr や Fe で置換した合金系
Ni2Mn1-xTrxGa (Tr = Cr, Fe) のPreM変態温度の組成
依存性や圧力依存性の測定を行った。Cr 置換系 
Ni2Mn1-xCrxGa ではその置換量とともに，TCは下降，
TMは上昇，TPは下降した。TPは 0 ≤ x < 0.2 の範囲
で確認された。Fe置換系 Ni2Mn1-xFexGaではその置
換量とともに，TC は上昇，TM は下降，TP は下降し
た。TPは 0 ≤ x ≤ 0.2 の範囲で確認された。Cr置換
系 Ni2Mn0.9Cr0.1Ga (x= 0.1)において圧力効果を調べ
た。dTp/dp = +17.3 K/GPa, dTM/dp = +9.8 K/GPaとなり，
多結晶Ni2MnGaの結果と同程度であった。Cr, Fe置


































































きく関わっていることが分かった。   (許 皛) 
室温でハーフメタル特性を示すホイスラー化合














支持するものと考えられる。    (恒川 雅典) 
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stiffness constant of half-metallic 
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(2015) 1187. 
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(2015) 134417. 
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Kainuma, “Anomalous physical properties 
of Heusler-type Co2Cr(Ga,Si) alloys and 
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91 (2015) 104434. 
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Kanomata, R. Kainuma, “Sign reversal of 
transformation entropy change in 
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らは, 天文台と共同で, STJ ミキサの高周波化に必
要となるNb/AlOx/Nb接合素子の高電流密度化に関
し, 上部 Nb 電極形成時に生じる Nb の低級酸化物
の抑性のため, Nb とトンネルバリア AlOx の間に
Al 層を形成し, その効果を確認するとともに, 5-10 
nmが最適厚みであることを予測した。 
 マイクロ波力学的インダクタンス検出器








































ともに，パルス波形歪を0.6 eV@ 5.9 keVと見積も
った。東大・カリフォルニア工科大の服部らは, 宇
宙マイクロ波背景放射偏光観測用 7,588 画素 TES
を、4 MHz の帯域に 40 画素ずつ周波数多重
(Frequency Domain Multiplexing: FDM)する読出
システムを開発しており，招待講演にて、主にフィ
ルタの基礎特性評価を報告した。JAXAの酒井らは，
衛星搭載型Ｘ線観測用 256 画素TES 読出のため，
昨年度開発した低消費電力型 DC-SQUID の FDM
読出実験を行った。単画素では約10 pA/Hzに過ぎ
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れた色覚に関する国際会議 23rd Symposium of 


















































































































開催した国際会議 International Colour Vision Society 
2015にて発表し[1]，その内容を原著論文として投稿
















在する軸性メカニズム（+L–M, –L+M, +S–(L+M), 
and –S+(L+M)）の組み合わせでできていれば，少な
くとも隣方向（+/- 90 deg 方向）の色に対する反応
は半減するはずである．具体的には，45 deg 方向の
色に対する応答が，0 deg 方向の軸性メカニズム
(+L-M)と 90 deg 方向の軸性メカニズム(+S–(L+M))
の組み合わせでできていれば，45 deg の色に対する
順応ではその２つの軸性メカニズムも刺激を受け，
順応が生じるはずである．135 deg と 315 deg方向
の色に対する反応は，0 deg あるいは 90 deg の軸性
メカニズムを45 deg の色と共有するはずである．従
って，45 deg の色に対する順応では，135 deg, 315 deg 
の刺激に対する応答も半減すると予想される．結果
は，順応色にのみ選択的なBOLD信号応答の低下が
見られ，+/– 90 deg 方向の信号低下はほとんど見ら
れなかった．むしろ，第４次視覚野（V4）では顕著
な信号上昇が見られた． 
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 これらの内容について，平成 27 年 8 月に東北大
学電気通信研究所（以下通研と呼称する）を訪れ，
通研対応教員，研究分担者による集中的なディス



































































 はじめに，対数 F0 の平均と女性被験者の質問 5
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1. 視覚数理モデル開発に OpenRTM を用いた
Hi-Brainが利用可能である。 

















































・Visual attention from cutting-edge decoding of 
brain activity  
・Vision for action --- Data-driven understanding 
of vision-dependent action  
・Vision and machine learning --- Data-driven 
understanding of visual computation and 
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2015. 
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Matsumiya, K., Kuriki, I., Shioiri, S. (2015) 
Saliency-based gaze prediction based on head 
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●第１回平成 27 年 4 月 28 日「シリコン網膜と
SpiNNaker を用いたハードウェア初期視覚エミュ































討論会，話題提供 矢野雅文），出席者 14 名（企





























































1. D. Owaki, S. Horikiri, J. Nishii, and A. Ishiguro, 
“Experimental Verification of Bipedal Walking Control 
Exploiting Plantar Sensory Feedback”, The 7th 
International Symposium on Adaptive Motion of Animals 
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3. Kano T., Chiba H., Umedachi T., and Ishiguro A., 
Decentralized control of 1D crawling locomotion by 
exploiting ‘TEGOTAE’ from environment, The 1st 
International Symposium on Swarm Behavior and 
Bio-Inspired Robotics (Swarm 2015), pp. 279-282 (2015)  
4. Kano T., Owaki D., Fukuhara A., Kobayashi R., and 
Ishiguro A., New hypothesis for the mechanism of 
quadruped gait transition, The 1st international 
symposium on swarm behavior and bio-Inspired robotics 
(Swarm 2015), pp. 275-278 (2015)    
75.Matsumiya K, Takahashi M, Kuriki I, Shioiri S: Active 
movements generate rotation-independent representations 
for haptic movements. Interdisciplinary Information 
Sciences, 21(2), 115-123, 2015.  
6. Matsumiya K, Shioiri S: Smooth pursuit eye 
movements and motion perception share motion signals in 
slow and fast motion mechanisms. Journal of Vision 
15(11):12, 1-15, 2015. 
7. Zhengfan Xia,Masanori Hariyama,Michitaka 
Kameyama，"Asynchronous Domino Logic Pipeline 
Design Based on Constructed Critical Data Path", IEEE 
Transactions on Very Large Scale Integration (VLSI) 
Systemsm, 23, 4,pp. 619-630(2015). (DOI: 10.1109 
/TVLSI. 2014.2314685)   
8. Michitaka Kameyama, "Prospects of Computing 
Platform for Real-World Intelligent Systems", The 
International Conference on Information and Digital 
Technologies (2015).  (CD ROM) (Invited Lecture).  
9.Martin Lukac, Kamila Abdiyeva, Yoshichika Fujioka 
and Michitaka Kameyama, "Algorithm Selection Platform 
in Real-World Intelligent Systems", 28th International 
Conference on Computer Applications in  Industry and 
Engineering,pp.227-234(2015). 
10. L. Chen, F. Matsukura, and H. Ohno, "Electric-field 
modulationof damping constant in a ferromagnetic 
semiconductor (Ga,Mn)As,"Physical Review Letters, 
vol.115, pp. 057204(1)-057204(5), 2015 
11. S. DuttaGupta, S. Fukami, C. Zhang, H. Sato, M. 
Yamanouchi,F. Matsukura, and H. Ohno, "Adiabatic 
spin-transfer-torque-induced domain wall creep in a 
magnetic metal," Nature Physics, pp. 3593(1)-(5), 2015 
12. S. Fukami, C. Zhang, S. DuttaGupta, A. Kurenkov, 
and H. Ohno, "Magnetization switching by spin-orbit 
torque in an antiferromagnet-ferromagnet bilayer system," 




ティ学会論文誌, 20(3), 199-208，2015 
14. S. Sakamoto, W. Teramoto, H. Terashima and J. 
Gyoba, "Effect of active self-motion on auditory space 
perception," Interdisciplinary Information Sciences 
Journal, 21(2), 167-172, 2015 
15. A. Honda, T. Kanda, H. Shibata, S. Sakamoto, Y. 
Iwaya, J. Gyoba and Y. Suzuki, "Senses of presence and 
verisimilitude of audio-visual contents: Effects of sounds 
and playback speeds on sports video, "Interdisciplinary 
Information Sciences Journal, 21(2), 143-149, 2015 
16. Masaki Hamamoto, Hideki Etoh, Tomoyuki Miyake, 
"Thorax unit driven by unidirectional USM for under 
17-gram flapping MAV platform", Proceedings of 2015 
IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots 
and Systems （IROS 2015) pp. 2142-2147, 2015. 
18. 佐藤直行、海馬から大脳へ：記憶の計算モデル、 
2015 年度日本人工知能学会 全国大会予稿集. 演題
番号3F4-OS-19b-5、2015（招待講演）. 
19. Naoyuki Sato, Predictability of subsequent retrieval 
after natural reading of literature: A scalp 
electroencephalogram study. Neuroscience Meeting 
Planner. Chicago: Society for Neuroscience, 2015. 
20. Naoyuki Sato, Memory formation during the natural 
reading of literature: an EEG study.  21st Annual 
Meeting of the Organization for Human Brain Mapping 
(OHBM), Honolulu, US, 2015. 
21. Hiroshi Nakajima, Toshikazu Shiga, “Toward 
Quantification of Mind Activity for Lifestyle Modification 
and Vital Control, ”37th Annual International Conference 
of the IEEE Engineering in Medicine and Biology 
(EMBC 2015), August 25-29, 2015, Milan Italy. 
22. S. Izumi; K. Yamashita; M. Nakano; S. Yoshimoto; T. 
Nakagawa; Y. Nakai; H. Kawaguchi; H. Kimura; K. 
Marumoto; T. Fuchikami; Y. Fujimori; H. Nakajima; T. 
Shiga; M. Yoshimoto“Normally Off ECG SoC With 
Non-Volatile MCU and Noise Tolerant Heartbeat 
Detector,”IEEE Transaction on Biomedical Circuits and 
Systems, Vol. 9, No. 5, pp.641-651, 2015. 
23. 秋間 学尚, 佐藤 茂雄, "運動視により局所運動
を検出する神経回路網モデルのLSI化", 日本神経回
路学会誌 Vol. 22, No. 4, pp. 152-161, 2015. 
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  代表者：高橋 達二 
（東京電機大学理工学部） 
  対応者：笹井 一人 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 




上浦 基  （東京電機大学） 
澤  宏司（日本女子大学附高） 




新里 高行（筑波大学）  
延べ参加人数：16人 (以上13名＋学生参加者3名) 




































 H25/A12 キックオフ研究会 2015年7月4日
(土) 13:30 ~ 17:20 於 日本大学生産工学部津
田沼キャンパス 数理情報工学科 23 号館 307
（参加者3名＋学生3名） 
 H25/A12 共同プロジェクト研究会 2015年8月






 第 10 回内部観測研究会・第 27 回計測自動制御
学会 SI 部門共創システム部会研究会（共同開
催） 2016年2月27日(土)〜2月28日(日) 於 東












































































































10 回内部観測研究会・第 27 回計測自動制御学会 SI
部門共創システム部会研究会（共同開催）としても
一般に発信された。 本プロジェクトの研究は本年度

















1. Kohno, Y., Takahashi, T., A cognitive satisficing 
strategy for bandit problems, International 
Journal of Parallel, Emergent and Distributed 
Systems. (published online on Sep. 2, 2015) 
2. Oyo, K., Takahashi, T., Efficacy of a causal value 
function in game tree search, International 
Journal of Parallel, Emergent and Distributed 
Systems. (published online on August 10th, 
2015) 
3. 甲野 佑, 高橋 達二, 認知特性を実装した価値
関数による非定常環境への適応, IPSJ 2016. (情
報処理学会第 78 回全国大会学生奨励賞受賞) 
4. Taniguchi H., Shirakawa T. and *Takahashi T., 
Implementation of Human Cognitive Bias on 
Naive Bayes, Proceeding of 9th EAI 
International Conference on Bio-inspired 
Information and Communications 
Technologies, EAI, electronic publication (7 
pages in total), 2015.  
5. 高橋 達二, 甲野 佑, 認知的満足化, 人工知能
学会論文誌. (修正中) 
6. Kento Ochi, Moto Kamiura, Overtaking 
method based on sand-sifter mechanism: Why 
do optimistic value functions find optimal 
solutions inmulti-armed bandit problems? 
BioSystems 135 (2015) 55–65. 
7. Uragami, D., Takahashi, T., Kohno, Y., Robotic 
Action Acquisition with Cognitive Biases in 
Coarse-grained State Space. (submitted to 
BioSystems) 
8. 水戸亜友美, 牛田有哉, 朝倉勇護, 甲野佑, 横




9. 丸山 大地, 甲野 佑, 高橋 達二, 正負の走化性
を実装した真性粘菌変形体のセルオートマト
ンモデル IPSJ 2016. (情報処理学会第 78 回全
国大会学生奨励賞受賞) 
10. 坂本 佑樹, 高橋 達二, スケールフリー相関か
ら見た群れモデルの再構築, IPSJ 2016. (情報処
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  代表者：大坊 郁夫 
（東京未来大学） 











Aditiya Shekhar Nittala  
(University of Calgary) 
Ehud Sharlin (University of Calgary) 
高嶋 和毅（東北大学 電気通信研究所） 
 
 延べ参加人数：13 人 
  研究費：物件費 13 万 7 千円，旅費 22 万 2 千円





































タラクション 2016 にて成果発表した． 
 
２．ワークスペース・空間デザインに関する研究会 






















Conference on Designing Interactive System 
2016 に査読を経て採択された．2016 年 6 月に発
表予定である． 
これらは，本研究の分担者もであるカナダ・



























発表者 16 名，参加総人数 40 名 
 












上出 寛子（東北大学 電気通信研究所） 
「コミュニケーションの機能論」 
大坊 郁夫  
（東京未来大学 モチベーション行動科学部） 
「人に寄り添うメディア技術」 
上岡 玲子 （九州大学 大学院芸術工学研究院） 
「髪の毛で音を感じる新しいユーザインタフェー
ス装置「ONTENNA」」 




秋田 純一 （金沢大学 自然科学研究科） 
「インタラクティブコンテンツ研究室見学」 
 北村研究室構成員（東北大学 電気通信研究所） 
 
■ 2 月 23 日(火) 
【Keynote】 
“Multi-Device Analysis around Tabletops” 
Morten Fjeld 
（Chalmers University of Technology） 
「遠隔介護支援システムにおける人と空間と情報
技術」 
大囿 忠親  
（名古屋工業大学 大学院情報工学専攻） 
「知的音響空間を実現するエリア収音技術」 
 山口 徳郎（沖電気工業株式会社研究開発センタ） 
「企業のワークスタイル変革と ICT ワークショップ」 






「空間 UI に向けたセンサとロボット型ディスプレイ」 
高嶋 和毅 （東北大学 電気通信研究所） 
「空間 UI が創る，人と ICT の新しい関係」 
武 理一郎 （株式会社富士通研究所） 
「多面的な情報展示壁面のデザイン」 
本江 正茂 

































































ンポジウム，インタラクション 2016, pp. 62 – 71.  
（査読付き国内会議） 
 
Kazuki Takashima, Yusuke Asari, Hitomi Yokoyama, 
Ehud Sharlin, and Yoshifumi Kitamura, 
MovemenTable: The Design of Moving Interactive 
Tabletops, In Proceedings of Human-Computer 
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 代表者：内野 俊 
       （東北工業大学工学部知能ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科） 
  対応者：尾辻 泰一 

































































(b) Lift-off for source/drain electrodes (d) Gate formation





























のグラフェン FET とは異なる I-V 特性を示したこ
とから、本デバイスは FET でなくダイオードの特
性を持ってると考え、I-V 特性をドレイン電圧

























































Fig. 3 Device fabrication process 
dependence of the contact resistance 
(Rc) and the sheet resistance (Rs).
Fig. 4 Tunneling channel resistance as 























































































Vd = 0.1 V
Vd = – 0.1 V
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(b) Vg < 0, Vd > 0
GateLg= 60 nm, W= 3 μm











-0.5<Vb<0.5 V, Step=0.2 V
Fig. 8 I-V characteristics of the tunneling 
graphene MIM diode.
Fig. 9 Schematic band diagram of 


































（１）T. Koiwa et al, JSAP-OSA Joint Symposia 2015 
(Nagoya Congress Center, Nagoya, 2015), 平成27
年9月14日. 
（２）T. Uchino et al, 2015 MRS Fall Meeting 
(Boston, USA, 2015), 平成27年12月1日. 
（３）小岩 匡 他, 応用物理学会第63回春季講演
会 (東工大, 東京, 2016), 平成28年3月22日. 
（４）内野 俊, ケミカルエンジニアリング, 60巻, 
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  代表者：小田川 裕之 
（熊本高等専門学校） 



























































SNDM 信号は線形誘電率 33 や非線形誘電率
333 だけでなく、装置の浮遊容量 0C にも依存する
が、実際には装置の浮遊容量 0C や試料の非線形誘




































f0 fs  fs
 1
2 L(C0 CS )
f0 fs fd  fs fd
 1




























波数は sf だけ変化し sf となったとする。更に、交
番電圧 0V をステージに印加すると、非線形応答によ



























































(1) H. Odagawa, K. Terada, H. Nishikawa, T. 
Yanagitani and Y. Cho, "Method for Measuring 
Polarity-Inverted Layered Structure in 
Dielectric Thin Films Using Scanning 
Nonlinear Dielectric Microscopy", 
Ferroelectrics (in press). 
 
(2) K. Terada, H. Nishikawa, Y. Tanaka1, H. 
Odagawa1, T. Yanagitani and Y. Cho, 
"Quantitative Thickness Measurement in 
Layered Polarity- Inverted Piezoelectric 
Thin Films Using Scanning Nonlinear 
Dielectric Microscopy", The 3rd 
International Conference of Global Network 
for Innovative Technology (IGNITE2016),(Jan 
27-29, 2016, Penang, Malaysia), Abstract 
Book, p.28-29. 
 
(3) H. Odagawa, K. Terada, H. Nishikawa, T. 
Yanagitani and Y. Cho, "Method for Measuring 
Polarity-Inverted Layered Structure in 
Dielectric Thin Films Using Scanning 
Nonlinear Dielectric Microscopy", 13th 
European Meeting on Ferroelectricity 
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  代表者：岡本 浩 
（弘前大学大学院理工学研究科） 





























































































































































































































































































































































(1) T. Iwasaki, T. Ono, Y. Otani, Y. Fukuda, and H. 
Okamoto, " Interface State Density Evaluation 
of p-Type and n-Type Ge/GeNx Structures by 
Conductance Technique", Electronics and 
Communications in Japan, Vol. 98, No. 6, 
(2015). 
(2) T. Yokohira, K. Yanachi, D. Yamada, C. 
Yamamoto, B. Yoo, J. Yamanaka, T. Sato, T. 
Takamatsu, H. Okamoto, and Y. Fukuda, 
"Role of low-energy ion irradiation in the 
formation of aluminum germanate layer on 
germanium substrate by radical-enhanced 
atomic layer deposition," the 13th 
International Symposium on Sputtering and 













(5) Y. Fukuda, D. Yamada, T. Yokohira, K. Yanachi, 
C. Yamamoto, B. Yoo, J. Yamanaka, T. Sato, T. 
Takamatsu, and H. Okamoto, “Role of 
low-energy ion irradiation in the formation of 
an aluminum germanate layer on a 
germanium substrate by radical-enhanced 
atomic layer deposition”, Journal of Vacuum 
Science & Technology A 34(2), 02D101 (2016). 
(6) H. Okamoto, D. Yamada, H. Narita, Y. Otani, 
C. Yamamoto, J. Yamanaka, T. Sato, and Y. 
Fukuda, "Effects of postdeposition treatments 
on the electrical properties of Al2O3/GeO2 
gate stack grown on Ge substrate by 
radical-enhanced atomic layer deposition", 9th 
International WorkShop on New Group IV 
Semiconductor Nanoelectronics, I-04 (Invited), 
(Sendai, Japan, Jan, 2016). 
(7) 成田英史、山田大地、福田幸夫、岡本浩；






[1] M. Houssa, G. Pourtois, M. Caymax, M. Meuris, and M. 
M. Heyns, " First-principles study of the structural and 
electronic properties of (100)Ge/Ge(M)O2 interfaces 
(M=Al, La, or Hf)", Appl. Phys. Lett. vol. 92, 242101 
(2008). 
[2] Y. Fukuda, H. Ishizaki, Y. Otani, C. Yamamoto, 
J. Yamanaka, T. Sato, T. Takamatsu, H. 
Okamoto, and H. Narita; " Spontaneous 
formation of aluminum germanate on Ge(100) 
by atomic layer deposition with 
trimethylaluminum and 
microwave-generated atomic oxygen", Appl. 
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末益 崇 （筑波大学数理物質科学研究科） 
古門 聡士（静岡大学工学研究科） 
磯上 慎二（福島工業高等専門学校） 
































































          （東北大 鹿原和樹、角田匡清） 
『強磁性体の異方性磁気抵抗効果とスピン分極率に
関する理論的研究』 
             （静岡大 古門聡士） 
『ペロブスカイトハーフメタル／窒化物反強磁性体
ヘテロ構造の磁気伝導特性』 







   （東北大 辻川雅人、隈田 壮、白井正文） 
『電気磁気材料Cr2O3薄膜を用いた磁化の電界制御
の現状』 






(a) 擬単結晶 Fe4N 薄膜の異方性磁気抵抗効果の低
温異常 
Fe4N薄膜の異方性磁気抵抗（AMR）効果におい




























が x軸方向に流れている場合の s-d 散乱による抵抗





















Tr-AMR 効果の表式は，を z軸から測った yz面内
の磁化の方向として，電気抵抗率が下記の様になる． 
???? ? ???? ? ???? ??? ?? ? ???? ??? ?? ???? 
上式の????, ???? の各係数は，文献（J. Phys.: Cond. 
Mat. 22 (2010) 146006）の記号を用いて， 
立方晶の場合， 
???? ? ? , 
???? ? ?? ????????? ? ????????  
正方晶の場合， 
???? ? ?? ??????? ? ????? ? ??????? ? ???????? , 
























































（1）S. Kokado and M. Tsunoda, 
“Twofold and Fourfold Symmetric Anisotropic 
Magnetoresistance Effect in a Model with Crystal 
Field”,  
J. Phys. Soc. Jpn., 84, 094710 (2015). 
（2）K. Kabara, M. Tsunoda, and S. Kokado, 
“Transverse anisotropic magnetoresistance effects 
in pseudo-single-crystal ’-Fe4N thin films ”,  
AIP Advances, 6, 055818 (2016). 
（3）K. Kabara, M. Tsunoda, and S. Kokado, 
“Anomalous Hall effects in pseudo-single-crystal 
’-Fe4N thin films”,  
AIP Advances, 6, 055801 (2016). 
（4）K. Ito, Y. Yasutomi, K. Kabara, T. Gushi, S. 
Higashikozono, K. Toko, M. Tsunoda, and T. 
Suemasu, 
“Perpendicular magnetic anisotropy in CoxMn4-xN 
(x = 0 and 0.2) epitaxial films and possibility of 
tetragonal Mn4N phase”,  
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  代表者：松倉  文礼 
（東北大学原子分子材料科学高等研究機構） 



















   研究費：物件費13万7千円，旅費5万円 










































































































（１）H. Nakayama, L. Chen, H. W. Chang, H. Ohno, 
and F. Matsukura, "Inverse spin Hall effect in 
Pt/(Ga,Mn)As," Appl. Phys. Lett. 106, 222405 
(2015). 
 
（２）S. D’Ambrosio, L. Chen, H. Nakayama, F. 
Matsukura, T. Dietl, and H. Ohno, "Ferromagnetic 
resonance of Py deposited on ZnO grown by 
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  代表者：櫻庭 政夫 
（東北大学電気通信研究所） 
  対応者：庭野 道夫 
（東北大学電気通信研究所） 








中塚  理（名古屋大学大学院工学研究科） 
高木 信一（東京大学大学院工学研究科） 












































  研究費：物件費13万8千円，旅費27万円 





来の Si ベース IV 族半導体プロセスに加えて，
Geベース IV族半導体プロセスの開発が極めて
重要になってきている．研究代表者らは，大規























Ge ベース IV 族半導体の CVD 反応制御と歪導
入制御，並びに，（２）Ge ベース IV 族半導体
への原子層ドーピング，（３）Ge ベース IV 族
半導体の高度歪異種原子層配列制御の実験を





の高清浄原子層制御対応 Hot Wall 型及び Cold 


























応可能な減圧 CVD 装置を用いた Ge エピタキ









た場合には，Ge(100)上の C と Si の原子層の原
子面密度比は１：１に近くなることを確認した．
一方で，水素雰囲気中で 550oC 熱処理を行うと，
Si に比べて C の原子面密度が大幅に減少する
ことから，CH3SiH3 の表面反応においてはほと




















・ 第 9 回 Si エピタキシー＆ヘテロ構造国際会
議 
 (9th Int. Conf. on Silicon Epitaxy and 
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Heterostructures (ICSI-9)), 2015 年 5 月 17～22
日，Canada, 発表 110 件（基調講演 3 件、招
待講演 20 件、口頭発表 51 件、ポスター発表
36 件）, Proceeding 特集号（Thin Solid Films, 
Vol.602, 2016）を出版済． 
・ 第 9 回 ULSI プロセスインテグレーション国
際会議（Symp. G04: ULSI Process Integration 9, 
228th Meeting of the Electrochem. Soc.）, 2015
年 10 月 11～16 日, USA, 発表 25 件（基調講
演 3 件、招待講演 12 件、口頭発表 10 件）, 
Proceeding 特集号（ECS Trans., Vol.69, No.10, 
2015）を出版済． 




International WorkShop on New Group IV 
Semiconductor Nanoelectronics and JSPS 
Core-to-Core Program Joint Seminar 
"Atomically Controlled Processing for Ultralarge 
Scale Integration")，仙台，2016 年 1 月 11-12
日，発表 34 件（招待講演 8 件、一般講演 10










1. Y. Yamamoto, R. Kurps, J. Murota and B. 
Tillack, “Arsenic Atomic Layer Doping in Si 
Using AsH3”, Solid-State Electron., Vol.110 
(2015) pp.29-34. 
2. K. Minami, A. Moriya, K. Yuasa, K. Maeda, 
M. Yamada, Y. Kunii, M. Niwano and J. 
Murota, “Low-Temperature Reduction of Ge 
Oxide by Si and SiH4 in Low-Pressure H2 and 
Ar Environment”, Solid-State Electron., 
Vol.110, pp.40-43 (2015) 
3. Y. Yamamoto, S. Lischke, L. Zimmermann, J. 
Murota and B. Tillack, “Advanced 
Germanium Epitaxy for Photonics 
Application” (Invited Paper), 2015 Int. Conf. 
on Semiconductor Technology for Ultra Large 
Scale Integrated Circuits and Thin Film 
Transistors (ULSIC vs. TFT 5), Lake Tahoe, 
California, USA, June 14-18, Session: New 
Devices Application: ECS Trans., Vol.67, 
No.1 (2015) pp.123-134. 
4. J. Murota, Y. Yamamoto and B. Tillack, 
“Atomically Controlled Processing for 
Germanium-Based CVD Epitaxial Growth” 
(Invited Paper), 2015 Int. Conf. on 
Semiconductor Technology for Ultra Large 
Scale Integrated Circuits and Thin Film 
Transistors V (ULSIC vs. TFT 5), Lake Tahoe, 
California, USA, June 14-18, Session: 
Etching & Deposition Processes: ECS Trans., 
Vol.67, No.1 (2015) pp.135-144. 
5. J. Murota, “Heavy Doping in Si1−xGex 
Epitaxial Growth by Chemical Vapor 
Deposition”, Chapter 4 in “Photonics and 
Electronics with Germanium”, ed. K. Wada 
and L. C. Kimerling, (Wiley-VCH Verlag 
GmbH & Co. Germany, 2015 July), pp.77-99. 
6. A.A. Shklyaev, V.I. Vdovin, V.A. Volodin, 
D.V. Gulyaev, A.S. Kozhukhov, M. Sakuraba 
and J. Murota, “Structure and optical 
properties of Si and SiGe layers grown on 
SiO2 by chemical vapor deposition”, Thin 
Solid Films, Vol.579 (2015) pp.131-135. 
7. Y. Yamamoto, N. Ueno, M. Sakuraba, J. 
Murota, A. Mai and B. Tillack, “C and Si 
delta doping in Ge by CH3SiH3 using reduced 
pressure chemical vapor deposition”, Thin 




懇談会（2015 年 6 月 18～19 日、（株）島
津製作所秦野工場），講演要旨集，pp.6-1
～9, doi: 10.13140/RG.2.1.2125.3284 . 
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採択回数 １   ２   ３ 







  代表者：加藤 俊顕 
（東北大学大学院工学研究科） 






古閑  一憲 （九州大学大学院） 
澁田 靖（東京大学大学院工学系研究科） 
劉 崢 （産業技術総合研究所） 
 延べ参加人数：70人 
 
   研究費：物件費１３万７千円，旅費１２万９千円 




















テム・応物系 南講義棟 103講義室 
1. 「プラズマ／触媒複合反応による低温メタン







学 理工学部)  
4. 「プラズマ照射培地負荷に対する細胞応答の




保苅 雄太郎 1，神崎 展 2，金子 俊郎 1 (1東北
大学 大学院工学研究科，2 東北大学 大学院医
工学研究科） 
6. 「Effects of electrical stimulation on the 
growth and development of radish sprouts」
Ming Chang Wu (College of Agriculture, 
National Pingtung University of Science and 
Technology (NPUST), Taiwan) 
7. 「Reduction of harvest period and increase 
in harvest yield of seed plants using  
plasmas」Masaharu Shiratani (Graduate 
School of Information Science and Electrical 
Engineering, Kyushu Univeristy) 
8. 「Effects of reactive species in atmospheric 
pressure air plasma on plant defensive  
gene expression」Hideaki Konishi1, Keisuke 
Shimada1, Keisuke Takashima1, Sugihiro 
Ando2, Hideki Takahashi2, and Toshiro 
Kaneko1 (1Dept. of Electronic Eng., Tohoku 
Univ., 2Dept. of Life Sci., Tohoku Univ.)  
9. 「Electromechanical and optical properties 
of graphene xylophone」Hakseong Kim and 
Sang Wook Lee (School of Physics, Konkuk 
University, Korea)  
10. 「 Two-dimensional, layered-crystalline 
organic semiconductors for printed  
electronics」Tatsuo Hasegawa (Department 
of Applied Physics, The University of Tokyo)  
11. 「Fabrication of Schottky-type solar cell with 
atomically thin layered material」Toshiki 
Akama, Toshiaki Kato, and Toshiro Kaneko 
140
共同プロジェクト研究 







































け, この合成機構解明が重要な課題となっていた.  




















































図 1: (a) 架橋グラフェンナノリボンの構造模式
図. 大面積架橋グラフェンナノリボンアレイの































































































図 2: (a) 異種電極接合ショットキーデバイスの
典型的な光照射時における電流電圧特性. (b)両端
電極対の仕事関数さに対する発電効率のプロッ
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  代表者：塩川  陽平 
（東北大学大学院工学研究科） 



































































 ・Rh 下地層を用いた面直/面内 STO (Rh 
50nm/FeCo 2nm/NOL 1nm/FeCo 2.5nm/IrMn 
7nm) 
 ・ピン層の無いダイポールカップリングを用いた
Trilayer型STO (FeCo 5nm/NOL 1nm/FeCo 5nm) 


















































































・M. Al-Mahdawi, Y. Shiokawa, et al, Phys. Rev. B, 




・Y. Shiokawa, et al, “High frequency oscillation 
above 10GHz in zero applied field with Rh/FeCo 
perpendicular free layer Spin-Torque-Oscillator”, 
20th International Conference on Magnetism 
(ICM), Barcelona, Spain, 2015年7月6日 
・M. Al-Mahdawi, Y. Shiokawa, et al, “Narrow 
linewidth spin-torque oscillator driven by 
localized current in ferromagnetic nano-contacts”, 
20th International Conference on Magnetism 
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  代表者：亀田  卓 
（東北大学電気通信研究所） 




平  明徳（三菱電機株式会社） 
飯塚  昇（鈴鹿工業高等専門学校） 






















































































































































A: AP #1 is selected
B: AP #3 is selected
C: AP #2 is selected











A: AP #1 is selected
B: AP #3 is selected
C: AP #3 is selected






Route #1: A, Route #2: B (A > B)
Route #1 Route #2
Macro cell network Small cell network
















（１）三宅 裕士，平 明徳，亀田 卓，山形 文啓，




（２）小熊 博, 則島 景太, 末広 小夏, 三宅 裕士, 
亀田 卓, 平 明徳, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 和夫, 
“QZSS 端末の GPS 補完と GPS 補強の実測評価,” 
信学技報，RCS2015-9，大分，April 2015. 
（３）三宅 裕士, 亀田 卓, 平 明徳, 則島 景太, 小




（４）秋元 浩平, 亀田 卓, 平 明徳, 末松 憲治, 高
木 直, 坪内 和夫, “WLAN マルチセル環境におけ
る位置情報を活用した干渉制御手法,” 信学技報， 
RCS2015-11，大分，April 2015. 
（５）H. Oguma, A. Koizumi, K. Norishima, J. 
Kuboniwa, Y. Miyake, S. Kameda, A. Taira, N. 
Suematsu, T. Takagi, and K. Tsubouchi, “Channel 
quality map construction scheme using location 
information for heterogeneous wireless network,” 
Studies in Sci. and Tech., vol.4, no.1, pp.83-90, 
June 2015. 




（７）劉 沁寒, 窪庭 純平, 亀田 卓, 平 明徳, 末松 
憲治, 高木 直, 坪内 和夫, “位置情報を用いた異種
無線融合システムのネットワーク選択手法: 経路予
測スケジューリングの評価 ,” 信学技報， 
RCS2015-61，札幌，June 2015. 
（８）窪庭 純平，三宅 裕士，平 明徳，亀田 卓，




（９）坪内 和夫, 亀田 卓, 平 明徳, 末松 憲治, 高









（１１）K. Akimoto, S. Kameda, A. Taira, N. 
Suematsu, T. Takagi, and K. Tsubouchi,  
“Location-based virtual sector method for 
interference control in WLAN multicell 
environment,” International Conference on ICT 
Convergence 2015 (ICTC 2015)，IV-5.6，Jeju 
Island，Korea，Oct. 2015. 
（１２）H. Oguma, K. Norishima, K. Suehiro, S. 
Kameda, N. Suematsu, T. Takagi, and K. 
Tsubouchi, “Measured evaluation of positioning 
accuracy on GNSS for heterogeneous wireless 
system,” International Conference on ICT 
Convergence 2015 (ICTC 2015)，IV-5.4，Jeju 
Island，Korea，Oct. 2015. 
（１３）Q. Liu, J. Kuhoniwa, S. Kameda A. Taira, 
N. Suematsu, T. Takagi, and K.Tsubouchi, 
“Traffic navigation using location information and 
channel quality map for system-wide load 
balancing,” 2015 Asia-Pacific Microwave 
Conference (APMC2015)，Nanjing，Dec. 2015. 
（１４）H. Oguma, A. Koizumi, S. Matsuura, Y. 
Kawada, S. Kameda, and N. Suematsu, “Evacuee 
information system on lessons from the Great 
East Japan Earthquake,” 9th International 
Conference on Software, Knowledge, Information 
Management & Applications (SKIMA2015), pp. 
392-396，Kathmandu，Nepal，Dec. 2015. 
（１５）大屋 慶, 高橋 智英, 亀田 卓, 小熊 博, 平 
明徳, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 和夫, “QZSS
ショートメッセージSS-CDMA通信：予告チャネル
を用いたランダムアクセス制御手法における公平性
の検討,” 信学技報，SR2015-85，長崎，Jan. 2016. 
（１６）福留 秀基, 秋元 浩平, 亀田 卓, 末松 憲治, 
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  代表者：久保田 繁 
（山形大学大学院理工学研究科） 








     研究所） 
有馬ボシールアハンマド（山形大学大学院 
     理工学研究科） 
Theoden I. Netoff (ミネソタ大学 
     理工学部） 
 延べ参加人数：１１人 
 
   研究費：物件費13万7千円，旅費25万4千円 























































































議 the 4th RIEC International Symposium on 






















(1) 千田雄大, 山本英明, 平野愛弓, 谷井孝至, 久保
田 繁, 庭野道夫, “積分発火モデルニューロンに
おける同期的活動のネットワーク規模依存性”, 第
25回日本神経回路学会全国大会, 2015年9月2日, 
電気通信大学, 調布.  
 
(2) 清水ファビオアキラ, 山本英明, 千田雄大, 平野
愛弓, 久保田 繁, 庭野道夫, “位相振動子を用い
た複数の複雑ネットワーク間の結合による同期状
態の制御”, 第 25 回日本神経回路学会全国大会, 
2015年9月2日, 電気通信大学, 調布.  
 




2015年11月20日, 東北大学, 仙台.  
 
(4) 清水ファビオアキラ, 山本英明, 千田雄大, 平野
愛弓, 久保田 繁, 庭野道夫, “位相振動子がつく
る複雑ネットワークにおける同期状態の解析”, 電
子情報通信学会 ニューロコンピューティング
(NC)研究会, 2015年11月20日, 東北大学, 仙台.  
 
(5) Y. Chida, H. Yamamoto, A. Hirano-Iwata, S. 
Kubota, M. Niwano, Small world-like structure 
increases synchrony in computational models of 
cultured neuronal networks, Proceedings of the 
4th RIEC International Symposium on Brain 
Functions and Brain Computer, Tohoku 
University, Sendai, 23 Feb, 2016.  
 
(6) F. A. Shimizu, H. Yamamoto, Y. Chida, A. 
Hirano-Iwata, S. Kubota, M. Niwano, Effect of 
network topology on synchronization in 
modular networks of Kuramoto oscillators, 
Proceedings of the 4th RIEC International 
Symposium on Brain Functions and Brain 
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  代表者：神谷  温之 
（北海道大学大学院医学研究科） 
  対応者：庭野 道夫 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
鈴木 江津子 （北海道大学大学院医学研究科） 
谷井 孝至 （早稲田大学理工学術院） 
山本 英明 （東北大学学際科学 
 フロンティア研究所） 
八木 哲也 （大阪大学工学研究科） 
森江 隆 （九州工業大学生命体 
 工学研究科） 
桂林 秀太郎（福岡大学薬学部） 
早川 吉弘 （仙台高等専門学校） 
平野 愛弓 （東北大学大学院医工学研究科） 
上原 洋一 （東北大学電気通信研究所） 
佐藤 茂雄 （東北大学電気通信研究所） 
片野 諭 （東北大学電気通信研究所） 













































The 4th RIEC International Symposium on Brain 
Functions and Brain Computer 
共催：電気通信研究所共同プロジェクト研究会 
日時：平成28年2月22日 (火) －23日（水） 
場所： 東北大学電気通信研究所  




「MRI enabled activity mapping throughout the entire 
brain volume」M. Osanai (Tohoku Univ., Japan) 
「Surface engineering technologies for constructing and 
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analyzing neuronal circuits」A. Hirano-Iwta (Tohoku 
Univ., Japan) 
「Towards high-throughput acquisition of axonal-delay 
maps using high-density microelectrode arrays」U. Frey 
(RIKEN, Japan) 
「Modelling spike signalling in the hippocampal axons」
H. Kamiya (Hokkaido Univ., Japan)  
「Function follows form: Controlling signal propagation 
by patterning populations of neurons」J. Albers (Jülich 
Research Center, Germany) 
「 Spontaneous activity patterns of small neuronal 
ensembles」H. Yamamoto (Tohoku Univ., Japan) 
 
2月23日 (水) 
「Neural circuit reorganization during epileptogenesis」R. 
Koyama (Univ. Tokyo, Japan) 
「Optimizing electrical stimulation for treatment of 
Parkinson's disease and epilepsy」T. Netoff (Univ. 
Minnesota, USA) 
「Numerical optimization of deep brain stimulation by 
direct search」S. Kubota (Yamagata Univ., Japan) 
「 A modelling perspective of prefrontal cortex 
gamma-band activity in a multi-item working memory 
task」P. Herman (Royal Inst. Technology, Sweden) 
「On the action potential propagation: Established model 
and its limitations in myelinated axon」J. Madrenas 
Technical Univ. Catalunya, Spain) 
「Brain inspired adiabatic quantum computing and 
learning」S. Sato (Tohoku Univ., Japan) 
 
 
The Joint Symposium of 9th International Symposium on 
Medical, Bio- and Nano-Electronics, and 6th International 
Workshop on Nanostructures & Nanoelectronics 
共催：電気通信研究所共同プロジェクト研究会 
      CREST, JST 
日時：平成28年3月1日 (火) －3日（木） 
場所： 東北大学電気通信研究所  




「Acoustic Holography by Two-Dimensional Ultrasound 
Array Synthesis」O. A. Sapozhnikov (Moscow State Univ., 
Russia) 
「 Reconstruction of Ultrasound Pressure Field by 
Combination of Optical Phase Contrast Measurement and 
Acoustic Holography」 S. Yoshizawa (Tohoku Univ. Japan) 
「Numerical Simulation for Development of Advanced 
HIFU Therapy」K. Okita (Nihon Univ., Japan) 
「Image Guided Therapeutic Applications of High Intensity 
Focused Ultrasound」N. T. Sanghvi,  (SonaCare Medical, 
USA) 
「Monitoringof High-intensity Focused Ultrasound Lesion 
Formation Using Decorrelation between High-speed 
Ultrasonic Images by Parallel Beamforming」Ryo Takagi 
(Tohoku Univ., Japan) 
「Plasma Agricultural Applications using Reactive Species 
Controlled by Atmospheric Pressure Air Discharge」K. 
Takashima (Tohoku Univ., Japan) 
 
3月2日 (火) 
「Self-organized TiO2 nanotube arrays: Latest features and 
applications 」 Patrik Schmuki (University of 
Erlangen-Nuremberg, Germany) 
「Emerging Applications of Nanostructured Silicon」N. 
Koshida (Tokyo University of Agri.& Tech., Japan) 
「Crystal growth and interfacial modification forhighly 
efficient perovskite solar cells」T. Ma (Tohoku Univ., Japan) 
「 Improved Process of Fabricating Silicon Chips with 
Micro-Apertures for Formation of Mechanically Stable 
Bilayer Lipid Membranes」D. Tadaki (Tohoku Univ., Japan) 
「Polymer-Stabilized Lipid Membranes: Enabling Platforms 
for Nanopore Sensors and Beyond」C. A. Aspinwall 
(Department of Chemistry and Biochemistry, University of 
Arizona, USA) 
「Observation of Supported Lipid Bilayer Membranes 
Incorporated with Membrane Proteins」R. Tero (Toyohashi 
Univ. of Tech., Japan) 
「 Integration of human ion channels in bilayer lipid 
membranes formed in microfabricated apertures 」 A. 
Hirano-Iwata (Tohoku Univ., Japan) 
「Pulse driven light-addressable potentiometric sensors for 
chemical imaging」C. F. Werner (Tohoku Univ., Japan) 
「Non-invasive measurement of blood glucose level based 
on mid-infrared spectroscopy using optical-fiber probe」Y. 
Matsuura (Tohoku Univ., Japan) 
 
3月3日 (水) 
「Molecular diagnostics with nanopore electronics」Maurits 
de Planque (Univ. Southampton, UK) 
「 Sensor Arrays for Stochastic Detection from 
Neurotransmitters to Nanoparticles」Bernhard Wolfrum 
(Technical University of Munich, Gernany) 
「 Characterization of Exosomes using Atomic Force 
Microscopy and Scanning Electron Microscopy」T. Ogino 
(Yokohama National University, Japan) 
「Characteristics of single electron device fabricated by 
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repeated dispersion of gold nano particles」M. Moriya (The 
Univ. of Electro-Comm, Japan) 
「RT atomic layer deposition of TiO2and its application to 
nanoparticle coating」F. Hirose (Science and Engineering, 



























































(1)  Ryosuke Matsumura, Hideaki Yamamoto, Michio 
Niwano, and Ayumi Hirano-Iwata. “An 
electrically resistive sheet of glial cells for 
amplifying signals of neuronal extracellular 
recordings.” Appl. Phys. Lett., 108, 023701 
(2016). 
 
(2) Yamamoto, Hideaki, Demura, Takanori, Sekine, Kohei, 
Kono, Sho, Niwano, Michio, Hirano-Iwata, Ayumi, 
Tanii, Takashi, “Photopatterning Proteins and Cells in 
Aqueous Environment using TiO2 Photocatalysis.”, 
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された（Honda et al., 2015; 角掛ら，2015）。 
以下，研究活動状況の概要を記す。 
 
（1） 2015 年 6 月 29 日：超低速受動回転に伴
う音空間知覚実験に関する打ち合わせを行っ
た。 
























































ているが（例えば Iwaya et al., 2003），その一方で，
聴取者の頭部運動によって音空間知覚に歪みが生じ








（例えばHonda et al., 2013），その一方で，頭部運
動が行われている最中に音が提示された場合は定位
精度が低下する傾向があることを示唆する知見を得


















（1） Honda, A., Kanda, T., Shibata, H., 
Sakamoto, S., Iwaya, Y., Gyoba, J., & Suzuki, Y. 
(2015). Sense of Presence and Verisimilitude of 
Audio-Visual Contents: Effects of Sounds and 
Playback Speeds on Sports Video. 
Interdisciplinary Information Sciences, Vol. 21(2), 
143-149.  
（2） 本多明生 (2016). マルチモーダル／クロ
スモーダル知覚. 日本音響学会 (編集), 音響キーワ
ードブック (pp. 408-409), コロナ社.  
（3） Honda, A., Masumi, Y., Suzuki, Y., & 
Sakamoto, S. (2015). Passive Horizontal Rotation 
Affects Sound Localization Acuity at the 
Subjective Front.  16th International 







（5） Honda, A. (2016). Detection Threshold 
for Sound Localization at the Subjective Front 






度の回転速度依存性の検討. 日本音響学会 2016 年
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  代表者：小林  洋介 
（都城工業高等専門学校） 











































































































































































 Fig. 1の判別器はSVM(support vector machine)













































Table 2 Estimation results. 
 RMSE r 
Train 0.040 0.940 




































（１）近藤和弘， ”Articulation Index Band 
Correlation を用いた二者択一音声了解度推定の検
討，” 電子情報通信学会技術研究報告，vol. 115, no. 
169, EA2015-23, pp. 65-70, 2015年8月 
（２）平和也，近藤和弘，” バイノーラル音声了解
度の了解度の客観推定方法の基礎検討，” 電子情報
通信学会技術研究報告，vol. 115, no. 169, 
EA2015-22, pp. 71-76, 2015年8月 
（３）小林洋介，近藤和弘，”スピーチマスキングシ
ステムに用いるブートストラップ型マスカーの品質
評価，” 電子情報通信学会技術研究報告，vol. 115, 
no. 169, EA2015-23, pp. 77-82, 2015年8月 
（４）Yosuke Kobayashi, Kazuhiro Kondo, “An 
Ambient Noise Clustering Method for Japanese 
Speech Intelligibility Estimation,” Proc. 44th 
International Congress and Exhibition on Noise 
Control Engineering, abstract 984, USB memory 




会, pp.497-500, 2015年9月 
（６）小林洋介，近藤和弘，” 判別器を用いた屋外
拡声音声了解度の予測法，” 電子情報通信学会技術
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  代表者：中居 倫夫 
（宮城県産業技術総合センター） 




















































m～2 m，幅20 m，長さ2,000 mの矩形状薄
膜素子に図1のような面内傾斜した磁化容易軸を形



































































































































図6. 法線磁場Bz=125 G, Bx/X=0の場合の磁区変化． 
 


























Tomoo Nakai, “Magnetic Domain Observation of 
Stepped Giant Magneto-Impedance Sensor with 
Subjecting to Normal Magnetic Field”, 
Proceedings of IEEE Sensors 2015, 1461-1464 
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  代表者：代表者：木村 康男 
（東京工科大学ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ学部） 













     
 
 
   研究費：物件費13万７千円，旅費19万8千円 




















































































そこで、無処理 TiO2表面、DMF 吸着 TiO2表面、






















































































（1）Teng Ma, Matteo Cagnoni, Daisuke Tadaki, 
Ayumi Hirano-Iwata and Michio Niwano 
“Annealing-induced chemical and structural 
changes in tri-iodide and mixed-halide organometal 
perovskite layers.” Journal of Materials Chemistry 
A, 3, (2015) 14195-14201. （selected as the “HOT 
Article” of 2015） 
（2）Daisuke Tadaki, Teng Ma, Jinyu Zhang, 
Shohei Iino, Ayumi Hirano-Iwata, Yasuo Kimura, 
and Michio Niwano “Molecular doping of 
regioregular poly(3-hexylthiophene) layers by 
2,3,5,6-tetrafluoro-7,7,8,8-tetracyanoquinodimeth
ane investigated by infrared spectroscopy and 
electrical measurements.” Japanese Journal of 
Applied Physics, 54, (2015) 091602  
（3）Teng Ma, Daisuke Tadaki, Masao Sakuraba, 
Shigeo Sato, Ayumi Hirano-Iwata and Michio 
Niwano “Effects of interfacial chemical states on 
the performance of perovskite solar cells.” Journal 












採択回数 1   ○2    ３ 
                                  （先端・国際） 
採択番号 Ｈ２６／Ａ１８ 
 




  代表者： 北村 喜文（東北大学電気通信研究所） 
  対応者： 北村 喜文（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
Ellen Yi-Luen Do 
Weiquan Lu 
Kelvin Cheng 
Teong Leong Chuah 
Linh Chi Nguyen 
(National University of Singapore) 
中小路 久美代 （京都大学） 
臼井 昭子 （東北大学電気通信研究所） 
高嶋 和毅 （東北大学電気通信研究所） 
  延べ参加人数： 40人 
























































立 シ ン ガ ポ ー ル 大 学 Computer Science 
Department で Human-Computer Interaction の
研究を行っているShengdong Zhao教授やデザイン
の教育研究を進めている School of Design and 
























・ Juan David Hincapie-Ramos, Kasim Ozacar, 
Pourang P. Irani, and Yoshifumi Kitamura: 
GyroWand: IMU-based Raycasting for 
Augmented Reality Head-Mounted Displays, 
Proceedings of ACM Symposium on Spatial 
User Interaction (SUI), pp. 89-98, August 
2015 【Best Paper Award】 
・ Jiawei Huang, Tsuyoshi Mori, Kazuki 
Takashima, Shuichiro Hashi, and Yoshifumi 
Kitamura: IM6D: magnetic tracking 
system with 6-DOF passive markers for 
dexterous 3D interaction and motion, 
ACM Transactions on Graphics (TOG), 
Volume 34, Issue 6, Proceedings of ACM 
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  代表者：安本 慶一（奈良先端科学技術大学院大学
情報科学研究科） 



























































































































































































































て，2015 年5 月には，第2 回情報流シンポジウムを開











1. Keiichi Yasumoto, Hirozumi Yamaguchi, Hiroshi Shigeno:[Invited Paper] 
Survey of Real-time Processing Technologies of IoT Data Streams, 
Journal of Information Processing, Vol.24, No.2, 195-202, 2016. 
2. Shigeya Morishita, Daichi Nagata, Shogo Maenaka, Morihiko Tamai, 
Keiichi Yasumoto, Toshinobu Fukukura, Keita Sato: SakuraSensor: 
Quasi-Realtime Cherry-Lined Roads Detection through Participatory 
Video Sensing by Cars, Proc. UbiComp 2015, 695-705, 2015. 
3. Naoki Tsujio, Yasuo Okabe, A Traceable and Psudonymous P2P 
Information Distribution System, The 1st IEEE International Workshop 
on Middleware for Cyber Security, Cloud Computing and 
Internetworking (MidCCI2015), in COMPSAC2015, pp.67-72, 2015. 
4. Tomotaka Maeda, Hiroki Nakano, Naoyuki Morimoto, Kazumi Sakai, 
Yasuo Okabe, Design and Implementation of an On-demand Home 
Power Management System based on a Hierarchial Protocol, The 3rd 
IEEE International Workshop on Consumer Devices and Systems 
(CDS2015), in COMPSAC2015, pp.188-193, July 1-5, 2015. 
5. 谷村 優介, 笹井 一人, 北形 元, 木下 哲男, "動的に変化するネッ
トワークシステムのための知識型障害解決支援システム"，第23回マ
ルチメディア通信と分散処理ワークショップ(DPSWS2015)論文集, 
pp.156-163, Oct. 2015. (優秀論文賞) 
6. 山田良介，谷村優介，笹井一人，高橋秋典，北形 元，五十嵐隆治，
木下哲男，"エージェントに基づくネットワークデータ分析支援基盤"，
情報処理学会第78 回全国大会講演論文集, pp.3-73 - 3-74, 2016. 
7. D. Amagata, T. Hara: Monitoring MaxRS in Spatial Data Streams, Proc. 
Int'l Conf. on Extending Database Technology (EDBT 2016), 2016. 
8. Takahiro Hara, Akiyoshi Suzuki, Mayu Iwata, Yuki Arase, Xing Xie: 
Dummy-based User Location Anonymization under Real-World 
Constraints, IEEE Access, to appear, 2016. 
9. Takuma Oide, Toru Abe, and Takuo Suganuma, A Broker-less 
Participatory Sensing Scheme by User Matching Mechanism Based on 
Market Price Approach, Proc. the 3rd International Workshop on Crowd 
Assisted Sensing, Pervasive Systems and Communications (CASPer2016, 
PerCOM2016 Workshop), pp.233-238, 2016. 
10. 安部充，生出拓馬，阿部亨，菅沼拓夫，多対多ライブ動画配信のた
めのグループの嗜好を考慮した D2D 情報流制御に関する一検討,'' 
第78 回情報処理学会全国大会予稿集, 4T-02, 2016. 
11. 荒木拓也，峰野博史：大学棟利用方法の見直しによる電力消費効率




13. Yuka Kato: A Remote Navigation System for a Simple Tele-presence 
Robot with Virtual Reality, Proc. IEEE/RSJ International Conference on 
Intelligent Robots and Systems (IROS2015), pp.4524-4529, 2015. 
14. 成田雅彦, 泉井透, 中川幸子, 土屋陽介, 松日楽信人, 加藤由花: 
ネットワークを活用したロボットサービスのための非専門家向け開発




16. 藤原 由美恵，花田 智，白石 陽，道路データとバス運行データを用
いたバスの遅延要因分析，情処全大，No.3，pp.395-396，2016． 
17. T. Kamimoto, K. Mori, S. Umeda, Y. Ohata, H. Shigeno, Cache 
Protection Method Based on Prefix Hierarchy for Content-oriented 
Network, The 13th Annual IEEE Consumer Communications & 
Networking Conference (CCNC 2016), pp.424-429, 2016. 
18. 森研太,神本崇史重野寛, コンテンツ指向型ネットワークにおける帯
域を考慮した分散キャッシング手法, 情処論誌 57(2): 611-619, 2016. 
19. 梶克彦，河口信夫：安定センシング区間検出に基づく 3 次元歩行軌
跡推定手法，情報処理学会論文誌, Vol.57, No.1, pp. 12-24, 2016. 
20. Antonio Martinez, Kei Hiroi, Nobuo Kawaguchi, Design and 
implementation of algorithm for estimation of elevator travel distance 
using smartphone accelerometer, Proc. International workshop on 
human activity sensing corpus and its application (HASCA2015), 2015. 
21. T. Higuchi，H. Yamaguchi，T. Higashino, Trajectory identification based 
on spatio-temporal proximity patterns between mobile phones, Wireless 
Networks (Springer), Vol. 22, No. 2, pp. 563–577, 2016 
22. Takamasa Higuchi, Hirozumi Yamaguchi and Teruo Higashino, Tracking 
Motion Context of Railway Passengers by Fusion of Low-Power Sensors 
in Mobile Devices, Proceedings of the 19th ACM International 
Symposium on Wearable Computers (ISWC2015), pp. 163-170, 2015. 
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  代代表者：山﨑  達也 
（新潟大学大学院自然科学研究科） 





























































































































度 ah を計算できることを示した。ここで aｙ はy 軸
方向加速度を，aｚ はz 軸方向加速度を表す。 
 
 






























（１）蜂谷 雄介, 高橋 秀幸, 笹井 一人, 北形 元, 
木下 哲男, "能動的情報資源に基づく創造活動支援
システム," 電子情報通信学会 2015 年ソサイエティ
大会 通信講演論文集2, S-3, Sep. 2015. 
 
（２）加藤 匠，ポン ジャオチン，高橋 秀幸，木下 
哲男, "IoT 向けエージェントによる柔軟なホームセ
キュリティサービス構成法," 第 25 回 インテリジ
ェント・システム・シンポジウム (FAN 2015), 
pp.202-205, Sep. 2015. 
 
（３）Zhaoqing Peng, Takumi Kato, Hideyuki 
Takahashi, Tetsuo Kinoshita, "Intelligent Home 
Security System Using Agent-based IoT Devices," 
Proc. of the 4th IEEE Global Conference on 





" 電子情報通信学会技術研究報告, vol. 115, no. 422, 





技術研究報告，vol. 115, no. 315, CAS2015-56，





術研究報告, vol. 115, no. 422, CAS2015-78，
pp.95-99，Jan. 2016.  
 
（７）大野稜平, 山﨑達也, "三角測量を用いた屋内
測位の検討, " 計測自動制御学会東北支部第 300 回








採択回数 １   ２   ３ 







  代表者：伊藤 仁 （東北工業大学工学部） 
  対応者：坂本  修一（東北大学電気通信研究所） 
 分担者：佐藤 直行（はこだて未来大学） 
菅野 創史（東北工業大学工学部） 
桑原 潤 （東北工業大学工学部） 
 延べ参加人数：5人 
   研究費：物件費13万8千円，旅費11万7千円 






























































































































る移動の時間も含めて、総計測時間は 2 時間 34 分
となる。試作した自動計測装置を用いて、この様な
計測が問題なく行えることが確認できた。 




































































（１）伊藤 仁, 高野 勇気, 千葉 拓, 千葉 遼一 “3
次元ディジタイザに基づく耳介形状の分析手
法の検討,” 日本音響学会2015年秋季研究発表
会講演論文集 pp.403-404, 2015. 
（２）伊藤仁 “2 次元曲率に基づく耳介形状の構造
的表現,” 日本音響学会2016年春季研究発表会
講演論文集 pp.565-566, 2016. 
（３）桑原潤, 菅野創史, 伊藤仁 “２自由度サーボ機
構による耳介模型の音響自動計測に関する検
討,” 日本音響学会2016年春季研究発表会講演
論文集 pp.567-568, 2016. 
（４）菅野創史, 桑原潤, 伊藤仁 “耳介石膏模型の音
響特性自動計測システム,” 平成27年度東北地
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  代表者：松倉  文礼 
（東北大学原子分子材料科学高等研究機構） 

















   研究費：物件費13万7千円 




























































































































（１）S. Miyakozawa, L. Chen, F. Matsukura, and 
H. Ohno, "Temperature dependence of in-plane 
magnetic anisotropy and anisotropic 
magnetoresistance in (Ga,Mn)As codoped with 
Li," Appl. Phys. Lett. 108, 112404 (2016). 
 
（２）S. Miyakozawa, L. Chen, F. Matsukura, and 
H. Ohno, "Effect of Li codoping on in-plane 
uniaxial magnetic anisotropy in (Ga,Mn)As," 
17th International Conference on Modulated 
Semiconductor Structures, Sendai, Japan, July 
26-31, 2015. 
 
（３）S. Miyakozawa, L. Chen, F. Matsukura, and 
H. Ohno, "Temperature dependence of in-plane 
anisotropic magnetoresistance in 
(Ga,Mn)As:Li," 第 76 回応用物理学会秋期学術講
演会(名古屋国際会議場、2015年9月13-16日). 
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                                   （国際） 
採択番号 H26 / A23 
 
テラヘルツセンシングデバイスに関する日西国際共同研究 




 代表者：Prof. MEZIANI Yahya Moubarak 
（サラマンカ大学応用物理学専攻） 
 対応者：Prof. OTSUJI Taiichi 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
 Prof. VELAZQUEZ J.E. （サラマンカ大学） 
 Mr. DELGADO J.A. （サラマンカ大学） 
 Assoc. Prof. BOUBANGA TOMBET S. （東北大） 
  Dr. WATANABE T. （東北大） 
 
  延べ参加人数：６人 
 
  研究費： 物件費13万7千円，旅費22万9千円 
 国際特別支援費30万円 
 
［２］研究経過   (Summary) 
 The aim of this project is to pursue the 
investigation of terahertz detection by using two 
different types of transistors: Asymmetric double 
grating gates (ADGG) HEMTs from the group of 
Prof. T. Otsuji and strained silicon MODFET 
from the group of Prof. Y.M. Meziani. New 
graphene based FET was fabricated in 
Salamanca and characterized in RIEC toward 
new generation of terahertz detectors. Y. M. 
Meziani spent ten days (19/02 to 01/03, 2016) to 
conduct experiments in RIEC and presented their 
results in RIEC Nation-Wide Collaborative 
Research Project Workshop; February 25th in 
Sendai entitled “Recent advances in research on 
terahertz detectors in the frame work of the 
Japan-Spain collaboration”. J.A Delgado, a Ph.D 
student from Salamanca’s group performed 
different experiments in his two weeks stay 








① InP- based ADGG HEMT 
ADGG HEMTs were designed and fabricated 
using InAlAs/InGaAs/InP material systems (Fig. 
1). The electron density in the channel is 2.5x1012 
cm-2 with the electron effective mass m = 0.043m0 
(m0 is the free-electron mass) and the electron 
mobility μ=11,000 cm2/V.s at 300K.  
 
② Strained-Si MODFET and Graphene FET 
 The strained-Si MODFETs had a 9 or 12 nm 
tensile strained Si channel, sandwiched between 
two heavily doped SiGe electron supply layers to 
generate a high carrier density in the strained-Si 
quantum well. Different transistors with different 
gate lengths (50 nm and 250 nm) and diferent 
width (30 to 80 um) were used in measurements. 
The gate width and the source-to-drain length 
were 30 μm and 1 μm, respectively (Fig. 2). 
Exfoliated monolayer graphene was deposited on 
top of Si/SiO2 wafer. An integrated antenna was 
implemented on the source and drain contacts 
(Figs. 3, 4). The fabricated device was first 
characterized in RIEC for detection and emission 
of terahertz radiation (Fig. 5).   
 
③ Room-temp. THz Detection 
Detection of terahertz radiation has been 
performed for the ADGG HEMTs and the 
Si-strained MODFETs at room temperature 
using a UTC-PD source. The ADGG HEMT 
presented a good level of resposnsitivity in 
179
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non-resonant detection even for high frequency 
up to 1 THz (~ 12kV/W), whereas the Si 
MODFET demonstrate a peculiar high 
responsivity with enhancement by applying 
drain-to-source current increase below a 
specific threshold gate bias at 200~350 GHz 
(Fig. 6). The device was used as a sensor and 
terahertz imaging at 300 GHz was obtained 






Fig. 1. ADGG HEMT structure. 
  
 
Fig. 2. Si-strained MODFET structure. 
 
  
Fig. 3. Photo images for the Graphene FET with 
an integrated antenna. 
 
Fig. 4. Simulated radiation field patterns at 0.3 
and 0.6 THz for the graphene FET with an 
integrated antenna. 
 
Fig. 5. Measured dc characteristics of a fabricated 
graphene FET. 
 




















    
Fig. 6. Measured responsivity for a Si MODFET. 
 
  
Fig. 7. Terahertz imaging using the strained Si 




ど (Impact of the results and future prospects) 
The observed results are very encouraging 
and they showed good responsitivities and 
NEPs. However, further investigations are 
needed on other devices first to confirm our 
present results and second to study the effect 
of the asymmetry of the ADGG on the 
photoresponse signal quantitatively. 
Experiments on graphene-based devices are 
still to be done and more structures like 




(Achievements made by the special fund for the 
category of ‘’international collaborative projects.’) 
J.A Delgado, a Ph.D student from Salamanca’s 
group stayed two weeks (06-18 of December 2015) 
at RIEC and performed experiments for graphene 
FET detectors (Figs. 3-5). This financial support 
greatly helped accelerate a new field of the 




[1] Y.M. Meziani, S. Morozov, K. Marem'yanin, 
J.E. Velázquez, K. Fobelets, “Enhancement of 
sub-terahertz detection by drain-to-source 
biasing on strained silicon MODFET devices”, 
Oral at 19th Int. Conf. on Electron Dynamics 
in Semicond., Opto- electron. and 
Nanostructures EDISON 19, 29 June – 2 
July 2015, Salamanca, Spain. 
Journal of Physics: Conference series. 647, pp. 12007. 
2015. ISSN 17426588   
[2] J.A. Delgado Notario, Y.M. Meziani, J.E. 
Velázquez “TCAD study of sub ‐ THz 
photovoltaic response of strained ‐ Si 
MODFET”, Oral at 19th Int. Conf. on 
Electron Dynamics in Semicond., Opto- 
electron. and Nanostructures EDISON 19, 29 
June – 2 July 2015, Salamanca, Spain. 
Journal of Physics: Conference series. 647, pp. 12041. 
2015. ISSN 17426588   
[3] J.A. Delgado-Notario, Y.M. Meziani, J.E. 
Velazquez-Perez, K. Fobelets, “Optimization 
of THz response of strained-Si MODFETs” 
accepted for Oral at the 2015 E-MRS Spring 
Meeting and Exhibit, May 11 to 15, 2015, 
Lille, France.  
[4] J.A. Delgado Notario, Y, M. Meziani, E. Javadi, K. 
Fobelets, Taiichi Otsuji, J.E. Velázquez ¨Experimental 
and TCAD studies of the Terahertz photoresponse 
enhancement in strained-Si MODFETs¨  4th Annual 
Conference of COST Action MP1204 & SMMO2016 
Conference, March 21-24, 2016, Lisboa, Portugal 
(http://www.smmo.org/2016/index.php) 
[5] E. Javadi, Y.M. Meziani, N. Masoumi, M. Shahabadi, 
J.A. Delgado Notario, J.E. Velázquez ¨Nonlinear 
Transmission-Line Model for Heterodyne Terahertz 
response of a FET at Arbitrary Gate Voltage¨ 4th Annual 
Conference of COST Action MP1204 & SMMO2016 
Conference, March 21-24, 2016, Lisboa, Portugal 
(http://www.smmo.org/2016/index.php) 
[6] Y.M. Meziani, S. Morozov, J.A. Delgado Notario, 
K.Maremyanin, J.E. Velázquez, K. Fobelets     
¨Plasma Waves Based Transistors for Room 
Temperature Detection of Explosives and CBRN¨ 
Turquia 2015 "NATO ARW on THz Diagnostics of 
CBRN effects and Detection of Explosives & CBRN" 
(http://www.tera-mir.org/main/node/80) 
[7] Y.M. Meziani, J.A. Delgado, E. Javadi, E. Diez, T. 
Otsuji, K. Fobelets, T. Otsuji  ¨ Strained Silicon FET 
sensor for terahertz imaging  ¨ Spain-Japan Bilateral 
Workshop on Terahertz technology, March 17-18, 2016, 
Madrid, Spain (Invited). 
[8] J.A. Delgado Notario, Y, M. Meziani, E. Javadi, K. 
Fobelets, Taiichi Otsuji, J.E. Velázquez "TCAD study 
of the Terahertz photoresponse enhancement in 
strained-SiMODFETs" accepted for presentation at the 
14th IUVSTA School on Nano-Optics from Principles 
to Basic Research and Applications" Braga, Portugal, 
April 11-15, 2016 (http://nanoopticsschool.org/) 
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  代表者：末松 憲治 
（東北大学電気通信研究所） 











   研究費：物件費13万7千円，旅費20万 1千円 
































































































した。試作したサンプル・ホールド IC を図 3 に，












クマイクロ波会議（Asia Pacific Microwave 




図3 試作したKa帯S/H ICチップ写真 
 
図4 Ka帯S/H IC評価結果 (時間波形，受信スペ
クトル) 
 
図5 Ka帯S/H IC 評価結果 (周波数特性) 
 







































[1] D. Banda, M. Motoyoshi, T. Koizumi, O. 
Wada, T. T. Ta, S. Kameda, N. Suematsu, T. 
Takagi, K. Tsubouchi, “1/2 fs Direct RF 
Under Sampling Receiver for Multi Channel 
Satellite Systems,”  IEICE Transactions on 




[2] T. Koizumi, K. Norishima, M. Motoyoshi, D. 
Banda, S. Kameda, N. Suematsu, T. Takagi, 
K. Tsubouchi, “A CMOS Series/Shunt 
Switching Type S/H IC for Ka-Band Direct 
RF Under Sampling Receiver,”  in Proc. 
APMC2015, MO1H-p19, Dec., 2015. 
 
大会・研究会 
[3] 小泉 友和, 本良 瑞樹, バンダ ダリソ ,ー 和田 
平, 亀田 卓, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 和夫, 
“Ku帯ダイレクトRFアンダーサンプリング受
信用サンプル・ホールドCMOS IC,” 信学総大, 
C-2-6, Mar. 2015. 
[4] 小泉 友和, 本良 瑞樹, バンダ ダリソ ,ー 和田 
平, 亀田 卓, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 和夫, 
“ダイレクト RF アンダーサンプリング受信用
Ku 帯直並列スイッチ形 S/H IC,” 信学技報, 
Vol. 115, No. 142, MW2015-51, pp. 29-34, 
July 2015. 
[5] 則島 景太, 小泉 友和, 本良 瑞樹, バンダ ダ
リソー, 亀田 卓, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 
和夫, “Ka 帯ダイレクトRF アンダーサンプリ
ング受信用サンプル・ホールドCMOS IC,” 信
学ソ大, C-2-8, Sept. 2015. 
[6] 則島 景太, 小泉 友和, 本良 瑞樹, バンダ ダ
リソー, 亀田 卓, 末松 憲治, 高木 直, 坪内 
和夫, “Ka 帯ダイレクトRF アンダーサンプリ
ング受信用サンプル・ホールドCMOS IC,” 信
学技報, Vol. 115, No. 314, MW2015-123, pp. 
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   研究費：物件費 13万7千円，旅費18万9千円 








































































































































1) Ichiro Kuriki, Yumiko Muto, Kazuho Fukuda, 
Rumi Tokunaga, Delwin T Lindsey, Angela M 
Brown, Keiji Uchikawa, Satoshi Shioiri,” 
Categorical color clusters of Japanese color 
lexicon”, ICVS2015 (2015) 
2) 栗木一郎, 武藤ゆみ子, 徳永留美, 福田一帆, 




3) 武藤ゆみ子 ，福田一帆 ，内川惠二,” カテゴ
リカルカラーネーミングにおける黄緑・薄紫・
深緑の役割”, 日本視覚学会 2015 年夏季大会 
(2015) 
4) Kazuho Fukuda, Yumiko Muto, Keiji Uchikawa, 
“Categorical color naming in Japanese 
without the constraint of monolexemic color 
terms”, ICVS2015 (2015) 
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[1] Jiawei Huang, Tsuyoshi Mori, Kazuki 
Takashima, Shuichiro Hashi, and Yoshifumi 
Kitamura: IM6D: magnetic tracking 
system with 6-DOF passive markers for 
dexterous 3D interaction and motion, 
ACM Transactions on Graphics (TOG), 
Volume 34, Issue 6, Proceedings of ACM 
SIGGRAPH Asia, pp. 217:1-217:10, 2015. 
[2] Daniel Holden, Jun Saito, Taku Komura, 
Thomas Joyce: Learning motion manifolds 
with convolutional autoencoders, 
SIGGRAPH Asia 2015, Technical Briefs. 
[3] Daniel Holden, Jun Saito, Taku Komura: A 
deep learning framework for character 
motion synthesis and editing, ACM 
Transactions on Graphics (TOG), 
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  代表者：内山 潔 
（鶴岡工業高等専門学校（鶴岡高専） 
創造工学科電気・電子コース） 
  対応者：長 康雄 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
佐藤 智也 （鶴岡高専専攻科２年） 
井上 貴明 （鶴岡高専専攻科１年） 
熊谷 佳郎 （同上） 
山口 雅人 （鶴岡高専 
電気・電子工学科5年） 
     髙橋 崇典 （同上） 
 延べ参加人数：７人 
 
   研究費：物件費１３万７千円，旅費６万４千円 
 
［２］研究経過 

























































































































1. 佐藤 智也，井上 貴明，舟窪 浩，内山 潔，





2. 佐藤 智也，一ノ瀬 大地，舟窪 浩，内山 潔，
Fabrication of Highly Oriented Proton 
















3. 佐藤 智也，一ノ瀬 大地，舟窪 浩，内山 潔，
スパッタ成膜したプロトン伝導性酸化物薄膜
の化学的安定性評価，第 25 回日本MRS 年次
大会，H27.12.9，横浜情報文化センタ /ーホー
ル（横浜） 
4. 佐藤 智也，木村 純一，一ノ瀬 大地，三村 和
仙，舟窪 浩，内山 潔，{110｝一軸配向ペロブ
スカイト型酸化物薄膜の作製と結晶構造解析，






1. Tomoya Sato, Takaaki Inoue, Daichi Ichinose, 
Hiroshi Funakubo, and Kiyoshi Uchiyama, 
Fabrication of highly (110)-oriented barium 
cerate (BaCeO3)-based proton conductive 
oxide thin films by RF magnetron sputtering 
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  対応者：庭野 道夫 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
Cheng-Che Hsu（National Taiwan University, Taiwan） 
Meng-Jiy Wang （National Taiwan University of 
Science and Technology, Taiwan） 
Jong-Shinn Wu (National Chiao Tung University, 
Taiwan) 
Ming Chang Wu (College of Agriculture, National 
Pingtung University of Science and Technology 
(NPUST), Taiwan) 
Hakseong Kim and Sang Wook Lee (School of Physics, 












































テム・応物系 南講義棟 103会議室 
1. 「プラズマ／触媒複合反応による低温メタン













保苅 雄太郎 1，神崎 展 2，金子 俊郎 1 (1東北
大学大学院工学研究科，2 東北大学大学院医工
学研究科） 
6. 「Effects of electrical stimulation on the growth and 
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development of radish sprouts」Ming Chang Wu 
(College of Agriculture, National Pingtung 
University of Science and Technology (NPUST), 
Taiwan) 
7. 「Reduction of harvest period and increase in 
harvest yield of seed plants using plasmas」Masaharu 
Shiratani (Graduate School of Information Science 
and Electrical Engineering, Kyushu Univeristy) 
8. 「Effects of reactive species in atmospheric pressure 
air plasma on plant defensive gene expression」
Hideaki Konishi1, Keisuke Shimada1, Keisuke 
Takashima1, Sugihiro Ando2, Hideki Takahashi2, and 
Toshiro Kaneko1 (1Dept. of Electronic Eng., Tohoku 
Univ., 2Dept. of Life Sci., Tohoku Univ.) 
9. 「 Electromechanical and optical properties of 
graphene xylophone」Hakseong Kim and Sang 
Wook Lee (School of Physics, Konkuk University, 
Korea) 
10. 「 Two-dimensional, layered-crystalline organic 
semiconductors for printed electronics 」Tatsuo 
Hasegawa (Department of Applied Physics, The 
University of Tokyo)  
11. 「Fabrication of Schottky-type solar cell with 
atomically thin layered material」Toshiki Akama, 
Toshiaki Kato, and Toshiro Kaneko (Department of 




























（周波数 f = 8～10 kHz, 電圧Vpp = 5～20 kV，照射時




















































































































図3 (a) 気相中および(b) 液相中の活性種濃度の
水導入量依存性． 
図2 分生子発芽率の水導入量依存性． 









（１） "Ion Scale Nonlinear Interaction Triggered by 
Disparate Scale Electron Temperature Gradient 
Mode", C. Moon, T. Kobayashi, K. Itoh, R. 
Hatakeyama, and T. Kaneko, Physics of 
Plasmas Vol. 22, No. 5, pp. 052301-1-6 
(2015) 
（２） ”Improvement of Cell Membrane Permeability 
Using a Cell-Solution Electrode for Generating 
Atmospheric-Pressure Plasma”, T. Kaneko, S. 
Sasaki, Y. Hokari, S. Horiuchi, R. Honda, and 
M. Kanzaki, Biointerphases, Vol. 10, No.2, 
pp.029521-1-6 (2015)  
（３） “Kinetics of Energy Selective Cs Encapsulation 
in Single-walled Carbon Nanotubes for 
Damage-free and Position-selective Doping”, T. 
Kato, E. Neyts, Y. Abiko, T. Akama, R. 
Hatakeyama, and T. Kaneko , The Journal 
of Physical Chemistry C, Vol. 119, No.21, 
pp.11903-11908 (2015)  
（４） “Apoptotic Effects on Cultured Cells of 
Atmospheric-Pressure Plasma Produced Using 
Various Gases”, K. Tominami, H. Kanetaka, T. 
Kudo, S. Sasaki, and T. Kaneko, Japanese 
Journal of Applied Physics, Vol. 55, No.1S, 
pp.01AF03-1-6 (2015)  
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  代表者：櫻庭 政夫 
（東北大学電気通信研究所） 
  対応者：庭野 道夫 
（東北大学電気通信研究所） 







































子整合した歪 Ge，歪 SiGe 混晶，歪 C ドープ
Si などの Si-Ge-C 系エピタキシャル成長，並び
に，それらへの高濃度（1021 cm-3 以上）での不



















































































































(a) SiGe 12 nm
Si Substrate
(b) SiGe 24 nm
(c) SiGe 36 nm
Si／Si0.4Ge0.6／Si(100)
図１ 基板非加熱 ECR プラズマ CVD により形成した Si／Si0.40Ge0.60混晶／Si(100)ヘテロ構造の
（左）Si1-xGex混晶の価電子帯に対応する光電子スペクトル（Si キャップ層除去後に測定したもの），


















［４］ 成果資料  
1. M. Sakuraba, H. Akima and S. Sato, 
“Group-IV Quantum-Heterostructure 
Formation Based on Low-Energy Plasma 
CVD towards Electronic Device Application” 
(Invited Paper), Abs. Energy Materials 
Nanotechnology (EMN) Hong Kong Meeting, 
Hong Kong, China, Dec. 9-12, 2015, 
Abs.No.D10. 
2. N. Ueno, M. Sakuraba, H. Akima and S. Sato, 
“Evaluation of Electronic Properties of 
Si/SiGe/Si(100) Heterostructures Formed by 
ECR Ar Plasma CVD”, Abs. 9th Int. 
WorkShop on New Group IV Semiconductor 
Nanoelectronics and JSPS Core-to-Core 
Program Joint Seminar “Atomically 
Controlled Processing for Ultralarge Scale 
Integration”, Jan. 11-12, 2016, Sendai, Japan, 
Abs.No.O-06, pp.27-28. 
3. K. Motegi, M. Sakuraba, H. Akima and S. 
Sato, “Characteristics of B Doping in Si 
Epitaxial Growth on Si(100) Using ECR Ar 
Plasma CVD”, Abs. 9th Int. WorkShop on 
New Group IV Semiconductor 
Nanoelectronics and JSPS Core-to-Core 
Program Joint Seminar “Atomically 
Controlled Processing for Ultralarge Scale 
Integration”, Jan. 11-12, 2016, Sendai, Japan, 
Abs.No.P-04, pp.43-44. 
4. K. Motegi, M. Sakuraba, H. Akima and S. 
Sato, “Depth Profile of B Concentration in 
Heavily B-Doped Si Epitaxial Film Grown on 
Si(100) Using ECR Ar Plasma CVD without 
Substrate Heating”, Abs. Joint Symp. of 10th 
Int. Symp. on Medical, Bio- and 
Nano-Electronics, and 7th Int Workshop on 
Nanostructures & Nanoelectronics, March 1-3, 
2016, Sendai, Japan, Abs.No.P-1, p.23. 
5. N. Ueno, M. Sakuraba, H. Akima and S. Sato, 
“Characterization of Si and Si-Ge Alloy 
Heterostructures Formed on Si(100) by ECR 
Ar Plasma CVD without Substrate Heating”, 
Abs. Joint Symp. of 10th Int. Symp. on 
Medical, Bio- and Nano-Electronics, and 7th 
Int Workshop on Nanostructures & 
Nanoelectronics, March 1-3, 2016, Sendai, 
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  代表者：吹留 博一 
（東北大学電気通信研究所） 
  対応者：吹留 博一 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
尾辻 泰一 （東北大学電気通信研究所） 
遠田 義晴 （東北大学理工学研究科） 
遠藤 哲郎 （東北大学電気通信研究所） 
川合 眞紀 （理化学研究所） 
吉村 雅満 （豊田工業大学） 
影島 博之 （NTT物性科学基礎研究所） 
白石 賢二 （筑波大学数理物質科学研究科） 
  斎藤 理一郎（東北大学理学研究科） 
  北島 正弘 （防衛大学校） 
  末光 哲也 （東北大学電気通信研究所） 
日比野 浩樹（NTT物性科学基礎研究所） 
伊藤 隆  （東北大学学際センター） 
安井 寛治 （長岡技科大工学研究科） 
佐野 栄一 （北海道大学量子集積エレクトロ 
 ニクス研究センター） 
  福山 敦彦 （宮崎大学工学部・材料物理工学科） 
  成田 克  （山形大学理工学研究科） 
  永瀬 雅夫 （NTT物性科学基礎研究所） 
  松田 巌  （東京大学物性研究所） 
田中 悟  （九州大学大学院工学府） 
 文 泌景  （東北大学大学院理学研究科） 
 小嗣 真人 （高輝度光科学研究センター） 
長汐 晃輔 （東京大学大学院工学研究科） 
 堀場 弘司 （東京大学大学院工学研究科） 
 中払 周  （東芝/FIRST） 
塚越 一仁 （物質・材料研究機構） 
菅原 克明 （東北大学WPI） 
 
   のべ参加人数：60人 
   研究費：物件費13万7千円，旅費18万円 













































































     尾辻泰一（東北大通研） 






















































































（１）Gunazekaran Venugopal, Maki Suemitsu, and 
Hirokazu Fukidome, “OBSERVATION OFINSULATING 
AND METALLIC-TYPE BEHAVIOR IN Bi2Se3 
TRANSISTOR AT ROOMTEMPERATURE”, 
Nanosystems: Physics, Chemistry, Mathematics (2016), 
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  代表者：枝松 圭一 
（東北大学電気通信研究所） 




























































































1. 藪野正裕, 布川裕真, 藤井剛, 田辺稔, 沼田孝之, 














4. 藪野正裕, 布川裕真, 藤井剛, 田辺稔, 沼田孝之, 
三森康義, 福田大治, 枝松圭一，「TES を用いた
光子統計計測に基づく自己強度相関関数の評価」，
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  代表者：片野 諭 
（東北大学電気通信研究所） 
  対応者：片野 諭 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 














































































































(1) M. Hotsuki, S. Katano, and Y. Uehara, "STM 
Tip-induced Deformation of a Single Ag 
Nanoparticle Investigated by STM Light 
Emission Spectroscopy", Joint Symposium of 
10th International Symposium on Medical, Bio- 
and Nano-Electronics, and 7th International 
Workshop on Nanostructures & Nanoelectronics, 
RIEC, Tohoku University, Sendai, Japan, March 
2-4 (2016). 
 
(2) S. Katano, M. Hotsuki, and Y. Uehara, 
"Size-controlled Deposition a Single Silver 
Nanoparticle on Semiconductor Surface Using 
Scanning Tunneling Microscope", 23rd 
International Colloquium on Scanning Probe 
Microscopy (ICSPM23), Hilton Niseko Village, 
Niseko, Japan, December 10-12 (2015). 
 
(3) S. Katano, M. Hotsuki, and Y. Uehara, 
"Fabrication and Shape Control of a Single Ag 
Nanoparticle Using Scanning Tunneling 
Microscopy", 31st European Conference on 
Surface Science (ECOSS31), International 
Convention Center of Barcelona, Barcelona, 
Spain, August 31-September 4 (2015). 
 
(4) M. Hotsuki, S. Katano, and Y. Uehara, 
"Nano-scale positioning of a Single Ag 
nanoparticle by Scanning Tunneling 
Microscope", 2nd 2015 Tohoku University – 
MIT Collaborative Research Symposium, 
Tohoku University, Sendai, Japan, August 27-28 
(2015). 
 
(5) 寶槻雅樹, 片野諭, and 上原洋一, "単一銀
ナノ粒子の形状変化と走査トンネル顕微鏡





図1 : Si(111)基板表面のSTM像。(a) 矢印の位
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  代表者：楢原  浩一 
（神奈川工科大学工学部電気電子情報工 
 学科） 

























































































































































K. Narahara, A. Satou, "Numerical 
characterization of Dyakonov-Shur instability in 
gated two-dimensional electron systems," 
submitted to J. Phys. D. 
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位相雑音特性に着目した共鳴トンネルTHz 信号源の研究 




  代表者：前澤 宏一 
（富山大学大学院理工学研究部） 
  対応者：尾辻 泰一 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
 安藤 浩哉（豊田高専情報工学科） 
 森 雅之（富山大学大学院理工学研究部） 
 山田 悟史（富山大学大学院理工学研究部） 
 中山 大周（富山大学大学院理工学研究部） 








































































いて実効 ISFを評価した。（実効 ISFとは ISFに位
相依存の電流変化を考慮したものである。） 
 
図4 実効 ISF L/C= (20 Ohm)2 
 
 





















図6  FDSM の概念図 
 



















































[1] K. Maezawa, Y. Kakutani, T. Nakayama, T. Tajika, 
M. Mori, “A resonant tunneling delta-sigma 
modulator and its application to strain sensors,” 
2015 Workshop on Compound Semiconductor 
Devices and Integrated Circuits (WOCSDICE 
2015) Smolenice, Slovakia, 8-10th June (2015). 
[2] Koichi Maezawa, " Ultrahigh frequency circuits 
and a novel integration technology for resonant 
tunneling diodes," The 6th International Conference 
on Integrated Circuits, Design, and Verification 
(ICDV 2015)/2015 Vietnam Japan MicroWave 
(VJMW 2015), Ho Chi Minh City, Vietnam, 
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  代表者：吉本 直人 
（千歳科学技術大学理工学部） 
  対応者：尾辻 泰一 
（東北大学電気通信研究所） 




























































ている通信事業者（Physical Resource Provider: 
PRP）の他に，物理的通信設備を持たず、サービス
に応じて多様な様態のアクセス手段を提供する仮想
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１）光伝送シミュレータである VPI Photonics 



























 ・16th Chitose International Forum on Photonics 








 ・ 41st European Conference on Optical 
Communication (ECOC2015)での招待講演 
  日時：2015年9月27日〜10月1日 
開催場所：Valencia Spain 













ークと光デバイスへの期待，”  信学技報 , 
LQE2015-34, pp.17-22. 
（２）N. Yoshimoto "Evolution of Optical Fiber 
Networks due to Convergence of Light and Radio 
Waves towards Future Internet of Things Era," 
Technical digest of 16th International Forum on 
Photonic Science and technology, 2-3, pp. 31-36. 
（３）K. Sugawara et al., “Sub-THz Photonic 
Frequency Conversion Using Graphene and 
InP-Based Transistors for Future Fully Coherent 
Access Network,” ECOC2015, Mo.3.4.2, Valencia, 
Spain, September 2105. 
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  代表者：丸山  珠美 
（函館工業高等専門学校） 





陳  強（東北大学大学院工学研究科） 
 延べ参加人数：9人 
 









































(1) 2015年6月第一回打合せ 於東北大学 
研究方針、分担の決定 
(2) 2015年12月第二回打合せ 於東北大学 
研究経過および実験方法について 






















































































































レーについて報告し、2016 年 3 月に電子情報通信
学会の総合大会およびMETLAB研究会にてメタサ
ーフェス応用および多周波共用リフレクトアレーに













[3]David Boswarthick, Omar Elloumi and Olivier 
Hersent: “M2M 基本技術書 ETSI 標準の理論
と体系”, pp.63-67, リックテレコム, 2013. 
[4]Tamami Maruyama, T. Furuno, Y. Oda, J. 
Shen and T. Ohya: “Capacitance Value Control 
for Metamaterial Reflectarray Using 
Multi-layer Mushroom Structure with Parasitic 




DOCOMO テクニカル・ジャーナル, Vol.17, No.3, 
2009. 
[6]D. M. Pozar, T. S. Targonsky and H. D. Syrigos: 
“Design of Millimeter Wave Microstrip 
Reflectarrays”,  IEEE Trans. Antennas 
Propagat., vol. AP-45, no. 2, pp. 287-295, 1997. 
[7]N. Engheta and R. W. Ziolkowski: 
“Metamaterials”, IEEE Press, 2006. 
［４］成果資料 





（２） T. Maruyama, S. Endo, Q. Chen, S. 
Kameda and N. Suematsu: “Reflectarray 
design for small antenna using 
metasurface ”, IEEE AWPC 2016, Sept. 
（３） Tamami Maruyama: “Design of 
dual-band reflectarray using genetic 
algorithm”, 3rd IGNITE-2016, Advanced 
Materials for Innovative Technologies, 51 
PEE08, Jan. 2016. 
（４） 丸山珠美: “GAを用いた二周波共用リフレ
クトアレーの設計” , 信学技報告 , 
WPT2015-95, pp. 101-103 (2016-03). 
（５） 檜山怜史, 宇野広祐, 遠藤俊, 舟橋拳人, 丸
山珠美: “同一偏波二周波共用反射位相の
GA による設計”, 高専シンポジウム in 香
川, Pb-064, 2016, 1月. 
（６） 宇野広祐, 檜山怜史, 布川和樹, 舟橋拳人, 
丸山珠美: “二周波共用リフレクトアレー
の GA を用いた自動設計”, 高専シンポジ
ウム in香川, Pb-038, 2016, 1月. 
（７） 舟橋拳人, 宇野広祐, 遠藤俊, 古田健太, 丸
山珠美: “アクティブ素子を装荷した方向
切り換え方リフレクトアレーの設計と解
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 代表者：小俣  昌樹 
  （山梨大学大学院総合研究部） 
 対応者：北形  元 
  （東北大学電気通信研究所） 
 分担者：菅沼  拓夫 
  （東北大学サイバーサイエンスセンター） 
 延べ参加人数：8人 
 

















































































題 目： Experimental Verification of the 
Relationship between Biological Signals and 

















被験者 Alpha1 Alpha2 HEG SC HF LF/HF 
A   * *  * 
B   * * *  
C * * * * *  
D * * * * * * 
E   *  * * 
       
全員    * *  
*p < 0.05 
 















A    
B S  L 
C L S  
D S  L 
E  L S 
全員  L S 
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B S L  
C M S L 
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E  S L 
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（１） Masaki Omata, Shumma Hosokawa, 
“Experimental Verification of the 
Relationship between Physiological 
Indexes and the Presence or Absence of 
an Operation during E-learning,” 
Proceedings of 18th International 
Conference on Multimedia Computing 
and Systems (ICMCS 2016), pp. 
405-409, 2016. 
（２） Masaki Omata and Shogo Tanabe, 
“Analysis of Relationships between 
Combinations of Biological Signals and 
Subjective Interest,” Proceedings of 
2015 3rd International Conference on 
Biological and Medical Sciences (ICBMS 
2015), pp.6-10, 2015. 
（３） 山下政人, 小俣昌樹, “拡張現実感と筋電
位を利用する筋疲労軽減システムの設計
と評価,” 情報科学技術フォーラム講演論
文集 14(3), pp.335-338, 2015. 




CSVC2015-32, Vol.20, No.CS-4, 
pp.11-14, 2015. 
（５） 北形元, 久保田恭守, 高橋秀幸, 笹井一人, 
木下哲男, “移動型エージェントによる安
全なサービス個人化手法,” 信学技報, vol. 
115, no. 436, MoNA2015-39, pp. 13-17, 
2016. 
（６） 久保田恭守, 北形元, 高橋秀幸, 笹井一人, 
木下哲男, “［技術展示］移動型エージェ
ントを用いたセキュアな個人化電子メニ
ューシステム,” 信学技報, vol. 115, no. 
436, MoNA2015-41, pp. 25-27, 2016. 
（７） Satoru Izumi, Asato Edo, Toru Abe and 
Takuo Suganuma, “An Adaptive 
Multipath Routing Scheme based on 
SDN for Disaster-resistant Storage 
Systems,” Proc. of the 17th 
International Symposium on 
Multimedia Network Systems and 
Applications (MNSA2015, BWCCA2015 
Workshop), pp.478-483, 2015. 
（８） 江戸麻人, 和泉諭, 阿部亨, 菅沼拓夫, “災
害リスクを考慮したスマートルーティン
グの設計と実装,” マルチメディア, 分散, 
協調とモバイル(DICOMO2015)シンポジ
ウム, pp.1520-1524, 2015. 
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  代表者：寺本  渉 
（熊本大学文学部） 
  対応者：坂本 修一 
（東北大学電気通信研究所） 
 延べ参加人数：８人 
















































































りも小さくなると報告されている（Durgin et al., 
2005; Pavard & Berthoz, 1977; Probst et al., 1986; 




少すると報告している（Crane, 2013; Harris et al., 


































































れた（ベクション潜時：t13 = 4.26, p < .001; ベクシ
ョン潜時：t13 = 11.40, p < .001; ベクション強度：t13 
= 11.41, p < .001）。また，高密度条件ほどMAEが











MAE test  
(60s) 









p< .001; ベクション強度：t7 = 8.23, p < .001）。ま
た，高密度条件ほどMAEが有意に小さくなること
も示された（t7 = 4.17, p = .004）。さらに，ベクショ
ンの強さの各指標とMAEの個人間の相関関係を調
べたところ(図 3(B))，中程度以上の有意な相関が見
られ（ベクション潜時×MAE: r = .78, p < .001; ベ
クション生起時間×MAE: r = -.57, p = .022; ベク









 従来，MAE には少なくとも 2 種類あることが知





































・Sakamoto, S., Hanakago, K., Cui, Z., Teramoto, 
W., Suzuki, Y., & Gyoba, J. (2016) Effect of visual 
and vestibular information on auditory space 





・Sakamoto, S., Teramoto, W., Terashima, H., & 
Gyoba, J. (2015) Effect of active self-motion on 
auditory space perception. Interdisciplinary 





















































































































MAE duration (s) MAE duration (s) 
MAE duration (s) 
r = .78  
(p < .001) 
r = -.57 
(p = .02) 
r = -.76  
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The 4th RIEC International Symposium on Brain 
Functions and Brain Computer 
共催：電気通信研究所共同プロジェクト研究会 
日時：平成28年2月22日 (火) －23日（水） 
場所： 東北大学電気通信研究所  




「MRI enabled activity mapping throughout the entire 
brain volume」M. Osanai (Tohoku Univ., Japan) 
「Surface engineering technologies for constructing and 
analyzing neuronal circuits」A. Hirano-Iwta (Tohoku 
Univ., Japan) 
「Towards high-throughput acquisition of axonal-delay 
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共同プロジェクト研究 
maps using high-density microelectrode arrays」U. Frey 
(RIKEN, Japan) 
「Modelling spike signalling in the hippocampal axons」
H. Kamiya (Hokkaido Univ., Japan)  
「Function follows form: Controlling signal propagation 
by patterning populations of neurons」J. Albers (Jülich 
Research Center, Germany) 
「 Spontaneous activity patterns of small neuronal 
ensembles」H. Yamamoto (Tohoku Univ., Japan) 
 
2月23日 (水) 
「Neural circuit reorganization during epileptogenesis」R. 
Koyama (Univ. Tokyo, Japan) 
「Optimizing electrical stimulation for treatment of 
Parkinson's disease and epilepsy」T. Netoff (Univ. 
Minnesota, USA) 
「Numerical optimization of deep brain stimulation by 
direct search」S. Kubota (Yamagata Univ., Japan) 
「 A modelling perspective of prefrontal cortex 
gamma-band activity in a multi-item working memory 
task」P. Herman (Royal Inst. Technology, Sweden) 
「On the action potential propagation: Established model 
and its limitations in myelinated axon」J. Madrenas 
Technical Univ. Catalunya, Spain) 
「Brain inspired adiabatic quantum computing and 
learning」S. Sato (Tohoku Univ., Japan) 
 
 
The Joint Symposium of 9th International Symposium on 
Medical, Bio- and Nano-Electronics, and 6th International 
Workshop on Nanostructures & Nanoelectronics 
共催：電気通信研究所共同プロジェクト研究会 
      CREST, JST 
日時：平成28年3月1日 (火) －3日（木） 
場所： 東北大学電気通信研究所  




「Acoustic Holography by Two-Dimensional Ultrasound 
Array Synthesis」O. A. Sapozhnikov (Moscow State Univ., 
Russia) 
「 Reconstruction of Ultrasound Pressure Field by 
Combination of Optical Phase Contrast Measurement and 
Acoustic Holography」 S. Yoshizawa (Tohoku Univ. Japan) 
「Numerical Simulation for Development of Advanced 
HIFU Therapy」K. Okita (Nihon Univ., Japan) 
「Image Guided Therapeutic Applications of High Intensity 
Focused Ultrasound」N. T. Sanghvi,  (SonaCare Medical, 
USA) 
「Monitoringof High-intensity Focused Ultrasound Lesion 
Formation Using Decorrelation between High-speed 
Ultrasonic Images by Parallel Beamforming」Ryo Takagi 
(Tohoku Univ., Japan) 
「Plasma Agricultural Applications using Reactive Species 
Controlled by Atmospheric Pressure Air Discharge」K. 
Takashima (Tohoku Univ., Japan) 
 
3月2日 (火) 
「Self-organized TiO2 nanotube arrays: Latest features and 
applications 」 Patrik Schmuki (University of 
Erlangen-Nuremberg, Germany) 
「Emerging Applications of Nanostructured Silicon」N. 
Koshida (Tokyo University of Agri.& Tech., Japan) 
「Crystal growth and interfacial modification forhighly 
efficient perovskite solar cells」T. Ma (Tohoku Univ., Japan) 
「 Improved Process of Fabricating Silicon Chips with 
Micro-Apertures for Formation of Mechanically Stable 
Bilayer Lipid Membranes」D. Tadaki (Tohoku Univ., Japan) 
「Polymer-Stabilized Lipid Membranes: Enabling Platforms 
for Nanopore Sensors and Beyond」C. A. Aspinwall 
(Department of Chemistry and Biochemistry, University of 
Arizona, USA) 
「Observation of Supported Lipid Bilayer Membranes 
Incorporated with Membrane Proteins」R. Tero (Toyohashi 
Univ. of Tech., Japan) 
「 Integration of human ion channels in bilayer lipid 
membranes formed in microfabricated apertures 」 A. 
Hirano-Iwata (Tohoku Univ., Japan) 
「Pulse driven light-addressable potentiometric sensors for 
chemical imaging」C. F. Werner (Tohoku Univ., Japan) 
「Non-invasive measurement of blood glucose level based 
on mid-infrared spectroscopy using optical-fiber probe」Y. 
Matsuura (Tohoku Univ., Japan) 
 
3月3日 (水) 
「Molecular diagnostics with nanopore electronics」Maurits 
de Planque (Univ. Southampton, UK) 
「 Sensor Arrays for Stochastic Detection from 
Neurotransmitters to Nanoparticles」Bernhard Wolfrum 
(Technical University of Munich, Gernany) 
「 Characterization of Exosomes using Atomic Force 
Microscopy and Scanning Electron Microscopy」T. Ogino 
(Yokohama National University, Japan) 
「Characteristics of single electron device fabricated by 
repeated dispersion of gold nano particles」M. Moriya (The 
Univ. of Electro-Comm, Japan) 
「RT atomic layer deposition of TiO2and its application to 
nanoparticle coating」F. Hirose (Science and Engineering, 










（Langmuir, 26, 1949–1952 (2010).），このシリコンチ
ップ中に，薬物副作用評価の観点から注目されてい
るタンパク質hERGチャネルを包埋し，薬物副作用



















































(1)  Ryosuke Matsumura, Hideaki Yamamoto, Michio 
Niwano, and Ayumi Hirano-Iwata. “An 
electrically resistive sheet of glial cells for 
amplifying signals of neuronal extracellular 
recordings.” Appl. Phys. Lett., 108, 023701 
(2016). 
(2)  Ayumi Hirano-Iwata, Yutaka Ishinari, Hideaki 
Yamamoto, and Michio Niwano. “Micro- and 
Nano-Technologies for Lipid Bilayer-Based 
Ion-Channel Functional Assays.” Chem. Asian 
Journal, 10, 1266-1274 (2015).
 
     
図. 本手法により記録したヒトチャネル電流の例．(a) hERGチャネル, (b) Nav1.5チャネル, (c) GABAA受容体．
(a) (b) (c) 
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  代表者：竹島 康博 
（文京学院大学人間学部） 








   研究費：物件費13万7千円，旅費14万5千円 



















































































































































































































































no-beep 1-beep 2-beeps no-beep 1-beep 2-beeps no-beep 1-beep 2-beeps no-beep 1-beep 2-beeps

















を示す（n = 21）。 
図3．順応の前後におけるPSSの変化量。エラーバ
ーは95%信頼区間を示す（n = 21）。 
図4．順応の前後におけるJNDの変化量。エラーバ
ーは95%信頼区間を示す（n = 21）。 
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                              （萌芽・若手） 
採択番号 H27／A16 
 






  代表者：佐藤  翔輔 
（東北大学災害科学国際研究所） 













   延べ参加人数：30人 
   研究費：物件費13万7千円，旅費19万4千円， 


















































































































































 Miwa Kuri, Ikuko Miyahara, Shouske Sato, Mahito 
Watanabe, Kazuyuki Nakagawa: Think Geopark on 
Stricken Area: Disaster and Gift of Geo, Journal of 
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  代表者：大谷  智子 
（東京藝術大学芸術情報センター） 
  対応者：Jorge Trevino 
（東北大学電気通信研究所） 
































第1回研究打合せ 2016 年2月3～5日 
電気通信研究所内の防音シールド室にて実験をおこ
なった。 














































































（１）Tomoko OHTANI (accepted). Effect of 
vibration on the sense of presence and 
verisimilitude of audio-visual information, The 
31st International Congress of Psychology 2016, 
(Contributed Symposium Symposiast). 
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  代表者：大谷  智子 
（東京藝術大学芸術情報センター） 





























































































sound Digits Digits DigitsAudio stimuli







































他の条件間に有意な差が得られた（F (3,33) = 12.68, 















Prof. Hack-Yoon Kim（Department of Electronic 
Engineering, Cheongju University），Dr.Jae-Gap 
Suh（Div. Physical Metrology, Korea Research 
Institute of Standards and Science），ドイツから
Dr. Anna Warzybok（Medical Physics and Cluster 
of Excellence Hearing4all  Department of 





（１） Tomoko Ohtani, Shun Trai, Shuichi 
Sakamoto, and Yôiti Suzuki (2015). "Effects of a 
movie of speaker's irrelevant speech utterance on 
recalltask", 16th International Multisensory 
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  代表者：佐藤  逸人 
（神戸大学大学院工学研究科） 



































































































































[1] IEC-60268-16 (2011). 
[2] J. Audio Eng. Soc. 46, 396-405 (1998). 
[3] J. Acoust. Soc. Am. 123, 4514-4523 (2008). 






図2 音声了解度とBinaural U値の関係 
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  代表者：新谷 昌人 
（東京大学地震研究所） 














































































より，TAG-1 は市販の絶対重力計 FG-5（Micro-g 
solutions社、米国）の70%程度のサイズとなった。 
























































































































 図４ 微小距離投げ上げ装置 
 





































（１）V. D. Nagornyi, S. Svitlov, and A. Araya,  
Improving absolute gravity estimates by the 
Lp-norm approximation of the ballistic trajectory, 




発, 海洋調査技術, 28, 1, 29-32, 2016. 
（３）A. Araya, M. Shinohara, T. Kanazawa, H. 
Fujimoto, T. Yamada, T. Ishihara, K. Iizasa, and S. 
Tsukioka, Development and demonstration of a 
gravity gradiometer onboard an autonomous 
underwater vehicle for detecting massive 









信研究所研究活動報告, 21, 252-254, 2015. 
（６）M. Shinohara, T. Yamada, T. Ishihara, A. 
Araya, T. Kanazawa, H. Fujimoto, K. Uehira, S. 
Tsukioka, S. Omika, and K. Iizasa, Development 
of an underwater gravity measurement system 
using autonomous underwater vehicle for 
exploration of seafloor deposits, OCEANS 2015 --- 
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  片山 統裕（東北大学大学院情報科学研究科） 
秋間 学尚（東北大学電気通信研究所） 
  小山内 実（東北大学大学院医学系研究科） 
早川 美徳（東北大学教育情報基盤センター） 
丹野 航太（東北大学金属材料研究所） 
矢内 浩文（茨城大学 工学部） 
浅井 哲也（北海道大学大学院情報科学研究科） 
原田 知親（山形大学大学院理工学研究科） 













田中 敦 （山形大学大学院理工学研究科） 
佐野 雅己（東京大学大学院理学系研究科） 








  延べ参加人数：44人 
   研究費：物件費１３万８千円，旅費２７万円， 




































































1. MRI enabled activity mapping throughout the 
entire brain volume, S. Kikuta, Y. Nakamura, Y. 
Yamakura, N. Homma, Y. Yanagawa, H. Tamura, 
J. Kasahara, M. Osanai, Tohoku Univ., Japan 
2. Surface engineering technologies for 
constructing and analyzing neuronal circuits, A. 
Hirano-Iwata, H. Yamamoto, M. Niwano, Tohoku 
Univ., Japan 
3. Towards high-throughput acquisition of 
axonal-delay maps using high-density 
microelectrode arrays, U. Frey, T. Bullmann, X. 
Yuan, A. Hierlemann, RIKEN, Japan 
4. Modelling spike signalling in the hippocampal 
axons, H. Kamiya, Hokkaido Univ., Japan 
5. Function follows form: Controlling signal 
propagation by patterning populations of neurons, 
J. Albers, K. Zobel, A. Offenhäusser, Jülich 
Research Center, Germany 
6. Spontaneous activity patterns of small 
neuronal ensembles, H. Yamamoto, A. 
Hirano-Iwata, T. Tanii, S. Kubota, M. Niwano, 
Tohoku Univ., Japan 
7. Neural circuit reorganization during 
epileptogenesis, R. Koyama, Univ. Tokyo, Japan 
8. Optimizing electrical stimulation for treatment 
of Parkinson’s disease and epilepsy, T. Netoff, V. 
Nagaraj, A. Holt, L. Grado, Univ. Minnesota, USA 
9. Numerical optimization of deep brain 
stimulation by direct search, S. Kubota, J. Rubin, 
Yamagata Univ., Japan 
10. A modelling perspective of prefrontal cortex 
gamma-band activity in a multi-item working 
memory task, P. Herman, Royal Inst. Technology, 
Sweden 
11. On the action potential propagation: 
Established model and its limitations in 
myelinated axon, A. Martí, J. Madrenas, 
Technical Univ. Catalunya, Spain 
12. Brain inspired adiabatic quantum computing 
and learning, Y. Osakabe, S. Sato, M. Kinjo, K. 

















































1. 秋間 学尚, 佐藤 茂雄, 運動視により局所運動
を検出する神経回路網モデルのLSI化, 日本神経回
路学会誌, 22, 4, 152-161, 2015. 
2. T. Tohara, H. Liang, H. Tanaka, M. Igarashi, S. 
Samukawa, K. Endo, Y. Takahashi, T. Morie, 
Silicon Nanodisk Array with a Fin Field-effect 
Transistor for Time-domain Weighted Sum 
Calculation toward Massively Parallel Spiking 
Neural Networks, Appl. Phys. Express, 9, 3, 
034201, 2016. 
3. S. Uenohara, D. Atuti, K. Matsuzaka, H. 
Tamukoh, T. Morie, K. Aihara, A CMOS Circuit 
for PWM-mode Nonlinear Transformation Robust 
to Device Mismatches to Implement Coupled 
Map Lattice Models, Nonlinear Theory and Its 
Applications, IEICE, 6, 4, 570-581, 2015.  
4. Madoka Kubota, Ryo Takahashi, and Takashi 
Hikihara, Active and Reactive Power in 
Stochastic Resonance for Energy Harvesting. 
IEICE Transactions, 98-A, 7, 1537-1539, 2015. 
5. Shiu Mochiyama, Naoaki Fujii, Ryo Takahashi 
Takashi Hikihara, A Study on Trajectory Control 
of Manipulator Using Power Packet Dispatching, 
Proceedings of The 37th IEEE PELS 
International Telecommunications Energy 
Conference (INTELEC 2015), Osaka, Japan, Oct. 
18–22, 2015. 
6. N. Onizawa, D. Katagiri, K. Matsumiya, W. J. 
Gross, T. Hanyu, Gabor Filter Based on 
Stochastic Computation, IEEE Signal Processing 
Letters, 22, 9, 1224-1228, 2015.  
7. N. Onizawa, H. Jarollahi, T. Hanyu, W. J. 
Gross, Hardware Implementation of Associative 
Memories Based on Multiple-Valued Sparse 
Clustered Networks, IEEE Journal on Emerging 
and Selected Topics in Circuits and Systems 
(JETCAS), 2016, (in press).  
8. 矢内浩文, 林 健太, 漢字二字熟語の語彙判断に
おける概形の影響, 電子情報通信学会論文誌 D, 
J99-D, 1, 97-99, 2016. 
9. Xiang CAO, Jingmin XIN, Yoshifumi NISHIO, 
Nanning ZHENG, Spatial Signature Estimation 
with an Uncalibrated Uniform Linear Array, 
Sensors, 15, 6, 13899-13915, 2015. 
10. Chihiro IKUTA, Yoko UWATE, Yoshifumi 
NISHIO, Guoan YANG, Multi-Layer Perceptron 
with Pulse Glial Chain, IEICE Transactions on 
Fundamentals, E99-A, 3, 742-755, 2016. 
11. Tran T. T. Huong, Y. Mizugaki, A 
single-electron hysteretic inverter designed for 
enhancement of stochastic resonance, IEICE 
Electronics Express, 12, 17, 20150527-1-12, 2015. 
12. Toshikazu Samura, Yuji Ikegaya, Yasuomi D. 
Sato, A neural network model of reliably 
optimized spike transmission, Cognitive 
Neurodynamics, 9, 3, 265-277, 2015. 
13. J. Moriyasu, T. Saito, A Cascade System of 
Dynamic Binary Neural Networks and Learning 
of Periodic Orbit, IEICE Trans. Information and 
Systems, E98-D, 9, 1622-1629, 2015. 
14. K. Jin'no, R. Sano, T. Saito, Particle Swarm 
Optimization with Switched Topology, NOLTA, 
IEICE, 6, 2, 181-193, 2015. 
15. Norihito Higa, Mitsunaga Kinjo, Study on 
Design of Quantum Fourier Transform Gate 
Emulator, Proceeding of International Conference 
on Intelligent Informatics and BioMedical 
Sciences 2015, T2A-20938, 2015. 
16. 浅井 哲也, ニューロモルフィック工学・脳型機
械学習ハードウェアの行方, 日本神経回路学会誌, 
22, 4, 162-169, 2015.  
17. El-Sankary K., Asai T., Kuroda T., Motomura 
M., Crosstalk rejection in 3D-stacked inter-chip 
communication with blind source separation, 
IEEE Transactions on Circuits and Systems II, 62, 
8, 726-730, 2015. 
18. Kikuta S, Nakamura Y, Yamamura Y, Tamura 
A, Homma N, Yanagawa Y, Tamura H, Kasahara 
J, Osanai M, Quantitative activation-induced 
manganese-enhanced MRI reveals severity of 
Parkinson's disease in mice. Scientific Reports 5: 
12800, 2015. 
19. Shinji Doi, Takahiro Kodama, Hiroki Oosaki, 
Importance of sufficient precision in stable 
dynamics for the numerical computation of 
canards in singularly perturbed systems, NOLTA, 
IEICE, 6, 4, 454-465, 2015． 
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  代表者： 北村 喜文（東北大学電気通信研究所） 
  対応者： 北村 喜文（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
Miguel Nacenta (University of St Andrews) 
Sriram Subramanian 
(University of Sussex) 
Marianna Obrist (University of Sussex) 







英国University of St AndrewsのMiguel Nacenta先生，




トップコンファレンスである UIST (ACM 
Symposium on User Interface Software and Technology)
等に採択されている．その間，Subramanian教授は，
2011 年に東北大学電気通信研究所に招へい教授と
して 1 か月間在籍した．2014 年 11 月には，英国・
エジンバラ大学で開催された JSPS UK/Japan 
Symposium on Computer Graphics and Virtual Reality 
に，本研究代表者がその日本側オーガナイザとして
参加した際に両氏に会い，またその機会に英国
University of St AndrewsのNacenta先生を訪問し，本
研究プロジェクトについて打ち合わせを行った．そ







2015年10月に，University of Sussex のSriram 




(1) 講演タイトル：Shape of Things to Come 
講師：Sriram Subramanian  
(Professor at School of Engineering & 
Informatics, University of Sussex, UK.) 
概要： 
One of the visions on my research is to deliver 
novel experiences to users without instrumenting 
them with wearable or head-mounted displays. 
My team has been exploring various technical 
solutions to creating systems that can deform and 
transform into new objects or shapes while still 
supporting the display of visual content. For 
example, we created shape-changing tablets that 
can show maps with topographical information 
and morphing mirrors that can enable new forms 
of augmentation. In this talk, I will present some 
of our recent projects on this topic and conclude 
with the use of acoustic radiation forces to create 
shape-shifting atoms. 
略歴： 
Sriram Subramanian is a Professor of 
Informatics at the University of Sussex where he 
leads a research group on novel interactive 
systems. Before joining Sussex, he was a 
Professor of Human-computer Interaction at the 
University of Bristol (till July 2015) and prior to 
this a senior scientist at Philips Research 
Netherlands. He holds an ERC Starting Grant 
and has received funding from the EU FET-open 
call. In 2014 he was one of 30 young scientists 
invited by the WEF to attend their Summer 
Davos. Subramanian is also the co-founder of 
Ultrahaptics a spin-out company that aims to 
commercialise the mid-air haptics enabled by his 
ERC grant. In 2015, Ultrahaptics won the CES 
2015 top pick award for Best Enabling Technology. 
Prof. Subramanian’s research has been featured 
in several news media outlets around the world 
including CNN, BBC and Fox-News. 
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(2) 講演タイトル：The Exploration of Touch, Taste, 
& Smell Experiences 
講師：Marianna Obrist Reader at University of 
Sussex, UK 
概要： 
Despite the fact that interactive technologies 
have permeated our environment (e.g., mobile, 
ubiquitous, social computing) and have become 
an essential part of our everyday life (e.g., work, 
leisure, education, health, etc.), the way we 
interact with them is still limited. Interactive 
systems stimulate dominantly our senses of 
vision and hearing, partly our sense of touch (e.g., 
vibration in mobile phones), while our senses of 
taste and smell are widely neglected and 
under-exploited in Human-Computer Interaction 
(HCI) research. In this talk, Marianna Obrist will 
talk about her research on multisensory 
experiences for interactive technologies, especially 
her investigation of the sense of touch, taste and 
smell experiences to inform the design of future 
interactive systems. 
略歴： 
Marianna Obrist is a Reader in Interaction 
Design at the University of Sussex, UK. She is 
leading the Sussex Computer Human Interaction 
integrated in the Creative Technology research 
group established within the School of 
Engineering and Informatics. Prior to joining 
Sussex, she was a Marie Curie Fellow at Culture 
Lab at the School of Computing Science in 
Newcastle University and before she worked as 
an Assistant Professor for Human-Computer 
Interaction at the Department of Computer 
Science at the University of Salzburg, Austria. 
Her current research focuses on the systematic 
exploration of touch, taste, and smell experiences 
as future interaction modalities.  















University of St Andrews の Nacenta 先生，
University of SussexのSubramanian先生はいず

























Yoshifumi Kitamura, Dynamic Aware Interiors — 
Rethinking Interactive Displays, Proceedings of 
the International Display Workshops, Vol. 22, pp. 
1-4, December 2015. 
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  代表者：打矢 隆弘 
（名古屋工業大学情報基盤センター） 



































































電気通信研究所本館 5F M501 室（参加者：打矢，
木下，菅原，藤田，北形，笹井，高橋） 
第2回研究発表会：平成28年2月24日14:00～，





















































































(1) Tetsuo Kinoshita, "Basic Characteristics of a 
Macroscopic Measure for Detecting Abnormal Changes 
in a Multiagent System", Sensors, Vol. 15, No. 4, 
pp.9112-9135, 2015. 
(2) Moulin, C., Kaeri, Y., Sugawara, K., & Abel, M.-H., 
“Capitalization of remote collaborative brainstorming 
activities”, Computer Standards & Interfaces, accepted. 
(3) 真部雄介, 松嵜晃司, 菅原研次,  “複数の歩行状
態に対応した加速度センサに基づく人物識別”, 
日本知能情報ファジィ学会 知能と情報, Vol.27, No.5, 
pp.711-722, 2015. 
(4) Takahiro Uchiya, Motohiro Shibakawa, Ichi Takumi, 
Tetsuo Kinoshita, "Multiagent-based distributed backup 
system for individuals", Proc. of 2005 IEEE/ACIS 14th 
International Conference on Computer and Information 
Science (ICIS), pp.361-366, 2015. 
(5) Masato Hibino, Takahiro Uchiya, Ichi Takumi, Tetsuo 
Kinoshita, "Development Tool of Q-Nash Learning Agent 
for Intelligent System", Proc. of the 18th International 
Conference on Network-Based Information Systems 
(NBiS-2015), pp.582-585, 2015. 
(6) Masato Hibino, Takahiro Uchiya, Ichi Takumi, Tetsuo 
Kinoshita, "Development Support of Nash-Q Learning 
Agent on Agent Framework DASH", Proc. of the 4th 
IEEE Global Conference on Consumer Electronics 
(GCCE 2015), pp.296-297, 2015. 
(7) Claude Moulin, Kenji Sugawara, Yuki Kaeri, 
Marie-Hélène Abel, “ Distributed Architecture for 
Supporting Collaboration” , OTM Workshops, Oct, 
Rhodes, pp.391-400, 2015. 
(8) Yuki Kaeri, Kenji Sugawara, Yusuke Manabe, Claude 
Moulin, “A Support System for Remote Brainstorming 
Sessions”, Proc. of ICCI*CC, pp.303-307, 2015. 
(9) Yuki Kaeri, Kenji Sugawara, Yusuke Manabe, Claude 
Moulin, “Prototyping a Meeting Support System using 
Ubiquitous Agents”, Proc. of the 2015 IEEE 19th 
International Conference on Computer Supported 
Cooperative Work in Design, pp.18-23, 2015. 
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 代表者： 髙橋 秋典 
（秋田大学大学院工学資源学研究科） 
 対応者：木下 哲男 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 




上田 浩 （京都大学学術情報メディアセンター） 
奈須野 裕（苫小牧工業高等専門学校） 
五十嵐 隆治（秋田大学大学院工学資源学研究科） 
橋本 仁  （秋田大学大学院工学資源学研究科） 
横山 洋之 （秋田大学情報統括センター） 
藤原 克哉 （秋田大学大学院工学資源学研究科） 






































































































































































(1) 山田良介, 谷村優介, 笹井一人, 髙橋秋典, 北
形元, 五十嵐隆治, 木下哲男, "エージェントに
基づくネットワークデータ分析支援基盤," 情
報処理学会第 78 回全国大会予稿集, Mar. 
2016. 
(2) 稲次優斗, 相澤勇斗, 永野翔, 岩谷幸雄, 五十
嵐隆治, 髙橋秋典, 木下哲男, "非輻輳相を考慮
した相転移モデルの挙動, " 平成 28 年東北地
区若手研究者研究発表会, Mar. 2016. 
(3) 稲次優斗, 岩谷幸雄，髙橋秋典, 五十嵐隆治, 
木下哲男, 上田浩，"相転移モデルに基づくパケ
ットフロー監視に関する研究," 電子情報通信
学会総合大会, B-7-21, Mar. 2016.  






(5) 髙橋俊彦, 髙橋秋典, 五十嵐隆治, 上田浩, 岩








(DPSWS2015)論文集, pp.156-163, Oct. 2015. 
(優秀論文賞) 
(7) 西沢英朗, 加藤陽介, 小原仁, "プローブロスの
影響を最小とするプローブペアを用いた可用
帯域推定方式の検討," 平成27年度電気関係学
会東北支部連合大会予稿集, 1G04, Aug. 2015． 
(8) 髙橋俊彦, 髙橋秋典, 五十嵐隆治, 上田浩, 岩
谷幸雄, 木下哲男, "R/S Pox Diagram のプロ
ット度数分布に着目した異常検知手法に関す
る検討," 平成27年度電気関係学会東北支部連
合大会予稿集, 2H06, Aug. 2015． 
(9) 稲次優斗, 岩谷幸雄, 髙橋秋典, 五十嵐隆治, 
木下哲男, "非輻輳相の持続時間を用いた相転
移モデルの挙動," 平成27年度電気関係学会東
北支部連合大会予稿集, 2H09, Aug. 2015． 
(10) 西沢英朗, 加藤陽介, 小原仁, "プローブトレイ
ンペアを用いた可用帯域測定方式の改良," 計
測自動制御学会東北支部第 296 回研究集会, 
No.296-1, Jul. 2015 




学会第 77 回全国大会予稿集，5E-04，Mar. 
2015. 
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  代表者：福田 晃  
（九州大学大学院システム情報科学研究院） 




石川 博 （静岡大学情報学部） 
石原 進 （静岡大学工学部） 
小花 貞夫（電気通信大学電気通信学部） 
 片岡 信弘（東海大学電子情報学部）  
 小泉 寿男（東京電機大学理工学部） 
 佐藤 文明（東邦大学理学部） 
 白石 陽 （はこだて未来大学システム情報科学部） 
 白鳥 則郎（早稲田大学大学院国際情報通信研究科） 
 高橋 修 （はこだて未来大学システム情報科学部）  
 滝沢 誠 （法政大学理工学部） 
 塚本 昌彦（神戸大学工学部） 
 富樫 敦 （宮城大学事業構想学部）  
 桧垣 博章（東京電機大学理工学部）  
東野 輝夫（大阪大学大学院情報科学研究科） 
 水野 忠則（愛知工業大学情報科学部） 
 宮西 洋太郎（(株)アイエスイーエム）  
 宗森 純 (和歌山大学) 
 村山 優子（岩手県立大学ソフトウェア情報学部）  
 由井薗 隆也（北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科） 
 渡辺 尚 （大阪大学大学院情報科学研究科）  
  延べ参加人数：23人 














































































































った．その結果，走行車両 176 台中 150 台が正し
























































































究会, ASN2015-98 (2016) 
(2)  García-López, P., Montresor, A., Epema, D., 
Datta, A., Higashino, T., Iamnitchi, A., 
Barcellos, M., Felber, P., Riviere, E., 
"Edge-centric Computing: Vision and Challenges",  
ACM SIGCOMM Computer Communication Review, 
Vol.45, No.5, pp.37-42, 2015. 
(3)  Kohei Kasori, Fumiaki Sato, "Location 
Privacy Protection Considering the Location 
Safety", The 18-th The International Conference 









論文誌Ａ，Vol.135, No.11, pp.655-665(2015) 
(6) Fatos Xhafa, Christian Sánchez, Admir Barolli, 
and Makoto Takizawa, Solving Mesh Router Nodes 
Placement Problem in Wireless Mesh Networks by 
Tabu Search Algorithm, Journal of Computer and 
System Sciences (JCSS), Vol.81, No.8, Dec. 2015, 
pp.1417-1428 (DOI: 10.1016/j.jcss.2014.12.018). 
(7) Noriki Uchida, Goshi Sato, Yoshitaka Shibata, 
Norio Shiratori: Proposal of connectivity 
Support Methods with Autonomous Flight Wireless 
Nodes for Never Die Network, pp.387-392, The 18th 
International Conference on Network-Based 
Information Systems (NBiS) Taipei, Taiwan 
(Sept.2015). 
(8) 松浦 絵理，鈴木 理沙，本間 秀太郎，熊崎 博
一，岡田 謙一:"医療用嗅覚ディスプレイを用いた自
閉スぺクトラム症児の嗅覚検知能力測定", 情報処
理学会論文誌 Vol.57 No.2 803–810 (2016) 
(9) Takuya Fujihashi, Shiho Kodera, Shunsuke 
Saruwatari, Takashi Watanabe, Wireless 
Multi-view Video Streaming with Subcarrier 
Allocation, IEICE Transactions on 
Communications,Vol.E99-B, No.2, pp.542-554, Feb. 
2016. 
(10) Takamasa Mizukami, Katsuhiro Naito, Chiaki 
Doi, Ken Ohta, Hiroshi Inamura, Takaaki Hishida, 
and Tadanori Mizuno: Evaluation of an Unconscious 
Participatory Sensing System with iOS Devices, 
Proceedings of International Workshop on 
Informatics (IWIN2015), pp.117-123(2015.9). 
(11) Juntao Gao, Yulong Shen, Xiaohong Jiang, 
Osamu Takahashi, Norio Shiratori: End-to-End 
Delay Modeling for Mobile Ad Hoc Networks: A 
Quasi-Birth-and-Death Approach, Ad Hoc & Sensor 
Wireless Networks 29(1-4): 265-285 (2015). 
(12) Shigemi Ishida, Kousaku Izumi, Shigeaki 
Tagashira, and Akira Fukuda, WiFi AP-RSS 
Monitoring using Sensor Nodes toward Anchor-Free 
Sensor Localization, IEEE 82nd Vehicular 
Technology Conference (VTC2015-Fall), pp.1-5 
(2015) 
(13) Fumiaki Sato， "A Reputation System that 
Resists a Collusive Attack Focused on a Specific 
Target" ，Journal of Information Processing 
Vol.24, No.2 pp.211-216 (2016). 
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内山彰   （大阪大学大学院情報科学研究科） 
猿渡俊介 （静岡大学大学院情報学研究科） 








梶克彦  （愛知工業大学情報科学部情報科学科） 
内藤克浩 （愛知工業大学情報科学部情報科学科）  
吉廣卓哉 （和歌山大学システム工学部） 





物件費   １３万７千円 
旅費  ２６万１千円 





































































































































































































(2) Y. Arakawa and Y. Matsuda, “[Invited Paper] 
Gamification mechanism for enhancing a 
participatory urban sensing: survey and 
practical results,” Journal of Information 
Processing, Vol.24, No.1, pp.31–38, 2016. 
(3) 赤池勇磨, 荒川豊, 諏訪博彦, 安本慶一, “参
加型センシングの効率化に向けたコンテキス
トに基づく応答の推定,” 情報処理学会論文
誌, Vol.57, No.2,pp.543 - 552, 2016 年 2 月. 




文集, Vol. 2015, No. 1, pp. 1217-1225 (July 
2015). 




(6) K. Narumi, S. Hodges, and Y. Kawahara, 
“ConductAR: An Augmented Reality Based Tool 
for Iterative Design of Conductive Ink 
Circuits,” Proc. of ACM UbiComp 2015, pp. 
791-800, Osaka, Japan, Sept. 2015. 
(7) A. Uchiyama, T. Hamatani, and T. Higashino, 
"Estimation of Core Temperature Based on a 
Human Thermal Model Using a Wearable Sensor", 
in Proceedings of IEEE 4th Global Conference 
on Consumer Electronics (GCCE 2015), 2015. 
(Invited Talk) 
(8) K. Tanaka, F. Sugihara, K. Naito, H. Suzuki, 
and A. Watanabe, “Design of an application 
based IP mobility scheme on Linux systems,”, 
in Proceedings of International Workshop on 
Informatics (IWIN) 2015, September 2015. 
(9) 梶克彦，河口信夫，安定センシング区間検出に
基づく3次元歩行軌跡推定手法，情報処理学会
論文誌，Vol.57, No.1, pp.12-24,2016. 
(10) 木谷友哉, "複数の運動センサと測位装置のみ
を用いた二輪車の車体運動計測手法の基礎検
討," 自動車技術会 2015年春季大会 講演予稿
集, pp. 1995-2000, May 2015. 
(11) W. Nishio, H. Adachi, H. Suzuki and Y. 
Matsumoto, “Estimation of bus traveling 
section using wireless sensor networks for 
bus location system,” in Proceedings of the 
22nd ITS World Congress 2015, No. ITS-1694, 
pp.1-10, October 2015. 
(12) Z. Peng, T. Kato, H. Takahashi, T. Kinoshita, 
"Intelligent Home Security System Using 
Agent-based IoT Devices," Proc. of the 4th 
IEEE Global Conference on Consumer 
Electronics (GCCE 2015), pp.313-314, Oct. 
2015. 
(13) S. Hyuga, M. Ito, M. Iwai, K. Sezaki, 
"Estimate a User’s Location Using 
Smartphone’s Barometer on a Subway" 
MELT2015:5th International Workshop on 
Mobile Entity Localization and Tracking in 
GPS-less Environments co-located with 23rd 
ACM SIGSPATIAL, Nov.3, 2015. (Best Paper) 
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    大沼卓也（東北大学国際高等研究教育院院 
         生） 
    和田有史（独立行政法人農業・食品産業技 
         術総合研究機構） 
    鈴木陽一（東北大学電気通信研究所教授）  
 延べ参加人数：6人 
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（三重大学大学院工学研究科） 
押山 淳  
（東京大学大学院工学系研究科） 


















平山 祥郎  
（東北大学大学院理学研究科） 
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1. Meydi Ferrier, Tomonori Arakawa, Tokuro 
Hata, Ryo Fujiwara, Raphaëlle Delagrange, 
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Akira Oguri and Kensuke Kobayashi, 
“Universality of non-equilibrium 
fluctuations in strongly correlated quantum 
liquids”, Nature Phys. 12, 230-235 (2016). 
2. I. Mahboob, N. Perrissin, K. Nishiguchi, D. 
Hatanaka, Y. Okazaki, A. Fujiwara, and H. 
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Coupling in a Micromechanical Resonator 
Embedded with a Nanomechanical 
Resonator", Nano Lett. 15, 2312–2317 
(2015). 
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Friedland and H. Yamaguchi, “Optically 
induced strong intermodal coupling in 
mechanical resonators at room 
temperature”, App. Phys. Lett. 107, 091906 
(2015). 
4. Lin Chen, Fumihiro Matsukura, and Hideo 
Ohno, "Electric-Field Modulation of 
Damping Constant in a Ferromagnetic 
Semiconductor (Ga,Mn)As", Phys. Rev. Lett. 
115, 057204 (2015). 
5. S. DuttaGupta, S. Fukami, C. Zhang, H. 
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Ohno, "Adiabatic spin-transfer-torque- 
induced domain wall creep in a magnetic 
metal," Nature Physics, 3593, (2015). 
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Matsunami, K. Tanaka, S. Kimura, S. 
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Quantum and Surface-State Effects in the 
Bulk Fermi Level Position of Ultrathin Bi 
films", Phys. Rev. Lett. 115, 106803 (2015). 
7. A.V. Matetskiy, S. Ichinokura, L.V. 
Bondarenko, A.Y. Tupchaya, D.V. Gruznev, 
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"Two-dimensional superconductor with 
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compound on Si(111)", Phys. Rev. Lett. 115, 
147003 (2015). 
8. Yuki Sakai and Atsushi Oshiyama, 
“Structural stability and energy-gap 
modulation through atomic protrusion in 
freestanding bilayer silicene”, Phys. Rev. B 
91, 201405 (2015). 
9. Zhi-Xin Guo, Yue-Yu Zhang, Hongjun Xiang, 
Xin-Gao Gong, and Atsushi Oshiyama, 
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applications of multilayer silicene”, Phys. 
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Luno Yoshikawa, Youiti Ootuka, Satoshi 
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of a Two-dimensional Electron System”, 
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11. Yusuke Shibata, Shintaro Nomura, Hiromi 
Kashiwaya, Satoshi Kashiwaya, Ryosuke 
Ishiguro, and Hideaki Takayanagi, 
“Imaging of current density distributions 
with a Nb weak-link scanning nano-SQUID 
microscope”, Sci. Rep. 5, 15097 (2015). 
12. Shigemasa Suga, Christian Tusche, 
Yu-ichiro Matsushita, Martin Ellguth, 
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"Momentum microscopy of the layered 
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Photovoltaics, 5, 1613 (2015). 
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     （九州大学大学院システム情報科学研究院） 























































参加者：8月31日 44人、9月1日 37人 
1. 微粒子プラズマの新しい発展性 
 石原 修（中部大学）  
2. 微粒子プラズマ物理に関する最近の研究 -14th 
Workshop on the Physics of Dusty Plasmaに出席して-   
 林 康明（京都工芸繊維大学）  
3. Cs フリー表面生成法によるイオン性プラズマの
生成 
 大原 渡（山口大学）   
4. アモルファスシリコン系薄膜太陽電池作製プロ
セス 
 松田 彰久（大阪大学） 
5. プラズマ遺伝子注入のためのプラズマ制御  
 金子 俊郎（東北大学）  
6. コンプレックス･プラズマ中における微粒子の流
れに関する実験  
 齋藤 和史（宇都宮大学）  
7. 小惑星衝突による有機分子合成（ガス銃を用いた
モデル実験） 
 大河内 一輝，三重野 哲（静岡大学）  
8. プラズマ中2対衝突ダスト間引力･斥力の検出 




 内田 儀一郎（大阪大学） 
［３］成果 
 （３－１）研究成果 




















































































 平成 27 年 12 月 10 日、11 日、核融合研究所で
本プロジェクトと関連した国際ワークショップ、
第 16 回微粒子プラズマ研究会が開催された





















[1] "Equilibrium and non-equilibrium charge-state 
distributions of 2.0 MeV/u carbon ions passing 
throughcarbon foils", M.Imai, M.Sataka, 
M.Matsuda, S.Okayasu, K.Kawatsura, K.Takahiro, 
K. Komaki, H. Shibata, K. Nishio, Nucl. Instrum. 
Meth. Phys. Res. B 354 172-176 (2015). 
[2] "Femtosecond Time-Resolved Electron 
Microscopy", Jinfen Yang, Yoichi Yoshida, Hiromi 
Shibata, Electronics and Communications in Japan 
98 (11) 50-57 (2016). 
[3] "Generation of TerahertzWaves Using Ultrashort 
Electron Beams from a Photocathode 
Radio-Frequency Gun Linac", Koichi Kan, Jinfen 
Yang, Atsushi Ogata, Takafumi Kondoh, Masao 
Gohdo, Hiromi Shibata, Yoichi Yoshida, Electronics 
and Communications in Japan 99 (1) 22-31 (2016). 
[4] "Motions of dust particles in a complex plasma with 
an axisymmetric nonuniform magnetic field", 
Yoshifumi Saitou, Phys. Plasmas vol. 23 (2016) 
013709-1 - 013709-5.  
[5] "Production of carbonaceous molecules by the 
impact reaction in nitrogen gas by use of a gas-gun", 
T. Mieno, K. Ookouchi, K. Kond, S. Hasegawa, K. 
Kurosawa, Advanced Materials Res.  Vol. 1117 
(2015) pp.31-34. 
[6] "Possibility of production of amino acids by impact 
reaction using a light-gas gun as a simulation of 
asteroid impacts", K. Okochi, T. Mieno, K. Kondo, 
S. Hasegawa, K. Kurosawa, Orig Life Evol Biosph 
45 (2015) pp. 195-205. 
[7] "Conductive cotton textile from safely functionalized 
carbon nanotubes", Md. J. Rahman, T. Mieno, J. 
Nanomaterials, 2015 (2015) ID 978484-1-10. 
[8] "Evolution of functionlized multi-walled carbon 
nanmotubes by dendric polymer coating and their 
anti-scanvenging behavior during curing process", A. 
K. M. Moshiul Alam, M. D. H. Beg, R. M. Yunus, 
M. F. Mina, K. H. Maria, T. Mieno, Materials Letters, 
367 (2016)58-60. 
[9] "Effect of gelatin on the water dispaersion and 
centrifugal purification of single walled carbon 
nanotubes", Jpn. J. Appl. Phys. 55 (2015) 
01AE04-1-6.  
【国際会議講演】 
[1] "Cosmic Dust Detector", Hiromi Shibata, 7th Asian 
Forum for Accelerators and Detectors (Uji, Kyoto 
1-3 Jan. 2016).招待講演 
[2] "Measurement of Ar metastable atom and void 
structure in reactive dusty plasma", G. Uchida, K. 
Koga, M. Shiratani, 16th Workshop on Fine Particle 
Plasmas (National Institute for Fusion Science, Toki, 
Japan, December 10-11, 2015). 
[3] "Mie-Scattering Ellipsometry System for Analysis of 
Dust Formation Process in Large Plasma Device", Y. 
Hayashi, M. Kawano, A. Sanpei, S. Masuzaki, The 
14th Dusty Plasmas Workshop (Auburn, AL, USA; 
May,2015). 
[4] "Initial result of three-dimensional reconstruction of 
dusty plasma with integral photography technique", 
A. Sanpei, N. Takao, Y. Kato, Y. Hayashi, The 14th 













採択回数 １   ２   ３ 
                                 （萌芽） 






  代表者：山本 健一 
（琉球大学工学部） 
  対応者：石山 和志 
 枦 修一郎 
（東北大学電気通信研究所） 







































































































































(1) Y. Watanabe, T. Yanai, M. Otsubo, A. 
Takahashi, T. Ohgai, M. Nakano, K. Suzuki, 
H. Fukunaga, “Improvement in current 
efficiency of electroplated Fe-Ni films 
prepared in citric-acid-based baths”, Journal 
of Applied Physics, 117, No.17, 2015.5, 
#17A326. 
 
(2) R. Parsons, T. Yanai, H. Kishimoto, A. Kato, M. 
Ohnuma, and K. Suzuki, “Induced magnetic 
anisotropy in Si-free nanocrystalline soft 
magnetic materials: A transmission x-ray 
diffraction study”, Journal of Applied Physics, 
117, No.17, 2015.5, #17A333. 
 
(3) H. Fukunaga, R. Hori, M. Nakano, T. Yanai, R. 
Kato, Y. Nakazawa, “Computer simulation of 
coercivity improvement due to 
microstructural refinement”, Journal of 
Applied Physics, 117, No.17, 2015.5, pp. 
17A729. 
 
(4) T. Yanai, K. Furutani, T. Ohgai, M. Nakano, K. 
Suzuki, and H. Fukunaga, “Fe-Pt thick-film 
magnets prepared by electroplating method”, 
Journal of Applied Physics, 117, No.17, 
2015.5, #17A744. 
 
(5) T. Yanai, K. Shiraishi, Y. Watanabe, T. Ohgai, 
M. Nakano, K. Suzuki, and H. Fukunaga, 
“Magnetic Fe-Co films electroplated in a 
deep-eutectic-solvent-based plating bath”, 
Journal of Applied Physics, 117, No.17, 
2015.5, #17A925. 
 
(6) M. Nakano, Y. Chikuba, M. Oryoshi, A. 
Yamashita, T. Yanai, R. Fujiwara, T. Shinshi, 
H. Fukunaga, “Nd-Fe-B Film Magnets With 
272
共同プロジェクト研究 
Thickness Above 100 um Deposited on Si 
Substrates”, IEEE Transactions on 
Magnetics, 51, Issue 11, 2015.11, #2102604. 
 
(7) M. Nakano, K. Fujiyama, T. Yanai, M. Itakura, 
H. Fukunaga, “Nd-Fe-B Thick-Film 
Magnets Prepared by High Laser Energy 
Density”, IEEE Transactions on Magnetics, 
51, Issue 11, 2015.11, #2105104. 
 
(8) Y. Watanabe, M. Otsubo, A. Takahashi, T. 
Yanai, M. Nakano, H. Fukunaga, 
“Temperature Characteristics of a Fluxgate 
Current Sensor With Fe-Ni-Co Ring Core”, 
IEEE Transactions on Magnetics, 51, Issue 
11, 2015.11, #4004104. 
 
(9) T. Yanai, K. Shiraishi, T. Akiyoshi, K. Azuma, Y. 
Watanabe, T. Ohgai, T. Morimura, M. 
Nakano, and H. Fukunaga, “Electroplated 
Fe-Co-Ni films prepared from 
deep-eutectic-solvent-based plating baths”, 
AIP advances, 2016.5, to be published.  
 
(10) T. Yanai, K. Azuma, K. Eguchi, Y. Watanabe, 
T. Ohgai, M. Nakano, H. Fukunaga, “Effects 
of annealing and pulse plating on soft 
magnetic properties of electroplated Fe-Ni 
films”, AIP advances, 2016.5, to be published. 
 
(11) T. Yanai, K. Furutani, T. Masaki, T. Ohgai, M. 
Nakano, and H. Fukunaga, “Electroplated 
Fe-Pt thick films prepared in plating baths 
with various pH values”, AIP advances, 
2016.5, to be published. 
 
(12) M. Naoe, N. Kobayashi, S. Ohnuma, M. 
Watanabe, T. Iwasa, and H. Masumoto: 
“Ultra-high resistive and anisotropic 
CoPd-CaF2 nanogranular soft magnetic 
films prepared by tandem-sputtering 
deposition”, Journal of Magnetism and 
Magnetic Materials, vol. 391, pp.213-222 
(2015.10). 
 
(13) M. Yamashita and T. Honda, Fabrication of 
Magnetic Microactuators for Cytology Brush 
Built into Capsule Endoscope, Electronics 
and Communications in Japan, Vol. 98, 
pp.27-34 (2015) 
 
(14) K. Hajima, M. Yamashita, T. Honda, 
Performance evaluation of magnetically 
driven cytology brush applicable to capsule 
endoscopy, International Journal of Applied 
Electromagnetics and Mechanics, Vol.50, 
pp.167-176 (2016) 
 
(15) M. Takezawa, H. Taneda and Y. Morimoto, 
“Relationship between Microstructure and 
Magnetic Domain Structure of Nd-Fe-B 
Melt-Spun Ribbon Magnets”, Frontiers of 
Materials Science, Vol.9, No.2, pp.206-210 
(2015). 
 
(16) K.Yamamoto, T.Hamada, S.Yanase, “Effects 
of compressive stress normal to the surface 
of grain-oriented electrical steel sheets”, Int. 
J. Applied Electromagnetics and Mechanics, 





採択回数 １   ２   ３ 






  代表者：白井 正文 
（東北大学大学院工学研究科） 
  対応者：白井  正文 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
小田 竜樹（金沢大学 理工研究域） 
中村 浩次（三重大学 工学研究科） 
古場 次朗（三重大学 工学研究科） 
名和 憲嗣（三重大学 工学研究科） 
三浦 良雄（京都工芸繊維大学） 
鈴木 義茂（大阪大学 基礎工学研究科） 






喜多 浩之（東京大学 工学系研究科） 
大石 竜輔（東京大学 工学系研究科） 
千葉 大地（東京大学 工学系研究科） 
小山 知弘（東京大学 工学系研究科） 
辻川 雅人（東北大学 電気通信研究所） 
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  代表者：尾松  孝茂 
（千葉大学大学院融合科学研究科） 
  対応者：枝松  圭一 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者：板谷治郎   (東京大学) 
早瀬潤子 (慶応大学) 
永井正也 (大阪大学) 
前田 はるか (青山学院大学) 
三代木伸二 (東京大学) 



























5月20日 プロジェクト採択通知 準備開始 
6 月 19 日 招待講演者リストアップと研究会日程
の決定。（東北大学電気通信研究所） 



























13:00 開会の挨拶 前田 はるか 
13:05－14:20  原子分子・量子光学(I) 










14:20－14:35  休憩 
14:35－15:05  計測科学 




15:05－15:35 張 紀久夫 招待講演1 「電磁応答
理論の第一原理的構築：ミクロな非局所応答から
マクロなマクスウェル方程式へ」 
15:35－16:20 河野 行雄（東工大） 招待講演2  
「テラヘルツナノデバイス・計測とその応用：最
近の進展」 
16:20－16:35  休憩 
16:35－17:50  メタマテリアル・非線形分光の新
展開 




永井 正也 「THz パルスを用いた固体表面から
の電子放出とイオン化」 




















10:45－11:05  休憩 










12:05－12:40  今後の展望とまとめ 
参加者 「光科学に関する将来展望」 
伊藤 弘昌 まとめ 
12:40 閉会の挨拶 枝松圭一 （東北大） 
 
○研究成果 
1) “Evaluation of complex conductivity in a circularly 
polarized field by terahertz time-domain reflection 
spectroscopy with a phase shifter,” T. Morimoto, G. 
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9(2), 022402 (2016.). 
2) “Spectrally resolved Hong-Ou-Mandel interference 
between independent photon sources,” R.-B. Jin, T. Gerrits, 
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Terai, R. Shimizu, M. Takeoka, and M. Sasaki, Opt. 
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Express 23(22), 28836 (2015). 
3) “Trapping waves with terahertz metamaterial absorber 
based on isotropic Mie resonators,” R. Yahiaoui, K. Hanai, 
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Hangyo, Opt. Lett. 40, 3197 (2015). 
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Morita, T. Omatsu, "Optical vortex pulse illumination to 
create chiral monocrystalline silicon nanostructures," 
Physica Status Solidi (A) (2015) DOI: 
10.1002/pssa.201532661. 
6) N. Ishii, K. Kaneshima, S. Watanabe, and J. Itatani, 
"Generation of ultrashort intense optical pulses at 1.6 ¥mu 
m from a bismuth riborate-based optical parametric 
chirped pulse amplifier with arrier-envelppe phase 
stabilization," J. Opt. 17, 094001-1-8 (2015). 
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  代表者：大平 孝 
（豊橋技術科学大学） 
  対応者：末松 憲治 
（東北大学 電気通信研究所） 
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伊東 健治（金沢工業大学 工学部） 
伊山 義忠（熊本高専） 
澤谷 邦男（東北大学 工学部） 
常信 和清（富士通研究所） 
高木 直（東北大学 電気通信研究所） 
徳満 恒雄（住友電工） 
二川 佳央（国士舘大学 理工学部） 
野本 俊裕（東北工業大学 工学部） 


















発電、スマートメータ、HEMS(Home Energy  


















































専における電磁波技術教育の授業実践報告」                           
伊山 義忠 
(9)「FETDCアンプ，超弩級真空管アンプの話」松永 誠 












に実部と虚部に分解して ln Z = μ+jφ と書き、μ
をログマグ（単位：ネーパー）、φを位相（単位：
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仲泊 聡 （国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ病院） 
西田 眞也（NTTコミュニケーション科学基礎研） 
福田 一帆（東京工業大学） 
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異方性を利用した 6 mm 薄膜の弾性定数推定，








定，垂直 MPB を持つ(K,Na,Li)NbO3-BaZrO3- 
(La,Na)TiO3非鉛系圧電セラミックス について発
表があった． 
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１．開会挨拶  中沢正隆（東北大学） 
２．10 GHz, 1.55 μm HCN 周波数安定化モード同期フ
ァイバレーザ：○吉田一貴・葛西恵介・吉田真人・
中沢正隆（東北大） 
３．Development of 750-MHz repetition-rate optical 





















2.56 Tbit/s/ch-525 km DQPSK伝送：○原子広大・
鈴木大貴・廣岡俊彦・中沢正隆（東北大） 
12．周波数利用効率10.7 bit/s/Hzを有する448 Gbit/s, 
32 Gbaud 128 QAM-150 kmコヒーレント伝送：○葛
西恵介・王怡昕・David Odeke Otuya・吉田真人・
中沢正隆（東北大） 
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  小林 亮 氏（広島大学） 
14:15 スナガニから探る脚間協調メカ
ニズム 
  石川将人 氏（大阪大学） 
15:30 ムカデの脚間協調メカニズムを
探る 






  大須賀公一 氏（大阪大学） 
17:15 昆虫のロコモーションに内在す
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果の第 1 の 3）を進展させるため，プロジェクトの
分担者で両眼立体視を専門とするPhilip M. Grove 





































講演者：Philip M. Grove (The University of 
Queensland, Brisbane, Australia)  
題目：Single and double vision in the central 
binocular field 
要旨：The human visual system receives input 
from two laterally separated forward facing eyes. 
The result is that the two eyes’ retinal images 
contain slight image differences, called disparities. 
Wheatstone (1838) famously demonstrated the 
importance of disparities for depth perception by 
presenting two 2D images corresponding the left 
and right eyes’ view of a 3D object that yielded a 
vivid impression of three-dimensional volume. 
Over a limited range, binocular disparities 
underlie vivid and precise stereoscopic depth 
perception accompanied by single vision. Outside 
this range, double vision ensues and stereoscopic 
depth perception is degraded. I will present 
results from four recent studies examining the 
conditions under which single and double vision 
are experienced. These experiments provide 
updates for existing accounts of binocular 
correspondence and the distribution of fusible 
disparities in the central binocular field. I will also 
link these results to specific applications of 
stereoscopic imaging such as 3D television, 
cinema, and surgical interfaces. 
 2）3月17日基礎心理学フォーラムにおける講演 
講 演 者 ： Mark W Greenlee (University of 
Regensburg, Regensburg, Germany) 
題目：Functional and structural MRI studies of 
multisensory integration underlying self-motion 
perception  
要旨：Since the advent of functional magnetic 
resonance imaging cognitive science has 
experienced a turn towards neuroscience. Models 
of perceptual and cognitive functions can now be 
tested against patterns of human brain activity in 
anatomically well-defined regions of interest. 
Structural and functional connectivity analyses 
can inform us about how different brain regions 
are interconnected and interact in perceptual and 
cognitive tasks, as well as during resting states. I 
will report on a series of experiments that aimed 
to reveal the visual-vestibular sensory processing 
underlying self-motion perception. We (Frank et 
al., 2014) localized regions in the posterior insula 
using fMRI and looked at its connectivity with 
DTI-based probabilistic fiber-tracking to other 
brain regions. The results suggest that two areas 
in this part of the brain are involved in 
self-motion perception: the parietal insular 
vestibular cortex (PIVC) for the processing of 
vestibular information and posterior insular 
cortex (PIC) for the integration of visual and 
vestibular information. The differential pattern of 
connectivity suggests that these two regions play 
different roles in the integration of visual and 
vestibular cues related to self-motion perception. 












































講 演 者 ： Mark W Greenlee (University of 
Regensburg, Regensburg, Germany) 
題目：Human brain regions activated during 
caloric vestibular stimulation  
要 旨 ： Self-motion perception involves the 
integration of vestibular, visual, somatosensory 
and other sensory cues. We explored the neural 
responses to caloric vestibular stimulation (CVS) 
in humans with functional magnetic resonance 
imaging (fMRI).�We developed an 
fMRI-compatible, bi-thermal caloric stimulation 
device for repeated CVS. Tempered water is 
pumped via a closed-loop tube-system to one or 
both ear canals. The water temperature 
transmits to the surface of the ear canal via a 
small glass-pod. Trials consisting of hot (47–49◦ C) 
right ear - cold (5–7.5◦ C) left ear or vice versa, as 
well as warm in both ears for baseline (36◦ C) 
were conducted. The pods are integrated in the 
MRI ear protection and connected to water influx 
and efflux tubes. With our device we can apply 
multiple vestibular stimulation and baseline 
trials consecutively during fMRI recordings. 
Control measurements indicate that the applied 
temperatures are stable across trials and that 
water flow introduced no significant artifacts in 
the T2*-weighted brain images. The results 
indicate that vestibular stimulation with our 
device elicits caloric nystagmus when no central 
fixation is presented. CVS leads to activations in 
the posterior insular cortex (PIVC) as well as in 
neighboring area referred to as posterior insular 
cortex (PIC). We use these functional activations 
as regions-of-interest and map their connectivity 
using diffusion-tensor imaging and probabilistic 
fiber-tracking. The results suggest that PIVC and 
PIC are separate cortical areas that have 























      押川記念ホール 
・参加人数：52名 
・企画・司会：櫻井 研三（東北学院大学） 
・講演者：Mark W. Greenlee（University of  
 Regensburg），番 浩志（情報通信研究機構）， 


















（１）Uesaki M and Ashida H (2015) Optic-flow 
selective cortical sensory regions associated with 
self-reported states of vection. Front. Psychol. 
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Wai Tung Ng（カナダ・トロント大学） 
































































日～27 日の二日間に渡って開催された The 3rd 
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それぞれ、1. Interface, Visualization、2. Human 
























































 図4 講演の様子（高嶋氏） 
  

















○ セッション1 [Interface, Visualization] 




○ セ ッ シ ョ ン 2 [Human machine/robot 
interaction] 
３． 14:10～14:40坂本大介「Designing Interaction 
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佐宗章弘   (名古屋大学大学院工学研究科) 
小紫公也  (東京大学大学院 新領域創成科学) 
津島 晴 (横浜国立大学大学院) 
戸張博之  (日本原子力研究開発機構) 
田中雅慶  (九州大学大学院総合理工学研究院) 
高木浩一  (岩手大学工学部電気電子工学科) 
水野 彰  (豊橋技術科学大学エコロジー工学系) 
吉村信次  (核融合科学研究所) 
永田正義  (兵庫県立大学工学研究科) 
永岡賢一  (核融合科学研究所) 
上杉喜彦  (金沢大学自然科学研究科) 
津守克嘉  (核融合科学研究所) 
林 信哉  (九州大学大学院総合理工学研究院) 
竹入康彦  (核融合科学研究所) 
市村 真  (筑波大学数理物質科学研究科) 
佐々木徹 (長岡技術科学大学大学院工学研究科) 
竹崎太智  (長岡技術科学大学大学院工学研究科) 




横田 茂  (筑波大学大学院システム情報工学研究
科) 
   延べ参加人数：100人程度  















































① 日 時：平成28年1月27日(水) 13:00 -17:30 
                     1月28日(木) 9:30 – 12:20 
 








(1) 永岡賢一 (核融合科学研究所) 
『アルベン波と相互作用する高速イオンの位
相空間構造への挑戦』 
(2) 横田 茂 (筑波大学) 
『大電力電気推進機のための電子源開発』 
(3) レクチャ  ー
佐藤浩之助 (九州大学) 
『高速ノズル流の基礎とレーザー発振』 













(8) 高橋和貴 (東北大学) 
『磁気ノズルヘリコンプラズマ中の流れ、波動、
乱れ』 




























































































































[1] K. Nagaoka, et al., Bulletin of the American Physical 
Society 60 (2015). 
[2] K. Takahashi et al., Phys. Rev. Lett., 114, 195001 
(2015). 
[3] Y. Takao and K. Takahashi, Phys. Plasmas, 22, 
113509 (2015). 
[4] K. Takahashi et al., Appl. Phys. Lett., 108, 074103 
(2016). 





採択回数 １   ２   ３ 







  代表者：末光 眞希 
（東北大学電気通信研究所） 














   研究費：，旅費35万円 
   国際特別支援費30万円 
 
［２］研究経過 

























































14:00 ~ 14:05 開会挨拶    末光眞希   東北大学 
14:05 ~ 14:35 Defect reduction and poly-type 
control of SiC          長澤 弘幸 （株）CUSIC 
14:35 ~ 15:05 3C- SiC光陰極による太陽光－水素
エネルギー変換    加藤 正史  名古屋工業大学 
15:20 ~ 16:00 An overview of SiC power devices
             Mietek Bakowski  ACREO AB 
16:00 ~ 16:30 SiC 上エピタキシャルグラフェン成
長と界面改質     乗松 航   名古屋大学 




ルグラフェン形成           末光 眞希 東北大学 
10:00 ~ 10:30 スクラッチした4H-SiCで発生したヘ
テロ構造のラマン評価 中島 信一 大阪大
学 
10:30 ~ 11:00 MEMSの受託開発ビジネス 
 本間 幸治 （株）メムス・コア 










































ロジェクトに ACREO 社（Sweden）の Dr.Mietek 





[1] Kohei Yamasue, Hirokazu Fukidome, Kazutoshi 
Funakubo, Maki Suemitsu, and Yasuo Cho, “Interfacial 
Charge States in Graphene on SiC Studied by 
Noncontact Scanning Nonlinear Dielectric 
Potentiometry,” Physical Review Letters, Vol. 114, 
226103-1-5, 2015. 
[2] Sai Jiao, Yuya Murakami, Hiroyoki Nagasawa, 
Hirokazu Fukidome, Isao Makabe, Yasunori Tateno, 
Takashi Nakabayashi, and Maki Suemitsu, “High 
quality graphene formation on 3C-SiC/4H-AlN/Si 
heterostructure,” Materials Science Forum, Vol. 806, 
No. , pp. 89-93, 2015. 
[3] Mika Hasegawa, Kenta Sugawara, Ryota Suto, Shota 
Sambonsuge, Yuden Teraoka, Akitaka Yoshigoe, 
Sergey Filimonov, Hirokazu Fukidome, Maki Suemitsu, 
“In Situ SR-XPS Observation of Ni-assisted 
Low-Temperature Formation of Epitaxial Graphene on 
3C-SiC/Si,” Nanoscale Research Letters(Nano express), 
Vol. 10, No. , pp. 421-426, 2015. 
[4] Hiroyoki Nagasawa, Ramya Gurunathan, Maki 
Suemitsu, “Controlling Planar Defects in 3C–SiC: 
Ways to Wake it up as a Practical Semiconductor,” 
Materials Science Forum, Vol. 821-823, pp.108-114, 
2015. 
[5] Shota Sambonsuge, Sai Jiao, Hiroyuki Nagasawa, 
Hirokazu Fukidome, Sergey N. Filimonov, Maki 
326
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Suemitsu, “Formation of qualified epitaxial graphene 
on Si substrates using two-step heteroexpitaxy of 
C-terminated 3C-SiC(-1-1-1) on Si(110),” Diamond & 
Related Materials, Vol. 67, pp. 51-53, 2016. 
[6] Shota Sambonsuge, Sai Jiao, Hiroyuki Nagasawa, 
Hirokazu Fukidome, Sergey Filimonov, and Maki 
Suemitsu, “Formation of qualified epitaxial graphene 
on Si substrates using two-step heteroexpitaxy of 
C-terminated 3C-SiC(-1-1-1) on Si(110),” Smart 
Engineering of New Materials 2015, Lodz, Poland, 
June 22, 2015. 
[7] Shota Sambonsuge, Shun Ito, Sai Jiao, Hiroyuki 
Nagasawa, Hirokazu Fukidome, Sergey Filimonov, and 
Maki Suemitsu, “Evaluations of crystal defects of 
3C-SiC(-1-1-1) film on Si(110) substrate,” Smart 
Engineering of New Materials 2015, Lodz, Poland, 
June 25, 2015. 
[8] Maki Suemitsu, “Recent Progress in the Epitaxial 
Graphene Formation on 3C-SiC/Si Substrates 
(invited),” 2016 MRS Spring Meeting & Exhibit, 
Phoenix, US. March 31, 2016. 
[9] 横山大、今泉京、吹留博一、吉越章隆、寺岡有
殿、末光眞希 SPring-8/SACLA 利用研究成果
集3(2)  (2015) p.356 
[10] 末光眞希 「シリコン基板上のグラフェン薄膜
成長」 グラフェンの機能と応用展望（普及版） 
第12章 シーエムシー出版  (2015) 
[11] 長澤弘幸 「パワーエレクトロニクスの発展を
担うSiC」 CISTEC Journal (安全保障貿易情




採択回数 １   ２   ３ 
                              （先端・大型） 







  代表者：枝松 圭一 
（東北大学電気通信研究所） 




































































































1. Kazuya Okamura and Masanao Ozawa, Measurement 
Theory in Local Quantum Physics, Journal of Math-
ematical Physics 57, 015209/1-015209/29 (2016) 
2. Georg Sulyok, Stephan Sponar, B¥"ulent Demirel, 
Francesco Buscemi,, Michael J. W. Hall, Masanao 
Ozawa, and Yuji Hasegawa, Experimental Test of En-
tropic Noise-Disturbance Uncertainty Relations for 
Spin-1/2 Measurements, Phys. Rev. Lett. 115, 
030401/1-030401/5 (2015) 
3. Motoki Asano, Muriel Bechu, Mark Tame, Şahin 
Kaya Özdemir, Rikizo Ikuta, Durdu Ö. Güney, Ta-
kashi Yamamoto, Lan Yang, Martin Wegener & No-
buyuki Imoto, Distillation of photon entanglement us-
ing a plasmonic metamaterial, Scientific Reports 5, 
18313 (2015) 
4. Takuya Mori and Izumi Tsutsui, Quantum Trajectories 
based on the Weak Value, Prog. Theor. Exp. Phys. 
2015, 043A01 (2015) 
5. Jaeha Lee and Izumi Tsutsui, Uncertainty Relations for 
Approximation and Estimation, Phys. Lett. A, to ap-
pear 
6. K. Semba, F. Yoshihara, J. E. S. Johansson, X. Zhu, N. 
Mizuochi, William J. Munro, S. Saito, K. Kakuyanagi, 
and Y. Matsuzaki, Superconductor-Diamond Hybrid 
Quantum System, Principles and Methods of Quan-
tum Information Technologies, Springer, Lecture 
Notes in Physics 911, Eds. Y. Yamamoto & K. Semba, 
515-538 (2015)  
7. K. Kakuyanagi, T. Baba, Y. Matsuzaki, H. Nakano, S. 
Saito and K. Semba, Observation of quantum Zeno 
effect in a superconducting flux qubit, New J. Phys. 17, 
063035 (2015)  
8. S. Kato and T. Aoki, Strong Coupling between a 
Trapped Single Atom and an All-Fiber Cavity, Phys. 
Rev. Lett. 115, 093603 (2015) 
9. M. Iinuma, Y. Suzuki, T. Nii, R. Kinoshita, and H. F. 
Hofmann, Experimental evaluation of nonclassical 
correlations between measurement outcomes and tar-
get observable in a quantum measurement, Phys. Rev. 
A 93, 032104 (2016) 
10. Yusuf Turek, Hirokazu Kobayashi, Tomotada Akutsu, 
Chang-Pu Sun, Yutaka Shikano, Post-selected von 
Neumann measurement with Hermite–Gaussian and 
Laguerre–Gaussian pointer states, New J. Phys. 17, 
083029 (2015) 
11. Yusuf Turek, W. Maimaiti, Yutaka Shikano, Chang-Pu 
Sun, M. Al-Amri, Advantages of nonclassical pointer 
states in postselected weak measurements, Phys. Rev. 
A 92, 022109 (2015) 
12. M. Hotta, The fall of the black hole firewall: natural 
nonmaximal entanglement for the Page curve, Prog. 
Theor. Exp. Phys. 2015 (12), 123B04 (2015) 
13. A, Miranowicz, S. K. Ozdemir, J. Bajer, G. Yusa, N. 
Imoto, Y. Hirayama, F. Nori, Quantum state tomogra-
phy of large nuclear spins in a semiconductor qunatum 
well: Optimal robustness agains errors as quantified by 
condition numbers, Phys. Rev. B 92, 075312 (2015) 
14. K. Edamatsu, Measurement uncertainty relations in 
qubits (invited), The 6th Conference on Quantum In-






採択回数 ①   ２   ３ 







  代表者：松倉  文礼 
（東北大学原子分子材料科学高等研究機構） 
























































1. 大江純一郎 (東邦大学) 
  「磁気超格子におけるカイラルエッジスピン波」 
2. 水上成美 (東北大学) 
  「顕微鏡下のレーザー励起スピン波ダイナミク
ス」 
3. 横井直人 (東北大学) 
  「ホログラフィック双対性のスピンダイナミク
スへの応用に向けて」 
4. 多々良源 (理化学研究所) 
  「Rashba系の異常な光学特性」 
5. 好田誠 (東北大学) 
  「AlGaAs/GaAs ヘテロ構造におけるスピン拡
散を用いたスピン軌道相互作用の全光検出」 
6. 金井駿 (東北大学) 
  「磁気異方性の電界制御によるスピン・ダイナ
ミクスの励起」 
7. 山田啓介 (電気通信大学) 
  「スピン注入磁化反転における反転電流の損失
定数依存性」 
8. 林将光 (物質・材料研究機構) 



































（１）L. Chen, F. Matsukura, and H. Ohno, 
"Electric-field modulation of damping 
constant in a ferromagnetic semiconductor 
(Ga,Mn)As," Phys. Rev. Lett. 115, 057204 (2015). 
 
（２）E. Hirayama, S. Kanai, J. Ohe, H. Sato, F. 
Matsukura, and H. Ohno, "Electric-field induced 
nonlinear ferromagnetic resonance in a CoFeB/MgO 
magnetic tunnel junction," Appl. Phys. Lett. 107, 
132404 (2015). 
 
（３）A. Okada, Y. Hashimoto, S. Kanai, F. 
Matsukura, and H. Ohno, "Electric-field 
dependence of magnetic anisotropy and damping 
constant in Ta/CoFeB/MgO structures," 8th 
International Conference on Materials for 
Advanced Technologies of the Materials Research 
Society of Singapore & IUMS-International 
Conference in Asia, June 28-July 2, 2015. 
 
（４）S. Kanai, M. Gajek, D. C. Worledge, F. 
Matsukura, and H. Ohno, "dc-bias dependence of 
ferromagnetic resonance spectra of CoFeB-MgO 
based magnetic tunnel junction," 8th 
International School & Conference on Spintronics 
and Quantum Information Technology, Basel, 
Switzerland, August 10-13, 2015. 
 
（５）S. Kanai, Y. Nakatani, H. Sato, F. Matsukura, 
and H. Ohno, "Electric field control of magnetism 
and magnetization switching in CoFeB-MgO," 13th 
MMM-Intermag Conference, San Diego, USA, January 
11-15, 2016. 
 





（７）岡田篤, 橋本祥斉, 金井駿, 松倉文礼, 大野
英男, "Ta/CoFeB/MgO 構造における磁気異方性と




（８）平山絵里子, 金井駿, 大江純一郎, 佐藤英夫,














  代表者：山口 正洋 
（東北大学大学院工学研究科） 
  対応者：石山 和志 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者：田中 聡，宮澤 安範，西澤 真裕 
（東北大学未来科学技術共同研究 
センター） 
  サイ ラナジット，遠藤 恭 
（東北大学大学院工学研究科） 
  青木 英恵 
 （東北大学国際高等研究教育機構） 
  松木 英敏 
（東北大学大学院医工学研究所） 





   益 一哉（東京工業大学） 
   佐藤 敏郎（信州大学） 
   松本 泰（情報通信研究機構） 
   中居 倫夫（宮城県産業技術総合 
センター） 
   大西 輝夫 
（NTTドコモ先進技術研究所) 
   長澤 信介，沖米田恭之 
（昭和飛行機工業) 
近藤 幸一，高橋 昭博 
（NECトーキン） 
   小西 泰司，金澤 裕幸(ネオアーク） 
延べ参加人数：25人 
 









































































































































[1]Jingyan Ma, Hanae Aoki, Masahiro Yamaguchi, 
“Analysis of Multilayered Co-Zr-Nb Film On-Chip Noise 
Suppressor as a Function of Resistivity and Permeability,” 
IEEE Magnetics Letters (2016 in press). 
【国際会議における招待講演】 
[1] Masahiro Yamaguchi, “Analysis and control of Intra 
Digital Noise Coupling on RF IC - Application of soft 
magnetic film to improve LTE-class telecommunication 
performance-,” Frontier of Spintronics and Magnetic 
Sensing Workshop, May 11, 2015, Beijing, China. 
[2] Masahiro Yamaguchi, “RF IC Chip Level Digital 
Noise Analysis and Countermeasure for Near-Future 
Telecommunication Systems (Plenary),” IEEE MTT-S 
333
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International Symposium on Radio-Frequency Integration 
Technology (RFIT) 2015, August 26, 2015, Sendai, Japan. 
[3] Masahiro Yamaguchi, “Broadband permeability and 
FMR spectra of RF soft magnetic materials for IoT 
applications,” IURMS-ICAM 2015, IV-1Th3F2-1 (IS), 
October 27, 2015, 
[4] S. Yoshida, T. Igarashi, K. Kondo, T. Oka and Y. 
Shimada, “Permeability Spectra and Advanced 
Applications of the Noise Suppression Sheet”, 
XA-02 (Invited), 13th Joint MMM-Intermag 
Conference, San Diego, 2016 (2016年1月12日).  
[5] M. Yamaguchi, S. Tanaka, Jingyan Ma, Y. Miyazawa, 
M. Nagata, K. Kondo, Y. Okiyoneda, M. Nishizawa, “SiP 
Packaging-Compatible Magnetic Thin-Film Noise 
Suppressor to Countermeasure Digital Noise from Power 
Electronics Devices,” 7th Asia-Pacific International 
Symposium on Electromagnetic Compatibility & Signal 
Integrity (APEMC 2016), TH-AM-II-TS02-1, May 19, 
2016, Shenzhen, China, to be presented. 
[6] Masahiro Yamaguchi, Satoshi Tanaka, Jingyan Ma, 
Yasunori Miyazawa, Makoto Nagata, Koichi Kondo, 
Yasuyuki Okiyoneda, Masahiro Nishizawa, “On-chip 
Magnetic Thin-Film Noise Suppressor to Countermeasure 
Digital Noise from Switching Power Electronic 
Equipment,” The 4th International Conference of Asian 
Union of Magnetics Societies (IcAUMS 2016), BC-02, 
August 2, 2016, Tainan, Taiwan, to be presented. 
【査読付き国際会議論文】 
[1] Masahiro Yamaguchi, Satoshi Tanaka, Yasushi Endo, 
Sho Muroga, Makoto Nagata, “On-chip Integrated 
Magnetic Thin-Film Solution to Countermeasure Digital 
Noise on RF IC,” 2015 Asia-Pacific International 
Symposium on Electromagnetic Compatibility (APEMC 
2015), SS10.5 (May 27, 2015, Taipei, Taiwan). 
【口頭発表】 
[1]Hanae Aoki-kijima, Ma Jingyan, Hiroshi Masumoto 
and Masahiro Yamaguchi,“ Radiated Noise Suppression 
Effects of Multilayered Soft Magnetic (Co-AlN)/(AiN)  
Films,” Eight 2015 Korea-Japan Joint Conference on 
EMT/EMC/BE(KJJC-2015), P-26, (2015年11月23日) 
[2]Jingyan Ma, Hanae, Aoki, Yasunori Miyazawa, 
Masahiro, Yamaguchi., “Effect of Conductive and 
Inductive Noise Suppression of Magnetic Film through 
Electromagnetic Analysis,” Eighth 2015 Korea-Japan 
Joint Conference on EMT/EMC/BE (KJJC-2015), P-13, 
(2015年11月23日). 
[3] Ranajit Sai, Yasushi Endo, Hanae Aoki, Masahiro 
Yamaguchi, Shigeru Takeda, Kosuke Kusunoki, Shin 
Yabukami, Hiroshi Yamada、“Investigation of Co- and 
Ti-subsituted Sr-based M-type hexaferrite for the 




















東北大学イノベーションフェア 2015 （2015 年 12
月9日） 
[2] 山口正洋、“モバイルグリーン IT デバイスの研
究開発（スイッチングノイズ環境下における 5G 等
の無線通信機器の性能確保）”、東北大学 電気・情






[1] Best Paper Award, The 2015 Asia-Pacific International 
EMC Symposium and Exhibition (APEMC2015), 
Masahiro Yamaguchi, Satoshi Tanaka, Yasushi Endo, Sho 
Muroga, Makoto Nagata, “On-chip Integrated Magnetic 
Thin-Film Solution to Countermeasure Digital Noise on 
RF IC,” 2015 Asia-Pacific International Symposium on 
Electromagnetic Compatibility (APEMC 2015), SS10.5 
(May 27th, 2015, Taipei, Taiwan).  
[2] Best Student Poster, Award, Eighth 2015 Korea-Japan 
Joint Conference on EMT/EMC/BE (KJJC-2015), P-13, 
“Effect of Conductive and Inductive Noise Suppression of 
Magnetic Film through Electromagnetic Analysis,” 





採択回数 １ ２ ３ 



























松宮一道 （東北大学電気通信研究所）                      
 







































































































採択回数 １ ２ ３ 



























松宮一道 （東北大学電気通信研究所）                      
 






















































































































































Q1:A7,B3,C0. Q2:A7,B2,C1. Q3:A5,B2,C3.  






(1)Ichiro Tsuda, Yutaka Yamaguti and 
Hiroshi Watanabe, Self-Organization 
with Constraints―A Mathematical Model 
for Functional Differentiation. Entropy 
2016, 18, 74; doi:10.3390/e18030074２．
(2)野家啓一,「『反自然主義』としてのプラ
グマティズム」、『現代思想』第 43 巻第 11
号 2015 年 7 月、(３) Matsuda Y, Ogawa M, 
Yano M, Shape retrieval with 
geometrically characterized contour 
partitions. IEEE Access (2016,in press)、
(4)Representation of economic 
preferences in the structure and 
function of the amygdala and prefrontal 
cortex, M.Sakagami et.al., Scientific 
Reports on line, 2016.2.15 (スペースが


















































Q1:A7,B3,C0. Q2:A7,B2,C1. Q3:A5,B2,C3.  






(1)Ichiro Tsuda, Yutaka Yamaguti and 
Hiroshi Watanabe, Self-Organization 
with Constraints―A Mathematical Model 
for Functional Differentiation. Entropy 
2016, 18, 74; doi:10.3390/e18030074２．
(2)野家啓一,「『反自然主義』としてのプラ
グマティズム」、『現代思想』第 43 巻第 11
号 2015 年 7 月、(３) Matsuda Y, Ogawa M, 
Yano M, Shape retrieval with 
geometrically characterized contour 
partitions. IEEE Access (2016,in press)、
(4)Representation of economic 
preferences in the structure and 
function of the amygdala and prefrontal 
cortex, M.Sakagami et.al., Scientific 
Reports on line, 2016.2.15 (スペースが
ないので以下省略)  以上 
 様式３ 
採択回数 １   ２   ３ 





































下條信輔（California Institute of Technology） 
David Whitney (University of California, 
Berkeley) 
Lester C. Loschky (Kansas State University) 
Sheng He (University of Minnesota) 
 延べ参加人数：上記 27 人と研究会参観者を含め
て述べ60名 
   研究費：旅費25万5千円 








































1. Are All Divisions of Attention Equal? Auditory 
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versus Foveal Dual Tasking Results in Different 








2. The Continuity Field (CF): a mechanism for 























































































































(1) Tsutsui K, Grabenholst F, Kobayashi S, 
Schultz S. Value construction and decision 
processes during matching behavior in prefrontal 
cortex neurons. Nature Communications, in 
press. 
(2) Tsutsui K, Hosokawa T, Yamada M, Iijima T 
Representation of Functional Category in the 
Monkey Prefrontal Cortex and Its 
Rule-Dependent Use for Behavioral Selection. 
J Neurosci. 2016 Mar 9;36(10):3038-48. 
doi:10.1523/JNEUROSCI.2063-15.2016. 
(3) Shioiri, S., Ogawa, M., Yaguchi, H., & 
Cavanagh, P. “Attentional facilitation of detection 
of flicker on moving objects”, Journal of Vision Vol. 
15, No.14, 3-3, 2015. 
(4) Matsumiya, K., Shioiri, S.: “Smooth pursuit 
eye movements and motion perception share 
motion signals in slow and fast motion 
mechanisms”, Journal of Vision Vol. 15, No. 11, 
Article 12, 1-15, 2015. 
(5) Nakashima, R., & Shioiri, S. “Facilitation of 
visual perception in head direction: visual 
attention modulation based on head direction”, 




採択回数 １   ２   ３ 







  代表者：廣瀬 明 
（東京大学大学院工学系研究科） 
  対応者：佐藤 茂雄 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
秋間 学尚  （東北大学電気通信研究所） 
黒江 康明 （京都工芸繊維大学大学院 
 工芸科学研究科） 
合原 一幸 （東京大学生産技術研究所） 
田中 剛平 （東京大学生産技術研究所） 
古橋 武 （名古屋大学大学院工学研究科） 
橘 完太 （工学院大学情報学部） 
Eckhard Hitzer（国際基督教大学教養学部） 
松井 伸之 （兵庫県立大学大学院工学研究科） 
礒川 悌次郎 （兵庫県立大学大学院工学研究科） 
西村 治彦 （兵庫県立大学大学院 
 応用情報科学研究科） 
金城 光永 （琉球大学工学部） 
村瀬 一之 （福井大学工学部） 
西川 郁子 （立命館大学情報理工学部） 
新田 徹 （産業技術総合研究所） 
小林 正樹 （山梨大学工学部） 
西森 康則 （産業技術総合研究所） 
澁谷 長史 （筑波大学大学院 
 システム情報工学研究科） 
延べ参加人数：２２人 













































































3) Y. Xia, C. Jahanchahi, T. Nitta and D. P. 
Mandic （産総研他） 
「対合を利用した四元数広域推定法」 
4) 小林 正樹（山梨大） 
「非可換性を利用した四元数ホップフィールド
ネットワーク」 
5) 黒江 康明（京都工繊大） 
「モデル内包学習とその応用」 
6) 澁谷 長史（筑波大） 
「報酬が周期的に変動する強化学習のための価
値関数の複素数表現」 























































1. G. Oshiyama, A. Hirose, Distortion reduction in 
singularity-spreading phase unwrapping with 
pseudo-continuous spreading and self-clustering 
active localization, IEEE Journal of Selected 
Topics in Applied Earth Observations and Remote 
Sensing, 8, 8, 3846-3858, 2015. 
2. K. Kikuta, A. Hirose, Compact Folded-Fin 
Tapered Slot Antenna for UWB Applications, 
IEEE Antennas and Wireless Propagation 
Letters, 14, 1192-1195, 2015. 
3. F. Shang, A. Hirose,  
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Averaged-Stokes-Vector-Based Polarimetric SAR 
Data Interpretation, IEEE Trans. on Geoscience 
and Remote Sensing, 53, 8, 4536-4547, 2015. 
4. D. Danudirdjo, A. Hirose, Anisotropic Phase 
Unwrapping for Synthetic Aperture Radar 
Interferometry, IEEE Trans. on Geoscience and 
Remote Sensing, 53, 7, 4116-4126, 2015. 
5. D. Danudirdjo, A. Hirose, InSAR Image 
Regularization and DEM Error Correction with 
Fractal Surface Scattering Model, IEEE Trans. 
on Geoscience and Remote Sensing, 53, 3, 
1427-1439, 2015. 
6. M. Kobayashi, Uniqueness Theorem of 
Complex-Valued Neural Networks with 
Polar-Represented Activation Function, IEICE 
Transactions on Fundamentals of Electronics, 
Communications and Computer Sciences, E98-A, 
9, 1937-1943, 2015. 
7. M. Kobayashi, Hybrid Quaternionic Hopfield 
Neural Network, IEICE Transactions on 
Fundamentals of Electronics, Communications 
and Computer Sciences, E98-A, 7, 1512-1518, 
2015. 
8. T. Minemoto, T. Isokawa, M. Kobayashi, H. 
Nishimura, N. Matsui, On the Performance of 
Quaternionic Bidirectional Auto-Associative 
Memory, Proceedings of International Joint 
Conference on Neural Networks, 2910-2915, 
2015. 
9. T. Minemoto, T. Isokawa, H. Nishimura, N. 
Matsui, "Quaternionic multistate Hopfield neural 
network with extended projection rule," Artificial 
Life and Robotics, 21, 1, 106-111, 2016. 
10. D. Eelbode, E. Hitzer, Operator Exponentials 
for the Clifford Fourier Transform on Multivector 
Fields in Detail, Advances in Applied Clifford 
Algebras, pp. 1-16, Online First: 22 Oct. 2015, 
DOI: 10.1007/s00006-015-0600-7 
11. E. Hitzer, The Quaternion Domain Fourier 
Transform and its Properties, Advances in 
Applied Clifford Algebras, pp. 1-16, Online First: 
02 Nov. 2015, DOI: 10.1007/s00006-015-0620-3. 
Preprint: http://vixra.org/abs/1511.0302 
12. R. Bujack, E. Hitzer, G. Scheuermann, 
Demystification of the Geometric Fourier 
Transforms and resulting Convolution Theorems, 
Mathematical Methods in the Applied Sciences, 
Article first published online: 3 Sep. 2015. DOI: 
10.1002/mma.3607 
13. T. Nitta, Learning Dynamics of a Single Polar 
Variable Complex-Valued Neuron, Neural 
Computation, 27, 5, 1120-1141, 2015. 
14. Y. Xia, C. Jahanchahi, T. Nitta and D. P. 
Mandic, Performance Bounds of Quaternion 
Estimators, IEEE Trans. Neural Networks and 
Learning Systems, 26, 12, 3287-3292, 2015. 
15. T. Nitta, Complex-Valued Neurocomputing 




制御学会論文集, 51, 5, 352-360, 2015. 
17. Hitoshi Iima and Yasuaki Kuroe, Swarm 
Reinforcement Learning Methods Improving 
Certainty of Learning for a Multi-Robot 
Formation Problem, Proceedings of 2015 IEEE 
Congress on Evolutionary Computation, 
3026-3033, 2015. 
18. Yasuaki Kuroe and Hajimu Kawakami. Model 
Inclusive Learning for Shape from Shading with 
Simultaneously Estimating Illumination 
Directions, S. Arik et al. (Eds.), ICONIP 2015, 
Part I, LNCS 9489, 1-11, 2015, Springer 
International Publishing. 
19. Wataru Sato, Kanta Tachibana, Acquisition of 
Cooperative Behaviour among Heterogeneous 
Agents using Step-up Reinforcement Learning, 
Proc. of 10th Asia-Pacific Symposium on 
Information and Telecommunication Technologies, 
2015. 
20. Hideaki Manabe, Kanta Tachibana, 
Consideration of state representation for 
semi-autonomous reinforcement learning of 
sailing within a navigable area, Robotic Sailing 
2015, 89-102, 2015. 
21. Minh Tuan Pham, Kanta Tachibana, A 
Conformal Geometric Algebra Based Clustering 
Method and Its Applications, First online: 23 
April 2015, Advances in Applied Clifford Algebras, 
1-20. 
22. 秋間 学尚, 佐藤 茂雄, 運動視により局所運動
を検出する神経回路網モデルのLSI化, 日本神経回
路学会誌, 22, 4, 152-161, 2015. 
343
共同プロジェクト研究 様式３ 
採択回数 １   ２   ３ 







  代表者：廣瀬 文彦 
（山形大学大学院理工学理工学研究科） 
  対応者：庭野 道夫 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 




立間 徹 （東京大学生産技術研究所） 




嘉数 誠 （佐賀大学大学院工学系研究科） 
Patrik Schmuki (University of Erlangen 
 -Nuremberg) 
Richard Rosenberg(アルゴンヌ国立研) 


































The Joint Symposium of 10th International Symposium 
on Medical, Bio- and Nano-Electronics, and 7th 
International Workshop on  Nanostructures & 
Nanoelectronics 
共催：電気通信研究所共同プロジェクト研究会 





・Acoustic Holography by Two-Dimensional Ultrasound 
Array Synthesis 
Oleg A. Sapozhnikov（Moscow State University）, Sergey 
A. Tsysar1, Vera A. Khokhlova, and Wayne Kreider  
 
・ Reconstruction of Ultrasound Pressure Field by 
Combination of Optical Phase Contrast Measurement 
and Acoustic Holography 
Shin Yoshizawa（Tohoku Univ）, Seiji Oyama, Jun Yasuda, 
Hiroki Hanayama, and Shin-ichiro Umemura  
 
・Numerical Simulation for Development of Advanced 
HIFU Therapy 
Kohei Okita（Nihon Univ.）, Takashi Azuma, Shu Takagi, 
Yoichiro Matsumoto  
 
・ Image Guided Therapeutic Applications of High 
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Intensity Focused Ultrasound 
T. Narendra (SonaCare Medical) 
 
・Monitoring of High-intensity Focused Ultrasound Lesion 
Formation Using Decorrelation between High-speed 
Ultrasonic Images by Parallel Beamforming  
Ryo Takagi(Tohoku Univ), Ryosuke Iwasaki, Shin 
Yoshizawa, and Shin-ichiro Umemura 
 
・Plasma Agricultural Applications using Reactive Species 
Controlled by Atmospheric Pressure Air Discharge 
K. Takashima(Tohoku Univ), K. Shimada,  H.  Konishi,  
and  T. Kaneko 
 
・Self-organized TiO2 nanotube arrays: Latest features and 
applications 
Patrik Schmuki (University of Erlangen -Nuremberg) 
 
・Emerging Applications of Nanostructured Silicon 
Nobuyoshi Koshida (Tokyo University of Agri.& Tech.) 
 
・Crystal growth and interfacial modification for highly 
efficient perovskite solar cells 
Teng Ma (Tohoku Univ.), Daisuke Tadaki, Ayumi 
Hirano-Iwata, and Michio Niwano 
 
・Improved Process of Fabricating Silicon Chips with 
Micro-Apertures for Formation of Mechanically Stable 
Bilayer Lipid Membranes 
Daisuke Tadaki(Tohoku Univ.), Ayumi Hirano-Iwata, 
Kenichi Ishibashi, Shun Araki, Miyu Yoshida, Kohei 
Arata, Takeshi Ohori, Hideaki Yamamoto1, and Michio 
Niwano 
 
・ Polymer-Stabilized Lipid Membranes: Enabling 
Platforms for Nanopore Sensors and Beyond 
L. Kofi Bright,(Univ. of Arizona), Benjamin A. Heitz, 
Mark T. Agasid, S. Scott Saavedra and Craig A. Aspinwall 
 
・Observation of Supported Lipid Bilayer Membranes 
Incorporated with Membrane Proteins 
Ryugo Tero (Toyohashi University of Technology), Kohei 
Fukumoto, Yuya Suzuki, Yuya Niiyama 
 
・Integration of human ion channels in bilayer lipid 
membranes formed in microfabricated apertures 
Ayumi Hirano-Iwata(Tohoku Univ.), Miyu Yoshida, Shun 
Araki, Daisuke Tadaki, K. Ishibashi, Hideaki Yamamoto, 
and Michio Niwano 
 
・Pulse driven light-addressable potentiometric sensors for 
chemical imaging  
Carl Frederik Werner(Tohoku Univ.), Torsten Wagner, 
Michael J. Schöning, Ko-ichiro Miyamoto, Tatsuo 
Yoshinobu 
 
・ Non-invasive   measurement   of   blood   
glucose   level   based   on   mid-infrared 
spectroscopy using optical-fiber probe 
Saiko Kino(Tohoku Univ.) and Yuji Matsuura  
  
・Molecular diagnostics with nanopore electronics 
Maurits de Planque  (University of Southampton) 
 
・ Sensor Arrays for Stochastic Detection from 
Neurotransmitters to Nanoparticles  
Kay Krause(Institute of Bioelectronics  and  
JARA-Fundamentals of Future Information  
Technology), Alexey Yakushenko, Bernhard Wolfrum, 
Jülich 
 
・Characterization  of  Exosomes  using  Atomic  
Force  Microscopy  and  Scanning Electron 
Microscopy 
Toshio Ogino (Yokohama National University), Kazuki 
Ito, Keiji Yokota, Yuta Ogawa, Sachiko Matsumura, 
Tamiko Minamisawa, Kanako Suga, Kiyotaka Shiba, 
Yasuo Kimura, Ayumi Hirano-Iwata 
 
・Characteristics of single electron device fabricated by 
repeated dispersion of gold nano particles 
Masataka Moriya (The Univ. of Electro-Comm), Tran Thi 
Thu Huong, Kazuhiko Matsumoto, Hiroshi Shimada, 
Yasuo Kimura,  Ayumi Hirano-Iwata 
 
・RT atomic layer deposition of TiO2 and its application to 
nanoparticle coating  
K. Kanomata(Yamagata Univ.), K. Kikuchi, B. Ahmmad, 
S. Kubota, F. Hirose  





第 77 回ナノ・スピン工学研究会 
日時：平成 27 年 6 月 22 日（月） 
場所：電気通信研究所  



















































































  Symposium abstracts ; The Joint Symposium of 







採択回数 １   ２   ３ 







  代表者：新井健生 
（大阪大学大学院基礎工学研究科） 













































































採択回数 ○1    2   ３ 






  代表者： 北村 喜文（東北大学電気通信研究所） 
  対応者： 北村 喜文（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
Miho Aoki (University of Alaska Fairbanks) 
Nhung Walsh  
(School of the Art Institute of Chicago) 
Christian Sandor 
(奈良先端科学技術大学院大学) 
伊藤 貴之 (お茶の水女子大学) 
伊藤 雄一 (大阪大学) 
久保 尋之 (奈良先端科学技術大学院大学) 
小山田 耕二 (京都大学) 
森島 繁生 (早稲田大学) 
高嶋 和毅 （東北大学電気通信研究所） 






Jim Kilmer (The OPAL Group) 
Jinny H.J. Choo (ONCOMM & Korea 
National University of Arts) 
Mark Billinghurst 
 (University of Canterbury) 
Sophie Revillard 
 (Owner at Conecting Worlds) 
Takaaki Shiratori (Microsoft Research Asia) 

























2015 年 9 月 26 日～27 日に，東北大学電気通信
研究所で，International Symposium on Computer 
Graphics and Interactive Techniques: New 
Horizon と題して，シンポジウムを開催した．その
プログラムから，講演者とその演題を次に示す． 
Opening & Welcome 
Yoshifumi Kitamura (Tohoku University) 
Modeling and Retargeting of Personal 
Characteristics in Face and Motion 
Shigeo Morishima (Waseda University) 
Passing the Augmented Reality Turing Test 
Christian Sandor  
(Nara Institute of Science and Technology) 
Recent Study on Muiltimedia Visualization 
Takayuki Itoh (Ochanomizu University) 
Tour to Advanced Acoustic Information Systems 
Lab. 
Yôiti Suzuki and Shuichi Sakamoto  
(Tohoku University) 
Tour to Interactive Content Design Lab. 
Kazuki Takashima and Hiroko Kamide  
(Tohoku University) 
Device Media Oriented UI 
Yuichi Itoh (Osaka University) 
Explaining Alaska Visually 
Miho Aoki (University of Alaska Fairbanks) 
Activities of DCAJ: With a focus on collaboration 
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with ACM SIGGRAPH 
Noriko Namikoshi  
(Digital Content Association of Japan) 
Synthesis of Realistic Translucent Objects in 
Computer Graphics and Beyond 
Hiroyuki Kubo  
(Nara Institute of Science and Technology) 
Exploration of Causality using Scientific 
Visualization 
Koji Koyamada (Kyoto University) 
ACM SIGGRAPH Past, Present and Future: The 
convergence of graphics and the physical world 
Jim Kilmer (The OPAL Group) 
















・ Jiawei Huang, Tsuyoshi Mori, Kazuki 
Takashima, Shuichiro Hashi, and Yoshifumi 
Kitamura: IM6D: magnetic tracking system 
with 6-DOF passive markers for dexterous 3D 
interaction and motion, ACM Transactions on 
Graphics (TOG), Volume 34, Issue 6, 
Proceedings of ACM SIGGRAPH Asia, pp. 
217:1-217:10, 2015. 
・ Yusuke Asari, Kazuki Takashima, Yoshifumi 
Kitamura: TransformTable, ACM SIGGRAPH 
Asia Emerging Technologies, 2015. 
・ Shoko Usui, Chen He, Katsumi Sato, 
Yoshifumi Kitamura: A Dynamic, Flexible & 
Interactive Display Method of Paintings for 
Communicative Art Appreciation among 
Students, ACM SIGGRAPH Asia Symposium 
on Education, 2015. 
 
・ SIGGRAPH Asia 2015: 
The 8th SIGGRAPH Conference and 
Exhibition on Computer Graphics and 
Interactive Techniques in Asia,  








採択回数 １   ２   ３ 







  代表者：園田  耕平 
（立命館大学総合科学技術研究機構） 














    １２人（以上１１名＋参加者１名） 
 
  研究費： 
    物件費２３万７千円， 














































なお、２件目の研究会は、「第 10 回 内部観測研









































































[3-5, 8, 16-19, 21-23]。また、非同期性の理論背景と
なる計算論的な理論構築を行った[7]。さらに、ヒト
のインタラクションにおける非同期性についても検










International Symposium on Artificial Life and 
Robotics、International Symposium on Swarm 












(1) K. Sasai, Y. Gunji, T. Kinoshita, “Extremely 
Local Interaction in a Market Model”, 
Proceedings of International Symposium on 





(3) K. Sonoda, T. Niizato, Y. –P. Gunji, “Swarming 
behavior based on acceleration”, Proceedings of 
International Symposium on Artificial Life and 
Robotics, 608-611, 2016 
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(4) K. Sonoda, H. Murakami, T. Niizato, Y. –P. 
Gunji, “Field of Safe Travel in Swarm”, 
Proceedings of The First International 
Symposium on Swarm Behavior and Bio-Inspired 








(7) Y. –P. Gunji, K. Sonoda, V. Basios, “Quantum 
cognition based on an ambiguous representation 
derived by a rough set approximation”, 
BioSystems (in press) 
(doi:10.1016/j.biosystems.2015.12.003) 
(8) M. Minoura, K. Sonoda, Y. –P. Gunji, T. 
Sakiyama, “Rotating panoramic view: Interaction 
between visual and olfactory cues in ants”, Royal 
Society Open Science, 3: 150426, 2016 
(doi: 10.1098/rsos.150426) 
(9) Y. Nishiyama, S. Tatsumi, S. Nomura, Y.–P. 
Gunji, "My hand is not my own! Experimental 
elicitation of body disownership." Psychology & 
Neuroscience, 8(4), 425-434, 2015 
(10) T. Niizato, “ Weak Identity from the 
Section-Retraction Perspective of Category 
Theory ” , Artificial Life and Robotics, 
20(2),166-172, 2015 
(11) T. Niizato, Y.-P. Gunji,“Ongoing Processes in 
a Fitness Network Model under Restricted 
Resources ”  PLOS ONE.18, 2015 
(DOI:10.1371/journal.pone.0127284) 
(12) T. Niizato, H. Murakami, K. Sangu, T. 
Tomaru, Y. Nishiyama, K. Sonoda, Y.-P. Gunji, 
“Difference in the searching strategy of 
Plecoglossus altivelis between single individuals 
and groups”, Proceedings of The First 
International Symposium on Swarm Behavior 
















(16) H. Murakami, T. Niizato, T. Tomaru, Y. 
Nishiyama, Y.-P. Gunji “Inherent noise appears as 
a Levy walk in fish schools”, Scientific Reports, 5, 
10605, 2015  
(17) H. Murakami, T. Tomaru, T. Niizato, Y. 
Nishiyama, K. Sonoda, T. Moriyama, Y. -P. Gunji, 
“Collective behavior of soldier crab swarm in both 
ring- and round-shaped arenas”, Artificial Life 
and Robotics, 1-5, 2015 (doi: 
10.1007/s10015-015-0232-y) 
(18) H. Murakami, T. Niizato, T. Tomaru, Y. 
Nishiyama, Y. –P. Gunji “Schooling fish change 
internal movement strategy due to their density”, 
Proceedings of SWARM, 2015 
(19) T. Tomaru, H. Murakami, T. Niizato, Y. 
Nishiyama, K. Sonoda, T. Moriyama, Y.-P. Gunji, 
“Information transfer in a swarm of soldier crabs”, 




(21) T. Sakiyama, Y.-P. Gunji, “Modulation effect 
with global ambiguity in 2-dimensional random 
walk”,  Int J.Par.Emer.Dist.Sys. published online, 
2015, (DOI:10.1080/17445760.2015.1016518) 
(22) T. Sakiyama, Y.-P. Gunji, “Weber-Fechner 
relation and Lévy-like Searching Stemmed from 
Ambiguous Experiences”, Physica A, 438, 
161–168, 2015 
(23) T. Sakiyama, Y.-P. Gunji, “Moderated Pattern 
Formations on Trail-Laying 
Foraging”,  Proceedings of the First International 





採択回数 １   ２   ３ 
                                （先端・萌芽・国際） 







  代表者：青木 直史 
（北海道大学大学院情報科学研究科） 
  対応者：鈴木 陽一 
（東北大学電気通信研究所） 
 分担者： 
今泉 祥子 （千葉大学大学院融合科学研究科） 
岩村 惠市 （東京理科大学工学部） 
越前 功   （国立情報学研究所コンテンツ科学
研究系） 
荻原 昭夫 （近畿大学工学部） 
梶山 朋子 （青山学院大学理工学部経営システ
ム工学科） 
河口 英二 （九州工業大学） 
川村 正樹 （山口大学大学院理工学研究科） 




栗林 稔   （岡山大学） 
合志 清一 （工学院大学情報学部） 
小嶋 徹也 （東京工業高等専門学校情報工学 
科） 
近藤 和弘 （山形大学大学院理工学研究科） 
篠田 浩一 （東京工業大学大学院情報理工学研
究科） 




西村 明   （東京情報大学総合情報学部） 








吉田 真紀 （独立行政法人 情報通信研究機構 
ネットワークセキュリティ研究
所） 
脇山 正博 （北九州工業高等専門学校） 
Jeng-Shyang Pan （ National Kaohsiung 



























































































































































































(1) Qi Han（Harbin Institute of Technology）, On 
issues of image and video forensics, 信学技報
EMM2015-75, 2016. 
(2) 脇山 正博, 宮本 章（北九州高専）, ステガノ
グラフィを用いた高齢者のためのIoTシステム, 信
学技報EMM2015-61, 2016. 
(3) Shengbei Wang, Nhut Minh Ngo, Masashi Unoki
（JAIST）, Study on Source-filter Model Based 
Hybrid Speech Watermarking, 信学技報EMM2015-69, 
2016. 
(4) 佐田 悠生, 市岡 由偉, 立川 徹, 小嶋 徹也
（東京高専）, 情報ハイディング技術に基づくオン
ライン講義システムの提案, 信学技報 EMM2015-63, 
2016. 




(6) 中平 有樹, 小嶋 徹也, 堀 智子, 吉本 定伸




(7) 山本 恭徳, 李 雪霏, 姜 錫, 坂本 雄児（北大）, 
可逆的プライバシー保護における画質劣化の主観的
な評価, 信学技報EMM2015-74, 2016. 




(9) 青木 直史（北大）, 北海道における「声を残す」




採択回数 1  2  3 







  代表者：柏崎 礼生 
（大阪大学サイバーメディアセンター） 
















































































































































































 北口 善明，柏崎 礼生，近堂 徹，市川 昊平，西
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 柏崎 礼生、“[招待講演] DESTCloudの展望”、
信学技報, vol. 115, no. 254, R2015-52, pp. 1-6, 
2015年10月. 
 柏崎 礼生，西内 一馬，北口 善明，市川 昊平，
近堂 徹，中川 郁夫，菊地 豊、“耐災害性・耐障
害性検証テストベッド DESTCloud の現状と今
後”、信学技報, vol. 115, no. 256, IA2015-31, pp. 
7-12,2015年10月. 




（IOT）,Vol.2015-IOT-32, No.13, pp.1–6, 2016
年03月 





No.14, pp.1–6, 2016年03月 
 中川 郁夫（インテック/阪大），樋地 正浩（東北









 柏崎 礼生、“DESTCloud のこれまでとこれか
ら”、第8回地域間インタークラウドワークショ
ップ (北海道札幌市) (2015/9/9) 
 中川 郁夫、“インタークラウドデータ基盤上での
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 Mn 添加 Si における高電界による可視光領域
での電界発光を見出し、Si：Mn を含む pn 接
合発光ダイオードを作製し室温動作を確認し





































画」(27 件)に採択された。さらにこの 27 件を対象
に2014年3月に文科省で審査があり、「学術研究の
大型プロジェクト－ロードマップ2014」に採択され























100 名の参加を得た。平成 27 年度は「”スピント
ロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク”構築に
向けて」東北大学電気通信研究所共同プロジェク研
究S 研究会を 2015 年 12 月 5 日に東北大学電気通
信研究所にて開催した。この研究会に先立ち、第20
回「半導体スピン工学の基礎と応用」研究会（20th 
Conference on the Physics and Applications of 
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IoT (Internet of Things)デバイスにエージェント機
能を付加することで，人・モノ・データの有機的な
連携を実現するエージェント型 IoT (AIoT: 
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第 23 回 国際色覚学会 
23rd Symposium of the International Colour Vision Society 
 
 
開 催 日：平成 27 年 7 月 3 日（金曜日）～7日（火曜日）（５日間） 
開催場所：東北大学片平キャンパス さくらホール 





究者達と直接交流できる貴重な機会である．今回は，日本国内から 66 名，国外からは 20






広く活用されている石原式色覚検査票が，初版の刊行（1914 年）から 100 年経過し，か
つ本会議の日本での開催と相まって，石原式検査票に関する特別セッションを設ける事と











（RIEC International Symposium on Computer Graphics and Interactive 




開 催 日：平成 27 年 9 月 26 日（土）～27 日（日）（2日間） 
開催場所：東北大学電気通信研究所 M533 
参加人数：30 名（うち外国人参加者人数 5人） 
 
東北大学電気通信研究所で，International Symposium on Computer Graphics and Interactive 
Techniques: New Horizon と題して，シンポジウムを開催した．2015 年には，アジアにおけ
るコンピュータグラフィックスとインタラクティブ技術の国際会議 SIGGRAPH Asia が 6
年ぶりに日本で開催された．これは，デジタルメディアとデジタルコンテンツの分野の大
規模・重要国際会議・展示会であり，49 か国から 7,050 人の参加者を集めて 11 月 2～5

















第 13 回 RIEC スピントロニクス国際ワークショップ 
13th RIEC International Workshop on Spintronics 
 
 




本ワークショップは 2005 年に第 1 回が開催されて以来、ほぼ年 1 回のペースで回を重
ね、今回で 13 回目の開催となった。今回は東北大学「知のフォーラム（Tohoku Forum for 
Creativity）」の一環として開催されたこともあり、過去最多となる 185 名の参加者を集
めた。我が国をはじめとして、アメリカ、ドイツ、フランス、ポーランド、スウェーデン、


















The 4th RIEC International Symposium  




開 催 日：平成 28 年 2 月 23 日（火曜日）～24 日（水曜日）（2日間） 
開催場所：東北大学電気通信研究所 ナノ・スピン実験施設 






















2016 International Symposium on Brainware LSI 
 
開  催  日：平成２８年２月２６日、２７日（金、土曜日） 































第 10 回バイオ・医療・ナノエレクトロニクスに関する   
国際シンポジウム 
第 7 回ナノ構造とナノエレクトロニクスに関する国際  
ワークショップ 
The Joint Symposium of 10th International Symposium on Medical, Bio- and 
Nano-Electronics, 
7th International Workshop on Nanostructures & Nanoelectronics 
 

























第 8 回アジアにおけるコンピュータグラフィックスと 
インタラクティブ技術に関する国際会議 
SIGGRAPH Asia 2015 
The 8th ACM SIGGRAPH Conference and Exhibition on Computer Graphics and 
Interactive Techniques in Asia 
 
開催場所： 神戸・国際会議場 & 国際展示場 
開 催 日：  2015 年 11 月 2 日(月)～5 日(木) 
W e b：  http://sa2015.siggraph.org/ 
 
SIGGRAPH は，米国に拠点を置く ACM (Association for 
Computing Machinery) の 1 つの SIG (Special Interest 
Group）で，コンピュータグラフィックスとインタラクティ
ブ技術に関する諸活動を行っている．そして，この分野で世
界最大の国際会議として SIGGRAPH を 40 年前より主催し，
毎年夏に米国で開催して 2 万～3 万人の参加者を集めてきた．
そのアジア版である SIGGRAPH Asia は，2008 年に開始さ
れ，2008 年シンガポール（参加者数 3389 人, Exhibition 出
展社数 81 社），2009 年横浜（同 6424 人, 71 社），2010 年ソ
ウル（同 9238 人, 102 社），2011 年香港（同 7734 人, 122
社）, 2012 年シンガポール（同 4338 人, 79 社），2013 年香
港（同 6,078 人，96 社），2014 年中国・深圳（同 5,968 人，
45 社）と開催され，2015 年は 6 年ぶりの日本開催で，神戸
で 11 月 2 日(月)～5 日(木)に，49 か国から 7050 人の参加者
と 76 社の出展社数を集め，盛大に開催された． 
2015 年の SIGGRAPH Asia では，東北大学電気通信研究
所・教授の北村喜文が Conference Chair を務めた．そして，






最高となった．実際，本年の査読等を経た全発表件数は 387 件（2014 年 303 件，2013 年 342 件，2012 
年 315 件，2011 年 233 件）と，過去を大きく上回った．これらに Exhibition や招待講演・パネル討
論などを加え，発表総数は約 500 件となった． 
図 1: オープニングセッション 
図 2: 会場の様子 
































Technical Paper プログラムは，主にアメリカで開催される SIGGRAPH とともにコンピュータグラ
フィックスの最高峰の論文発表の場であり，毎年，多くの論文が投稿されるが，今回は 304 本の論文が
投稿され，その内，84 本が採択された（採択率 27.81 ％）． 
 SIGGRAPH はコンピュータグラフィックスの分野のトップコンファレンスの 1 つである一方で，
「コンピュータグラフィックスとインタラクティブ技術に関する国際会議」である．つまり，SIGGRAPH 
の両輪の一つが「インタラクティブ技術」であり，Emerging Technologies（E-Tech）における数々の発
表が，最新のインタラクティブ技術の発表の一翼を担っている．今回は 80 件の中から査読により 29 件
が採択され，期間中毎日デモ展示され，会場を盛り上げていた． 
2016 年の第 9 回 SIGGRAPH Asia は 12 月 5～8 日に中国のマカオで開催される予定である．  
図 4: Emerging Technologies 会場(1) 
図 5: Emerging Technologies 会場(2) 
図 6: レセプション会場 
図 7: Student Volunteers の皆さん 
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国際会議等




9th International WorkShop on New Group IV Semiconductor 
Nanoelectronics and JSPS Core-to-Core Program Joint Seminar 
“Atomically Controlled Processing for Ultralarge Scale Integration” 
 






H26／A06「Ge ベース高度歪異種原子層配列 IV 族半導体形成とナノデバイスへの応用に






















 研 究 会 名 主  査 幹  事 
1 伝送工学研究会 山田 博仁 教授 大寺 康夫 准教授 
2 音響工学研究会 鈴木 陽一 教授 坂本 修一 准教授 
能勢 隆 講師  
3 仙台“プラズマフォーラム” 安藤 晃 教授 金子 俊郎 教授 
4 ＥＭＣ仙台ゼミナール 曽根 秀昭 教授 山口 正洋 教授 
5 コンピュータサイエンス研究会 住井英二郎教授 松田 一孝 准教授 
6 システム制御研究会 吉澤 誠 教授 杉田 典大 准教授 
7 情報バイオトロニクス研究会 吉信 達夫 教授 平野 愛弓 准教授 
8 スピニクス研究会 石山 和志 教授 遠藤 恭 准教授 
小川 智之 助教 
9 ニューパラダイムコンピューティング研究会 羽生 貴弘 教授 本間 尚文 准教授 
10 超音波エレクトロニクス研究会 梅村晋一郎教授 吉澤 晋 准教授 
11 ブレインウェア工学研究会 石黒 章夫 教授 加納 剛史 助教 
12 情報・数物研究会 田中 和之 教授 和泉 勇治 准教授 
13 生体・生命工学研究会 塩入 諭 教授 大林 武 准教授 
松宮 一道 准教授 
14 ナノ・スピン工学研究会 佐藤 茂雄 教授 庭野 道夫 教授 















※会場はすべて東北大学工学部電子情報システム・応物系  480会議室  
 
第571回  [参加者  41名 ] 
日時： 平成 27年 5月 26日（火） 15:00～  
571-1.（特別講演）An Antenna: A Simple Piece of Metal with A Highly Complex 
Task 
○Chen Zhining （シンガポール国立大学教授、東北大学東北アジア  
研究センター客員教授）  
571-2.  有機ELデバイスからの光取り出しの新方式  
澤谷  邦男 1, ○川上  彰二郎 1, 川嶋  貴之 2, 今野  佳祐 3 
1) 仙台応用情報学研究振興財団 ,  2)(株 )フォトニックラティス，  
3) 東北大学工学研究科  
571-3.  PAPR Reduction in Single-Carrier Signal using Frequency-Domain 
 Selected Mapping without Side Information 
○Amnart Boonkajay and Fumiyuki Adachi 
Department of Communications Engineering, Graduate School of 
Engineering, Tohoku University 
 
 
第572回  [参加者   32名 ] 
日時： 平成 27年  6月23日（火） 15:00～  
572-1. Impedance Characterization of RFID Tag Used in Near Filed Communication 
○陳  冠華 1，陳  強 1，澤谷  邦男 2，大内田  真智子 3, 平野  義明 3 
1) 東北大学工学研究科 ,  2)東北大学NICHe, 3)帝人株式会社  
 
第573回  [参加者 34名 ] 
日時： 平成 27年  7月21日（火） 15:00～  
573-1.  時空間符号化とアナログネットワーク符号化を適用した非再生双方向
中継  
○遠藤  力 1，宮崎  寛之 1，安達  文幸 1 
1) 東北大学工学研究科  
573-2.  時間領域分光法を用いたテラヘルツ波中空ファイバの伝送特性評価  
382
工学研究会
○伊藤  公聖 1，片桐  崇史 2，松浦  祐司 1 
1) 東北大学医工学研究科 , 2)同  工学研究科  
573-3.  Ultra Wide Band Frequency Selective Absorber with Asymmetric 
Absorbing Performance 
○Hong Tao1,2,  Chen Qiang2 
1) Xidian University, 2) Tohoku University 
573-4.   Transmission characteristics of EM-wave from a capsule dipole antenna 
located in human body phantom 
○Yang Li1,  Hiroyasu Sato1,  Qiang Chen1 
1) Graduate School of Engineering, Tohoku University 
 
第574回  [参加者 34名 ] 
日時： 平成 27年  9月29日（火） 15:00～  
574-1.（特別講演）電波史に残る八木秀次博士の業績とその生涯  
○佐藤  源貞 1 




○熊谷  慎也 1，安達  文幸 1 
1) 東北大学工学研究科 通信工学専攻  
574-3.  対数周期ダイポールアレー素子を用いた広帯域リフレクトアレーの研
究  
○伊東  大貴 1，横川  佳 1，今野  佳祐 1，陳  強 1 
1) 東北大  学工学研究科  
 
第575回  [参加者 30名 ] 
日時： 平成 27年  10月 27日（火） 15:00～  
575-1.  多重反射型プリズムを用いた赤外光ファイバプローブによる非侵襲血
糖値測定  
○木野  彩子 1，大森  優 1，松浦  祐司 1 
1) 東北大学  医工学研究科  
575-2. ガスメータ搭載用アンテナの高性能化  
○堀口  和希 1，陳  強 1, 土屋  創太 2，川田  拓也 2 
1) 東北大学工学研究科 ,  2) 東京ガス株式会社  
575-3.  マクロセル間連携時空間ブロック符号化ダイバーシチを用いた分散ア
ンテナネットワークに関する一検討  
○宮崎  寛之 1，安達  文幸 1 
1) 東北大学大学院工学研究科 通信工学専攻  
575-4. 時空間ブロック符号化OFDMAを用いた分散アンテナネットワーク下
りリンクのためのスケジューリング  
○盛  夢都 1，宮崎  寛之 1，安達  文幸 1 




第576回  [参加者 30名 ] 
日時： 平成 27年  11月24日（火） 15:00～  
576-1.  導波モード共鳴アシスト型 OAMビームカプラの結合効率に関する検
討  
○高橋  健人 1, 大寺  康夫 1, 山田  博仁 1 
1) 東北大学  工学研究科  
576-2.  平行二本線路と結合したダイポールアレーアンテナによるビーム走査  
○関口  貴志 1, 今野  佳祐 1, 陳  強 1 
1) 東北大学  工学研究科  
576-3.  Comparison of Two Handover Algorithms for Heterogeneous Networks 
with Load Balancing" 
○Rintaro YONEYA1, Abolfazl MEHBODNIYA1, and Fumiyuki ADACHI1 
1) Communications Engineering, Graduate School of Engineering, Tohoku 
University 
 
第577回  [参加者 34名 ] 
日時： 平成 27年  12月 22日（火） 15:00～  
577-1.  受信干渉電力に基づくチャネル配置法の収束性に関する一検討  
○天間  克宏 1，安達  文幸 1 
1) 東北大学工学研究科  通信工学専攻  
577-2.   60GHz帯3次元ビームフォーミング用単素子パッチアンテナの検討  
○葉  文穎 1, 末松  憲治 1, 亀田  卓 1, 本良  瑞樹 1 
1) 東北大学電気通信研究所  
577-3.  無給電素子アレーを用いた近傍界無線電力伝送システムの効率改善手
法  
○丸山  駿 1, 陳  強 1, 袁  巧微 2 
1) 東北大学工学研究科 ,  2) 仙台高専  
 
第578回  [参加者 30名 ] 
日時： 平成 28年  1月26日（火） 15:00～  
578-1.   A Base Station Sleep Mode Algorithm Combined with a Channel 
Interference-Aware Channel Segregation in HetNet 
○Ren Sugai1, Abolfazl Mehbodniya1 and Fumiyuki Adachi1 
1) Communications Engineering, Graduate School of Engineering, Tohoku 
University 
 
第579回  [参加者 32名 ] 
日時： 平成 28年  2月23日（火） 15:00～  
 
579-1.（特別講演） 東北大電気系におけるマイクロ波電子管の開発  
 ―指導原理の大切さ―  
○水野  皓司   （東北大学  名誉教授）  
579-2.  OpenCL設計環境を用いたFPGAベースFDTDアクセラレータ  
○張山昌論 1，ハシタ  ムトゥマラ  ウィシディスーリヤ 1 
384
工学研究会
1) 東北大学  大学院情報科学研究科  
579-3.  光ファイバ型音響センサを用いた全光学式光音響イメージングプロー
ブの開発  
○関  淳 1，岩井  克全 2，片桐  崇史 3，松浦  祐司 1 ,3  
1) 東北大学  大学院医工学研究科 ,  2) 仙台高等専門学校 ,  3) 東北大学  
大学院工学研究科  
579-4.  整合回路損失を考慮した無線電力伝送用小型アンテナの設計  
○土肥  稔生 1, 陳  強 2 
1) 東北大学  大学院工学研究科  
579-5.  リフレクトアレーを用いた放射散乱アンテナの研究  
○塚田  隆平 1，陳  強 1 
1) 東北大学  大学院工学研究科  
579-6.  利得スイッチング半導体レーザピコ秒光パルスの光増幅における自然
放出光ノイズの低減  
○茶木  智大 1 ,2，房  宜澂 1 ,2，山田  博仁 1 ,2，横山  弘之 1 ,2  
1) 東北大学  大学院工学研究科  







音 響 工 学 研 究 会  
 






主査鈴木陽一教授、幹事能勢隆講師、坂本修一准教授のもとで、研究会 3 回（第 368回、
第 369回、第 370回 ）、 通研講演会 1 回および共催講演会 1 回が開催された。会場は、
いずれも東北大学電気通信研究所本館 1 階オープンセミナー室で行われた。なお、第
368回は超音波エレクトロニクス研究会、 IEEE SPS Sendai Chapter と共催で、第
369回は電子情報通信学会HIP研究会、日本認知心理学会感性学研究部会、日本心理学
会「注意と認知」研究会との共催で、第 370回は電子情報通信学会 EMM 研究会と共催
で、共催講演会は IEEE SPS Sendai Chapter と共催で開催された。第 368回は 2015
年 11 月 19 日（木）に開催され、研究発表 9 件、参加者は延べ 46 名であった。第
369回は 2015 年 12 月 1 日（火 ）、 2 日（水）に開催され、招待講演 2 件を含む研究
発表 11 件、参加者は 58 名であった。第 370回は 2016 年 1 月 18 日（月 ）、 19 日
（火）に開催され、招待講演 1 件を含む研究発表 15 件、参加者は延べ 60 名であった。
通研講演会は、 2015 年 11 月 11 日（水）に西口正之氏（秋田県立大学）による「オ
ーディオコーデック技術開発と権利化、標準化、実用化」という題で開催され、参加者
は 27 名であった。共催講演会は、 2015 年 11 月 6 日（金）にFred B. H. Juang氏
（ジョージア工科大）による「Deep Neural Networks - A Developmental Perspective  
」という題で開催され、参加者は 26 名であった。 
 
仙 台 “ プ ラ ズ マ フ ォ ー ラ ム ”  
    






















    











IEEE EMC Society 仙台Chapterが設立され，連携して活動している。  
 平成28年度は，本研究会の開催は３回あり，第 199回（ 9月 25日）の研究発表
会で学生による６件の研究発表，第 200回（ 12月 10日）で IEEE EMC Society 
Distinguished LecturerのProfessor Ramachandra Achar（Carleton University）の講
演会，第 201回（2月23日）で室賀翔氏（豊田高専）によるコロキウム講演と３
件の学生の研究発表会があった。  
コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 研 究 会  
 
 






2015年度は第 172 回講演会から 173 回講演会まで 2 回の講演会を開催した。
Nobuko Yoshida 氏（ Imperial College London ）は「Multiparty Session Types and 
their Applications 」というタイトルで講演を行った（ 7 月23日）。 Justin Hsu 氏







    








1) 西交利物浦大学  教授 史  玉回氏  
演題：From a Problem Solving Skill to an Optimization Algorithm 
2) 香川大学工学部  講師 松下  春奈氏  
演題：Firefly Algorithmの振る舞いとその応用）  
 
第100回（通研講演会）  
1) 東北大学教育情報基盤センター  准教授 酒井  正夫氏  
演題：クラウドストレージのセキュリティ技術  










    









 The 4th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer.  
平成 28年 2月 23-24日開催  T. Netoff (Univ. Minnesota,  USA), U. Fray (RIKEN, Japan),  P.  
Herman (Royal Inst .  Tech.,  Sweden),  J.  Madrenas (Tech. Univ. Catalunya, Spain),  J.  Albers 
(Jülich research center,  Germany),  H. Kamiya (Hokkaido Univ.) ,  S.  Kubota (Yamagata Univ.) ,  
R. Koyama (Univ. Tokyo),  M. Osanai (Tohoku Univ.) ,  他  
  The Joint Symposium of 10th International Symposium on Medical,  Bio- and 
Nano-Electronics,  and 7th International Workshop on Nanostructures & Nanoelectronics.  
平 成 28年 3月 1-3日 開 催  P.  Schmuki (Univ. Erlangen, Germany),  M. de Planque (Univ. 
Southampton, UK), C. A. Aspinwall  (Univ. Arizona, USA), B. Wolfrum (Tech. Univ. Munich,  
Germany),  C. A. Werner (FH Aachen, Germany), N. Koshida (Tokyo Univ. Agri.  & Tech.),  R.  








    










 第1回はIEEE Magnetics Society Sendai Chapter, IEEE Sendai Sectionと共催
し、小川智之助教（電子）、中央大学大竹充助教、Simon Greaves准教授（通研）
による講演会を開催した。第2回は通研講演会およびIEEE Magnetics Society 
Sendai Chapter, IEEE Sendai Sectionの共催で、東北大学永沼博助教と千葉大学
横田絋子助教による講演会を開催した。第3回はIEEE Magnetics Society Sendai 
Chapter, IEEE Sendai Sectionと共催し、東北大学好田誠准教授、慶應義塾大学
関口康爾講師、東京工業大学谷山智康准教授による講演会を開催した。第4回は
IEEE Magnetics Society Sendai Chapter, IEEE Sendai Sectionと共催し、IEEE 
Magnetic Society DLのRussell Cowburn氏による講演会を開催した。第5回は一般
公募による特別研究会を開催し、信州大学工学部で2日間にわたり27件の講演が行
われ、99人（2日間述べ人数）の参加を得て盛大に開催された。第6回はIEEE 
Magnetics Society Sendai Chapter, IEEE Sendai Sectionと共催し、IEEE Magnetic 
Society DLのBethanie Stadler氏による講演会を開催した。第7回はIEEE Magnetics 










主査 羽生 貴弘，幹事 本間 尚文 
 
本研究会は，従来の延長上にない新しいパラダイムに基づくコンピューティングシステム
に関する研究を推進することを目的としており，平成 27 年度は以下の 5 回を開催した。 
 
 
第 94 回 平成 27 年 10 月 20 日（火）電気通信研究所 
研究発表 9 件 
 
第 95 回 平成 27 年 10 月 31 日（土）東京・八重洲カンファレンスセンター 
研究発表 2 件 
 
第 96 回 平成 27 年 12 月 10 日（木）電気通信研究所 
研究発表 2 件 
 
第 97 回 平成 27 年 12 月 11 日（土）Waikiki Resort Hotel（ホノルル，ハワイ） 
研究発表 11 件 
 
第 98 回 平成 28 年 2 月 8 日（月）電気情報物理工学科  
  研究発表 1 件 
 
第 99 回 平成 28 年 2 月 26 日（金）電気通信研究所 通研講演会 
演題：「NVM Neuromorphic Core with 64k-cell (256-by-256) Phase Change Memory」 





    







日時 : 平成 27年5月14日  (木 ) 15:00 ～  16:20 
会場 : 東北大学工学部  電子情報システム・応物系  1号館  2D講義室  
 
演題 :  
1.  「適応型信号処理を用いたヒト頸動脈高分解能超音波イメージング」  
◎瀧  宏文  (東北大学大学院  工学研究科 ) 
2.  「強力集束超音波治療におけるリアルタイム治療モニタリングに関する研究」  
◎高木  亮 1，神保  勇人 2，岩崎  亮祐 1，富安謙太郎 1，吉澤  晋 2，梅村晋一郎 1  
(1 東北大学大学院  医工学研究科， 2東北大学大学院  工学研究科 )  
 
第78回  
日時 : 平成 27年10月1日  (木 ) 13:30 ～  16:20 
会場 : 東北大学工学部  電気・情報研究棟  1号館2階  大会議室  
光超音波画像研究会と共催  
 
演題 :  
1.  「 Acoustic Resolution Photoacoustic Microscopy (AR-PAM)を目的とした 2次元アレ
イ・コンポジット・トランスデューサ」  
◎吉澤 晋，高木 亮，長岡 亮，西條 芳文，梅村 晋一郎（東北大学）  
2.  「高分解能光音響 3D顕微鏡の紹介」  
◎根本 隆冶，平岩 哲也，田畑 潔  
（コーンズテクノロジー理化学機器営業部）  
3.  「医用超音波顕微鏡用集束超音波デバイスの作製」  
◎荒川 元孝 1，石川 一夫 2，長岡 亮 1，小林 和人 3，西條  芳文 1)  
（ 1 東北大学大学院医工学研究科， 2 東北大学大学院工学研究科，  
3 本多電子研究部）  
4.  「超音波顕微鏡を用いたヒツジの動脈壁・静脈壁の音響特性計測」  
◎山川 誠，浪田 健，近藤 健悟，椎名 毅  
（京都大学大学院医学研究科）  
5.  「拍動によって生じる微小変位の伝播速度を用いた頸動脈の粘弾性計測」  
◎長岡 亮 1，小林 和人 2，吉澤 晋 1，梅村 晋一郎 1，西條 芳文 1  
（ 1 東北大学， 2 本多電子）  
 
第79回  
日時 : 平成 27年11月19日  (木 ) 13:00 ～  17:50 
会場 : 東北大学工学部  電気・情報研究棟  1号館2階  大会議室  
音響工学研究会， IEEE Signal Processing Society Sendai Chapterと共催  
 
演題 :  
1.  「粒子画像速度計測 (PIV)を用いた生体モデル内の速度ベクトル分布計測」  
◎深津幸助，長岡亮，赤川紀，西條芳文  (東北大学  大学院医工学研究科 )  
2.  「超音波ドプラ法を用いた高フレームレート二次元血流速度計測」  
◎赤川紀，長岡亮，深津幸助，西條芳文  (東北大学  大学院医工学研究科 )  
392
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3.  「高 フレームレート超 音 波 計 測 に基 づく心 筋 の伸 縮 変 化 評 価」  
◎浅 井 拓 磨 1，瀧 宏 文 1 , 2，金 井 浩 2 , 1  
(1 東 北 大 学  大 学 院 医 工 学 研 究 科 ，2 東 北 大 学  大 学 院 工 学 研 究 科 )  
4.  「ユーザの対 話 意 欲 推 定 のための人 対 人 対 話 データの音 響 的 分 析」  
◎千 葉 祐 弥 ，伊 藤 彰 則  （東 北 大 学  大 学 院 工 学 研 究 科 ）  
5.  「非 日 本 語 母 語 話 者 による日 本 語 音 声 の了 解 度 と話 速 についての検 討」  
◎魏 稼 禾 ，ハフィヤン・プラフィアント，能 勢 隆 ，伊 藤 彰 則  
(東 北 大 学  大 学 院 工 学 研 究 科 )  
6.  「 A local least-squares approximation of the head-related transfer function based on 
functions with compact support」  
◎ Shichao Hu, Cesar Salvador,  Jorge Trevino,  Shuichi Sakamoto and Yo-iti  Suzuki 
(東 北 大 学  電 気 通 信 研 究 所 ，東 北 大 学  大 学 院 情 報 科 学 研 究 科 )  
7.  「高 周 波 超 音 波 の後 方 散 乱 特 性 評 価 による赤 血 球 凝 集 度 の生 体 定 量 計 測 と臨 床 応 用」  
◎黒 川 祐 作 1，瀧 宏 文 1 , 2，石 垣 泰 3，八 代 諭 3，長 澤 幹 3，金 井 浩 2 , 1  
  (1 東 北 大 学  大 学 院 医 工 学 研 究 科 ，2 東 北 大 学  大 学 院 工 学 研 究 科 ，  
3 岩 手 医 科 大 学  内 科 学 講 座 )  
8.  「ヒト頸 動 脈 壁 内 腔 側 微 小 表 面 粗 さの超 音 波 計 測 におけるロバスト性 と精 度 向 上」  
◎木 所 一 祥 1，瀧 宏 文 1 , 2，金 井 浩 2 , 1  
(1 東 北 大 学  大 学 院 医 工 学 研 究 科 ，2 東 北 大 学  大 学 院 工 学 研 究 科 )  
9.  「双 方 向 超 音 波 加 振 により発 生 した剪 断 波 の3次 元 伝 播 の可 視 化」  
◎望 月 雄 太 1，瀧 宏 文 1 , 2，金 井 浩 2 , 1  
(1 東 北 大 学  大 学 院 医 工 学 研 究 科 ，2 東 北 大 学  大 学 院 工 学 研 究 科 )  
 
第80回  
日時 : 平成27年12月17日  (木 ) 15:00 ～  17:00 
会場 : 東北大学工学部  電気・情報研究棟  1号館 2階  大会議室  
 
演題 :  
1.  「超音波を用いた血管径－血圧同位置計測による橈骨動脈粘弾性  
in vivo評価の高精度化」  
◎酒井  康将 1，瀧  宏文 2 , 1，金井  浩 1 , 2  
(1 東北大学  大学院工学研究科， 2 東北大学  大学院医工学研究科 ) 
2.  「トランスデューサの位相特性を考慮した駆動回路の開発  
及び気泡援用集束超音波治療への応用に関する研究」  
◎神保  勇人 1，高木  亮 1，玉野  聡 2，田口  渓 2，吉澤  晋 1，梅村  晋一郎 2  
(1 東北大学  大学院工学研究科， 2 東北大学  大学院医工学研究科 ) 
3.  「光学・超音波ハイブリッド顕微鏡を用いた細胞の音響特性計測」  
◎伊郷  泰智，荒川  元孝，長岡  亮，西條  芳文  





    




















































    




































     情 報 ・ 数 物 研 究 会  
    
            




















主査 木下 哲男、 幹事 北形 元 
 
 


























６．４ 通研講演会  
「An Antenna: A Simple Piece of Metal with A Highly 
Complex Task」  
 
シンガポール国立大学・教授・ Chen Zhining  
 


















アンテナ技研株式会社名誉会長・上智大学名誉教授・佐藤  源貞  
 















東北大学・名誉教授・水野  皓司  
 





















秋田県立大学 システム科学技術学部 電子情報システム学科 教授 
西口正之氏 
 
開 催 日：平成 27 年 11 月 11 日（水） 
開催場所：東北大学電気通信研究所本館 1 階オープンセミナー室 
 
 














 Demystifying Signal Integrity in High-Speed Designs 
 
Professor Ramachandra Achar (Carleton University, USA) 
 
開  催  日：平成２７年１２月１０日（木曜日）１５：３０～１７：００ 




















東北大学教育情報基盤センター准教授  酒井  正夫  
 


















株式会社サンメディカル技術研究所  小川  大祐  
 














Emerging Applications of Nanostructured Silicon 
 
東京農工大学大学院共生科学技術研究部・教授・越田  信義  
 
開  催  日：平成２８年３月２日（水曜日）１０：１５～１１：００ 
開催場所：東北大学電気通信研究所 ４階 カンファレンスルーム 
参 加 人 数 ： ５ ４ 名 （ The Joint  Symposium of  10th  In ternat ional  
Symposium on Medical ,  Bio-  and Nano-Elect ronics ,  and 7th  














千葉大学大学院理学研究科  助教  横田  絋子  
 
























SangBum Kim, IBM T.J. Watson Research Center, USA 
 
開 催 日：平成２８年２月２６日（金）１３：４０～１４：１０ 















山形大学大学院理工学研究科 准教授 安田宗樹 
開 催 日：平成２８年１月２５日（月) 午後４：２０－５：５０ 



















NTTコミュニケーション科学基礎研究所  主任研究員  河邉隆寛  
























社会情報学専攻  教授  石田  亨  
 
開  催  日：平成２７年９月９日（水）１５：００〜１６：００ 
























設 置：平成22年 3月10日 FIRSTプログラムの開始に合わせて当センターを設置、スピントロニク
ス素子と集積回路とを融合した革新的な省エネルギー集積回路の研究開発を実施。 



















90nm CMOS/70nm 垂直 MTJ 混載技術に基づいて不揮発性画像認識用連想プロセッサを開発し、世界最小
の動作消費電力となる600μWでの動作を実証した。 
 
























組 織：・機構長 ：加藤 寧（教授） 
         ・職員数：53 名（東北大通研・工学研究科・情報科学研究科、医工学研究科・サイバー
サイエンスセンターから兼務） 












本部防災訓練での耐災害 ICT 技術の実証実験、ならびに SIP（防災・減災）プロジェクトにおいて
フィリピンセブ島での実証実験を実施した。  
(2)情報発信：2015 年 7 月、2016 年 3 月に「電気通信研究機構 NEWS」を発刊し、全国の関係諸機関
に配布した。また、本学本部主催のイノベーションフェア、災害復興新生研究機構シンポジウム、




年電子情報通信学会ソサイエティ大会, CK-3-6(招待講演), 2015 年 9 月 9 日. 
[2] Zubair Md. Fadlullah, et al., "Field Measurement of an Implemented Solar Powered BS-based 
Wireless Mesh Network," IEEE Wireless Communications Magazine, vol. 22, no. 3, pp. 137-143, 
Jun. 2015. 
[3] Kentaro Inui, “Modeling "Reading between the Lines" Based on Scalable and Trainable 
Abduction and Large-scale Knowledge Acquisition”, Workshop on Deep and Large-Scale Semantic 







 設 置：平成 24 年 10 月 1 日、東北大学は民間企業との産学連携研究を拡充し、集積エレクトロ
ニクス産業の発展に向けた組織として設置。平成 25 年 4 月、本研究開発センターの研
究棟が、初の 100%民間拠出による東北大学サイエンスパーク第 1 号の施設として、青葉
山新キャンパス内に竣工。 





















できたことは大きな成果である。   
具体的には、次世代半導体メモリから高性能ボード技術やパッケージング技術、画像処理技術等
に関する多様な革新的技術を開発し、特にSTT-MRAMの研究開発では、世界最高アクセス速度（2GHz）
の 1M STT-MRAM の開発に成功した。加えて、共同研究企業であるキーサイト社が、本共同研究成果































平成 27 年 11 月 17 日にスピントロニクス連携推進室運営委員会（第 2 回）を開催し、「スピント
ロニクス学術連携研究教育センター」設置に向けた平成 28 年度概算要求の経過等が報告された。 
２）平成 28 年度概算要求 
文部科学省「ロードマップ 2014」に採択されたスピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワー
ク拠点の整備を、新たな共同利用・共同研究体制の充実に向けた事業として平成 28 年度概算要求














設 置：平成 25 年 10 月に博士課程教育リーディングプログラム複合領域型（物質）として採択。 
組 織：・プログラム責任者：花輪公雄（理事（教育・学生支援・教育国際交流担当）） 
・プログラムコーディネーター：長坂徹也（工学研究科・教授） 








平成 27 年度は約 20 名が新たに加わり、リーディングプログラム学生合計約 40 名が、基盤科目・
専門基礎科目・展開科目・応用科目の他に、プログラム内インターンシップや海外や企業での長期
インターンシップに取り組んだ。 




平成 28 年 3 月に北海道大学において、北海道大学の物質系リーディングプログラムである「物













組 織：・機構長・プロジェクトリーダー ：高山 卓三（東芝・部長） 
    ・副機構長・研究リーダー ：末永 智一（東北大・教授） 
         ・プロジェクト参加学内教員数：135 名 
研究内容 : 誰もが生甲斐を持ち健康快活に過ごしたいが､病気への不安､孤独感､離れた家族の
心配等が少子高齢化社会を脅かす｡常に自分や家族の生活や健康がわかり､理想自己実




























設 置：平成 27 年 4 月に設置。 
組 織：・プログラム責任者：花輪公雄（理事（教育・学生支援・教育国際交流担当）） 
・プログラムリーダー：平山祥郎（理学研究科・教授） 






















・Quantum Nanostructures and Electron-Nuclear Spin Interactions 
・Spintronics with Antiferromagnets 
・Spintronics (13th RIEC International Workshop on Spintronics) 
414
関連組織等 





 発  足：平成２６年１０月に学際研究重点プログラムに採択 
体  制：代表者 ：村岡裕明（電気通信研究所・教授） 
          プロジェクトメンバ：２６名（文学研究科、経済学研究科、工学研究科、情報科
学研究科、医工学研究科、電気通信研究所、サイバーサイエンスセンター、原子
分子材料科学高等研究機構） 

































日   時：平成２７年１２月１１日（金）午後１時３０分～午後５時０１分 
場   所：東北大学電気通信研究所本館６階大会議室 
出 席 者： 
赤木 正人（北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 教授） 
伊丹 俊八（国立研究開発法人 情報通信研究機構 理事） 
伊藤 公平（慶応義塾大学理工学部 教授） 
潮田 資勝（国立研究開発法人 物質・材料研究機構 理事長） 
小野寺 正（ＫＤＤＩ株式会社 代表取締役会長） 
黒田  徹（日本放送協会 放送技術研究所長） 
小畑 秀文（独立行政法人 国立高等専門学校機構 理事長） 
財満 鎭明（名古屋大学未来材料・システム研究所 副所長） 
柴田  直（公益社団法人 応用物理学会 物理系学術誌刊行センター 
専任編集長） 
前田 英作（日本電信電話株式会社コミュニケーション科学基礎研究所 所長） 

































































































































































































































































































































































★  そこで本人にフィードバックされるのですか。 
 
☆  本人へのフィードバックというのは、そこまではいっていません。 
 
★  結果は本人には伝えておりますか。 
 
☆  伝えておりません。 
 











☆  はい。助教、准教授であります。 
 
★  再任審査のときの参考資料にもしますか。 
 
























































☆  少数ですけれども、そういう方はいらっしゃいます。 
 



















































































































































































23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
27(0)【0】 25(0)【0】 25(0)【0】 24(0)【0】 22(0)【0】
20(1)【0】 19(1)【0】 20(1)【0】 19(2)【0】 19(3)【0】
0 0 0 0 0
27(0)【2】 25(1)【2】 24(1)【1】 24(2)【1】 23(3)【1】
1(0)【0】 3(0)【0】 3(0)【0】 2(0)【0】  1(0)【0】
　※（　）は外国人、【　】は女性で内数
２．客員外国人教員 （人）
23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
2【0】 6【0】 1【0】 6【0】 3【0】
3【0】 1【0】 6【0】 2【0】 4【0】




23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
19(4)【0】 18(7)【0】 11(2)【0】 17(7)【0】 12(4)【0】
9(4)【1】 5(1)【0】 10(7)【0】 4(7)【0】 6(4)【0】
28(8)【1】 23(8)【0】 21(9)【0】 21(14)【0】 18(8)【0】
※上記2の客員外国人教員を含む（　）は外国人・【　】は女性で内数



















23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
6(3)【0】 7(1)【1】 9(4)【0】 9(4)【0】 10(5)【3】
6(1)【0】 11(4)【1】 10(2)【0】 10(2)【0】 9(1)【1】
4(2)【0】 5(5)【0】 　4(3)【0】 　4(3)【0】 　2(1)【0】











22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
1 (1)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】
11 (0)【0】 9 (0)【0】 6 (1)【0】 6 (1)【0】 5 (1)【0】 10 (0)【0】
0 (0)【0】 0 (0)【0】 1 (0)【0】 1 (0)【0】 1 (0)【0】 1 (0)【0】
12 (0)【0】 16 (1)【0】 4 (0)【0】 4 (0)【0】 5 (0)【0】 2 (0)【0】
11 (2)【1】 9 (2)【0】 4 (0)【0】 5 (0)【0】 5 (1)【0】 8 (2)【1】
内訳 PD 2 (0)【0】 1 (0)【0】 0 (0)【0】 1 (0)【0】 1 (0)【0】 2 (1)【1】
DC 9 (2)【1】 8（2)【0】 4 (0)【0】 4 (0)【0】 4 (1)【0】 6 (1)【0】
0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 2 (2)【0】 1 (1)【0】
0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 1 (1)【0】 0 (0)【0】



















FILIMONOV SERGEY H27. 6.17～H27. 8.15










FJELD MORTEN H28. 2. 2～H28. 3.31























































23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
4 3 6 2 1
2 2 1 1
2 1




3 1 2 1 4
12 10 13 6 11




23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
技術職員 9【1】 10【3】 10【3】 13【2】 11【2】
事務職員 15【4】 15【3】 18【3】 17【4】 15【4】
再雇用職員 5【0】 4【0】 6【0】 3【0】 3【0】
計 29【5】 29【6】 34【6】 33【6】 29【6】
技術職員 16【12】 29【12】 19【12】 19【12】 14【11】
事務職員 38【35】 36【33】 36【33】 36【33】 31【28】





























































23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
4 3 6 2 1
2 2 1 1
2 1




3 1 2 1 4
12 10 13 6 11
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23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
4 3 6 2 1
2 2 1 1
2 1




3 1 2 1 4
12 10 13 6 11




23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
技術職員 9【1】 10【3】 10【3】 13【2】 11【2】
事務職員 15【4】 15【3】 18【3】 17【4】 15【4】
再雇用職員 5【0】 4【0】 6【0】 3【0】 3【0】
計 29【5】 29【6】 34【6】 33【6】 29【6】
技術職員 16【12】 29【12】 19【12】 19【12】 14【11】
事務職員 38【35】 36【33】 36【33】 36【33】 31【28】


















































平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
電気通信研究所における予算の推移
予算額内訳 単位：千円
事　項 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
運営費交付金
人件費 835,898 770,443 723,507 791,174 724,798
物件費 687,253 665,038 658,590 668,941 667,582
運営費交付金　計 1,523,151 1,435,481 1,382,097 1,460,115 1,392,380
外部資金
科学研究費補助金 469,840 407,629 343,824 399,311 422,846
受託研究費 1,122,944 1,344,071 1,890,012 1,007,060 1,076,220
先端研究助成基金 813,777 671,668 660,578 0 0
寄附金 54,167 40,714 38,100 16,890 14,490
（再掲）間接経費 311,801 326,869 336,037 212,669 219,886
外部資金　計 2,460,728 2,464,082 2,932,514 1,423,261 1,513,556
災害復旧経費 432,607 4,993 0 0 0
移転事業経費 0 0 49,632 359,770 20,011
施設整備費 0 1,536,530 0 0 0
施設整備費等　計 432,607 1,541,523 49,632 359,770 20,011

















平成27年度平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度


















事　項 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
科学研究費補助金 469,840 407,629 343,824 399,311 422,846
受託研究費 1,122,944 1,344,071 1,890,012 1,007,060 1,076,220
先端研究助成基金 813,777 671,668 660,578 0 0
寄附金 54,167 40,714 38,100 16,890 14,490




区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
学部（4年）  66 ( 3)【 3】  53 ( 1)【 2】  67(1)【6】 56(0)【4】 52(0)【4】
大学院前期課程 146 (23)【 3】 137 (20)【 4】 125(17)【7】 125(12)【6】 117(13)【11】
　　工学研究科  96 (16)【 2】  86 (11)【 2】 76(8)【3】 82(6)【3】 81(6)【5】
　 情報科学研究科  50 ( 7)【 1】  51 ( 9)【 2】  49(9)【4】 43(6)【3】 36(7)【6】
大学院後期課程  50 (18)【 3】  43 (15)【 2】  38(14)【1】 38(9)【1】 36(9)【1】
　　工学研究科  39 (12)【 2】  35 ( 9)【 2】 28(7)【1】 30(6)【0】 28(7)【0】
　 情報科学研究科  11 ( 6)【 1】   8 ( 6)【 0】 10(7)【0】 8(3)【1】 8(2)【1】
計 262 (44)【 9】 233 (36)【 8】 230(32)【14】 219(21)【11】 205(22)【16】
２．留学生
（人）
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
学部４年 3 1 1 0 0
大学院前期 23 20 17 12 13
大学院後期 18 15 14 9 9
計 44 36 32 21 22
　　地域別内訳
　　①アジア 38 29 27 19 17
　　②北米 0 0 0 0 0
　　③中南米 2 3 3 1 1
　　④ヨーロッパ 0 0 1 0 3
　　⑤オセアニア 0 0 0 0 0
　　⑥中東 1 1 0 0 0
　　⑦アフリカ 3 3 1 1 1
（人）
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
研究所等研究生  10(7)  6(6)  8(7) 12(10) 11(9)
特別訪問研修生  　　 2(2)  　　 2(2)  　　 2(2) 2(2) 1(1)



























































































































Automatic Colorization using Vector Space





































通信工学専攻 Study on Digital Coherent Optical Pulse
















23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
59 66 71 69 55
２．トピックス一覧
掲載年月日 出典 関係教員
1 2014/4/9 毎日新聞 中沢　正隆
2 2015/4/15 河北新報 長　康雄
3 2015/4/21 河北新報 斎藤　文孝(技術職員)
4 2015/4/29 河北新報 曽根　敏夫(名誉教授)
5 2015/4/29 朝日新聞 曽根　敏夫(名誉教授)





8 2015/5/14 電子デバイス産業新聞 大野　英男
9 2015/5/28 読売新聞 中沢　正隆
10 2015/5/29 読売新聞 中沢　正隆
11 2015/5/30 河北新報 羽生　貴弘
12 2015/6/5 日経産業新聞 羽生　貴弘
13 2015/6/18 読売新聞 中沢　正隆
14 2015/6/24 電波新聞 末松　憲治
15 2015/6/24 河北新報 電気通信研究所

































23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
59 66 71 69 55
２．トピックス一覧
掲載年月日 出典 関係教員
1 2014/4/9 毎日新聞 中沢　正隆
2 2015/4/15 河北新報 長　康雄
3 2015/4/21 河北新報 斎藤　文孝(技術職員)
4 2015/4/29 河北新報 曽根　敏夫(名誉教授)
5 2015/4/29 朝日新聞 曽根　敏夫(名誉教授)
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9 2015/5/28 読売新聞 中沢　正隆
10 2015/5/29 読売新聞 中沢　正隆
11 2015/5/30 河北新報 羽生　貴弘
12 2015/6/5 日経産業新聞 羽生　貴弘
13 2015/6/18 読売新聞 中沢　正隆
14 2015/6/24 電波新聞 末松　憲治
15 2015/6/24 河北新報 電気通信研究所































17 2015/8/3 日経バイオテク 大野　英男
18 2015/8/5 北海道新聞 大野　英男
19 2015/8/5 日経テレコン 大野　英男
20 2015/8/5 日経産業新聞 大野　英男
21 2015/9/13 朝日新聞 中沢　正隆
22 2015/9/27 日本経済新聞 羽生　貴弘
23 2015/10/23 日経産業新聞 川上彰二郎（名誉教授）
24 2015/10/31 河北新報 末光　眞希
25 2015/11/7 河北新報 末光　眞希
26 2015/11/14 河北新報 末光　眞希
27 2016/11/16 北海道新聞 大野　英男
28 2015/11/21 河北新報 末光　眞希
29 2015/11/23 毎日新聞 木下研
30 2015/11/28 河北新報 末光　眞希
31 2015/12/5 河北新報 末光　眞希
32 2015/12/12 河北新報 末光　眞希
33 2015/12/19 河北新報 末光　眞希
34 2015/12/26 河北新報 末光　眞希
35 2016/1/1 日刊工業新聞 電気通信研究所
36 2016/1/9 河北新報 末光　眞希










































38 2016/1/16 河北新報 末光　眞希
39 2016/1/23 河北新報 末光　眞希
40 2016/1/30 河北新報 末光　眞希
41 2016/2/3 民間放送 鈴木　陽一
42 2016/2/6 河北新報 末光　眞希
43 2016/2/7 読売新聞 鈴木　陽一
44 2016/2/9 日刊工業新聞 栗木　一郎(准教授)
45 2016/2/9 日経産業新聞 大野　英男
46 2016/2/13 河北新報 末光　眞希





49 2016/2/27 河北新報 末光　眞希
50 2016/3/1 読売オンライン「科学」 鈴木　陽一
51 2016/3/5 河北新報 末光　眞希
52 2016/3/12 河北新報 末光　眞希
53 2016/3/19 河北新報 末光　眞希
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40 2016/1/30 河北新報 末光　眞希
41 2016/2/3 民間放送 鈴木　陽一
42 2016/2/6 河北新報 末光　眞希
43 2016/2/7 読売新聞 鈴木　陽一
44 2016/2/9 日刊工業新聞 栗木　一郎(准教授)
45 2016/2/9 日経産業新聞 大野　英男
46 2016/2/13 河北新報 末光　眞希





49 2016/2/27 河北新報 末光　眞希
50 2016/3/1 読売オンライン「科学」 鈴木　陽一
51 2016/3/5 河北新報 末光　眞希
52 2016/3/12 河北新報 末光　眞希
53 2016/3/19 河北新報 末光　眞希
















































尾辻　泰一 46,400 367,400 グラフェンテラヘルツレーザーの創出 23 27
中沢　正隆 114,200 439,200 多機能なコヒーレントナイキストパルスの提案とそれを用いた超高速・高効率光伝送技術 26 30
上出 寛子 3,600 8,400 ASD者のwell-beingに資する自伝的物語への介入とDMNの脳機能解明 27 28
坂本　一寛 3,800 7,500 領野間・層間情報流の解析による前頭葉の予測・意思決定神経回路機構の解明 26 27
基盤研究（Ｓ）
長　康雄 20,100 161,800 非線形誘導率顕微鏡の高機能化及び電子デバイスへの応用 23 27
北村　喜文 12,900 33,700 人の細かい手作業計測のための3次元6自由度モーションセンサシステムの実現と応用 27 29
石黒　章夫 5,100 30,300 特異な対称構造を持つクモヒトデから探る振る舞いの多様性の発現機序 24 27
大堀　淳 600 6,300 ML系多相型言語SML#の実用化技術に関する基礎研究 25 29
末光　眞希 2,200 14,600 グラフェンエレクトロニクス実現を加速するＳｉ基板上エピグラフェンの革新的高品質化 25 27
末松　憲治 2,200 13,400 電流モード・ダイレクト・ディジタル・コンバージョンＲＦ－ＩＣの開発 25 27
坂本　修一 4,800 12,400 人間の外界空間認識過程に基づく自己運動感応型バーチャル視聴覚空間創成技術の確立 26 28
石山　和志 3,800 12,500 逆磁歪を利用した異方性制御機構の解明とそれを利用した低損失モータ用電磁鋼板の開発 26 28
栗木　一郎 8,600 15,400 脳内における順行性・遡行性の視覚信号の相互作用 27 29
吹留　博一 8,100 13,000 二次元原子薄膜の材料物性とデバイス特性を繋ぐオペランド顕微光電子分光 27 29
外山　芳人 1,200 3,500 合流性に基づくプログラム自動検証法の研究 25 27
佐藤　茂雄 1,200 3,600 脳型計算機用ナノシナプスデバイスの開発 25 27
阿部　和多加 1,000 3,800 水素化合物の金属化及び超伝導の理論研究 25 27
片野　諭 1,200 4,000 プラズモン光電場の極限空間操作によるナノケミストリー 25 27
坂本　一寛 1,300 3,700 多重電極・電流源解析によるサル前頭葉層構造マップの作成 26 28
山末　耕平 2,000 3,900 走査型非線形誘電率ポテンショメトリの開発とその電子材料・デバイス評価への応用 27 29
挑戦的萌芽研究
末光　眞希 1,200 3,000 多層エピ成長による結晶配向転換を用いたＣМОＳプロセスの革新 25 27
鈴木　陽一 1,100 2,900 無意識な微小頭部運動は音空間感性知覚に影響を及ぼすか 26 27
坂本　修一 1,500 2,800 笑いを誘発する音声メディアの特徴分析に基づいた笑い誘発音声フィルタの試作 26 27
上原　洋一 700 32,800 テラヘルツSTM発光分光へのピコ秒時間分解能の付与 26 27
















加納　剛史 1,700 3,100 多脚動物が示す巧みな脚間協調に着想を得た交通信号制御の新展開 26 27
栗木　一郎 1,700 2,900 両眼合成周波数 SSVEP による視覚的注意の空間分布の計測 27 29
北村　喜文 1,400 2,800 動きセンサ内蔵積木の試作と子供の遊び方分析への応用 27 28
上出 寛子 800 2,600 超ロバストなロボットの実現に向けた二元性一原論に基づく応用仏教の実証研究 27 28
庭野　道夫 1,800 3,000 ナノ細孔薄膜を用いて形成するナノバブルの構造と機能 27 28
吹留　博一 1,300 2,800 ウエハー接合を援用した高品質エピグラフェンと新原理に基づく高周波デバイス 27 28
サッドグローブ
マーク 1,400 2,900
Coherent control of a solid state qubit
on an optical nanofiber 27 28
八坂　洋 1,700 3,000 100Gb/s動作直接変調半導体レーザ光源実現へ向けた挑戦 27 28
末光　哲也 1,500 3,000 ScAlMgO4基板を用いた窒化物半導体縦型トランジスタ作製プロセスの研究 27 28
深見　俊輔 2,100 2,900 スピン軌道トルクを用いた新規磁化制御方式の研究と3端子磁気メモリ素子への応用 27 29
深見　俊輔 4,600 11,700 極微細世代における新規磁壁移動方式の研究と3次元デバイスへの展開 27 29
大脇　大 2,900 15,600 網羅的視野から解き明かす四脚動物の多様な歩容の発現機序 25 27
上出　寛子 13,300 19,500 持続可能な対ロボット関係を実現する連動的全身非言語行動による親密性表出モデル 26 27
葛西　恵介 6,600 15,700 コヒーレント光通信用狭線幅周波数安定化レーザの開発 26 27
高橋　秀幸 700 3,100 被災地の地域包括ケアシステムを実現する情報連携フレームワークの研究開発 25 27
高嶋　和毅 1,300 2,800 複数の自律移動デジタルテーブルの連携による快適な協調作業空間の動的生成 26 27
佐藤　昭 1,000 3,100 新規グラフェンTHzプラズモニックデバイスの理論的検証 26 28
ＴＯＭＢＥＴ
ＳＴＥＰＨＡＮＥ 800 3,100
Graphene terahertz detectors based on
plasmons and resonant tunneling 26 27
笹井　一人 900 3,000 ヘテラルキー型分散エネルギーシステムのためのマイクログリッド間協調方式 26 27
上野　雄大 600 3,000 実用プログラミング言語のための系統的言語開発基盤の実現 27 30
秋間　学尚 1,100 3,100 運動立体視による空間認識を行う視覚情報処理システムの集積化に関する研究 27 29
研究活動スター










平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
件数 43 25 35 33 33
金額 115 53 57 66 48
件数 32 32 33 22 24
金額 684 734 511 496 586
件数 25 23 15 16 22






区　　分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度










































































ACM Symposium on Spatial User








































論文「Influence of Switching Field




















Intelligent Information Hiding and
Multimedia Signal Processing」において
発表した「A compact representation of
the head-related transfer function






















































































ACM Symposium on Spatial User








































論文「Influence of Switching Field




















Intelligent Information Hiding and
Multimedia Signal Processing」において
発表した「A compact representation of
the head-related transfer function





















































IEEE Sendai Section Student






























「A CMOS Series/Shunt Switching Type




























































発表論文「Evaluation of robustness of 
the SENZI 3D sound space acquisiton 



















法」 （共著者：久保田 恭守，北形 元, 
















































23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
英文 154 201 156 126 129
和文 16 16 12 15 10
計 170 217 168 141 139
207 225 287 255 239
14 17 15 11 9



































23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
英文 154 201 156 126 129
和文 16 16 12 15 10
計 170 217 168 141 139
207 225 287 255 239
14 17 15 11 9




























平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
単位：件
区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｓ 合　　計
 
（単位：件） 
区  分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
区分Ａ 34 37 38 52 63 
区分Ｂ 31 30 30 32 33 
区分Ｓ 4 4 4 4 4 
区分Ｕ 4     





・大型プロジェクト提案型：7 件         ・若手研究者対象型：15 件 
・萌芽的研究支援型：36 件            ・先端的研究推進型：54 件 
・国際共同研究推進型：25 件           ・その他：3 件 
 










































 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
Ａタイプ 360 371 407 475 592 
  ：うち民間 21 28 30 26 26 
Ｂタイプ 538 498 534 581 520 
  ：うち民間 64 57 49 48 38 
Ｓタイプ 115 121 189 165 138 
  ：うち民間 8 0 0 0 0 
Ｕタイプ 29     
  ：うち民間 5     




















平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
単位：千円





区  分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
所内予算 11,116 10,972 10,829 10,687 10,549 
拠点経費 23,750 22,563 22,563 37,563 35,313 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 THz 9 2 23-25
2 10 3 16-18
3 10 12 14-16
4 Si 11 9 13-17
5 12 3 8-10
6 12 9 13-15
7 13 10 25-27
8 13 10 28 -11 1
9 VLSI 14 12 12-14
10 15 10 23-24
11 3 SiGeC 16 10 12-13
12 3 17 4 11-12
13 4 Si ICSI-4 17 5 23-26
14 1 17 5 27-28
15 17 9 26-27
16 1 18 2 8-9
17 4 18 5 8
18 4 18 8 15-18
19 2 18 10 2-3
20 2 19 2 15-16
21 2007 19 6 4-6
22 19 10 1-4
23 3 19 10 31 -11 1
24 3 19 11 8-9
25 1 19 11 21-22
26 18 19 12 17-19
27 20 9 5-6
28 20 9 25-27
29 20 10 9-10
30 21 4 20-22
31 21 4 24-25
32 21 8 4-5
33 20 21 9 13-16
34 2 RIEC-CNSI 5 21 10 22-23
35 21 11 11-13
36 5 IV 22 1 29-30
37 6 RIEC 22 2 5-6
38 2 22 3 11-12
39 22 10 27-29
40 9 22 11 15-16
41 7 RIEC 23 2 3-4
42 12 23 10 17-20
43 8 RIEC 24 2 2-3
44 6 24 3 8
45 3 24 3 21-22
46 9 RIEC 24 5 31 -6 2
47 1 24 10 18-19
48 TU Dresden and Tohoku University Symposium 2012 24 11 2
49 1 24 11 15-16
50 25 1 15-16
51 11 RIEC 25 1 31 -2 1
52 7 25 3 7
53 6 25 4 22-23
54 2 26 2 21-22
55 8 26 3 6-7
56 5 26 3 6-7
第６　国際活動
国際活動
57 第 12 回 RIEC スピントロニクス国際ワークショップ
電子レンジマグネティック 2014 に関する IEEE 国際会議
RIEC 国際シンポジウム　知覚とコミュニケーション
2014 アジア太平洋マイクロ波会議
脳機能と脳コンピュータに関する第 3 回 RIEC 国際シンポジウム
ブレインウェア LSI に関する国際シンポジウム
平成 26 年 6 月 25-27 日
平成 26 年 11 月 4-7 日
平成 27 年 2 月 18-19 日
平成 27 年 3 月 2-3日
平成 26 年 6 月 29 日- 7 月 2 日









平成 27 年 3 月 2-4日
平成 27 年 3 月 2-4日









平成 27 年 11 月 18-20 日
平成 28 年 2 月 23-24 日
平成 28 年 2 月 26-27 日
平成 27 年 7 月 3-7日








平成 28 年 3 月 1-3 日










1. Acoustical Science and Technology
2. Acta Acustica Sinica
3. Applied Acoustics
4. Applied Intelligence
5. Frontiers in Virtual Environments (a section of Frontiers in Robotics and AI)
6. IEEE Magnetics Letter
7. IEICE Electronics Express
8. IEICE Trans. Commun.
9. Interdisciplinary Information Sciences
10. International Journal of Energy, Information and Communication
11. Japanese Journal of Applied Physics
12. Journal of Magnetics, Korean Magnetics Society
13. Journal of SPIN
14. Nature Communications
15. Nature Scientific Reports
16. Neural Networks
17. Nonliner Theory and Its Applications, IEICE
18. NPG Asia Materials
19. Optical Fiber Technology
20. Optical Review
21. Scientific Reports
22. The Journal of Computer Animation and Virtual Worlds
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1. Acoustical Science and Technology
2. Acta Acustica Sinica
3. Applied Acoustics
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5. Frontiers in Virtual Environments (a section of Frontiers in Robotics and AI)
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1. 13th RIEC International Workshop on Spintronics
2. 17th International Multisensory Research Forum (IMRF2016)
3. 1st International Conference on Enterprise Architecture and information Systems (EAIS2016)
4. 2015 IEEE International Symposium on Radio-Frequency integration Technology(RFIT2015)
5. 21st International Conference on Electronic Properties of Two-Dimensional Systems (EP2DS) and the 17th
International Conference on Modulated Semiconductor Structures (MSS)
6. 40th International Conference on Infrared, Millimeter and THz Waves (IRMMW-THz 2015)
7. ACM SIGCHI
8. ACM SIGGRAPH
9. ACM SIGGRAPH Asia 2015:
The 8th SIGGRAPH Conference and Exhibition on Computer Graphics and Interactive Techniques in Asia 2015
10. ACM Symposium on Virtual Reality Software and Technology (VRST)
11. Asia-Pacific Microwave Conference (APMC)
12. Asia-Pacific Workshop on Fundamentals and Applications of Advanced Semiconductor Devices(AWAD)
13. EGVE: Eurographics Workshop on Virtual Environment (EGVE)
14. European Conference on Optical Communication (ECOC)
15. European Solid-State Device Research Conference(ESSDERC)
16. Hiding and Multimedia Signal Processing (IIH-MSP2015)
17. IEEE International Conference on Web Interlligence(WI)
18. IEEE International Symposium on Asynchronous Circuits and Systems
19. IEEE International Symposium on Multiple-Valued Logic
20. IEEE NEMS 2016
21. International Advisory Committee, 8th International School and Conference on Spintronics and Quantum
Information Technology (SPINTECH-8)
22. International Conference Industrial & Eingineering Applications of Artificial intelligence & Expert Systems
(IEA/AIE)
23. International Conference on Artificial Reality and Tele-existence (ICAT)
24. International Conference on Electron Dynamics in Semiconductors, Optoelectronics and Nanostructures(EDISON)
25. International Conference on Indium Phosphide and Related Materials (IPRM)
26. International Conference on Recent Progress in Graphene Research (RPGR)
27. International Conferences on Modern Materials & Technologies(CIMTEC)
28. International Federation for Information Processing (IFIP) Human-Computer Interaction (TC-13)
29. International Symposium on Advanced and Applied Convergence
30. International Symposium on Compound Semiconductors (ISCS)
31. International Symposium on Frontiers in THz Technology (FIT)




1. 13th RIEC International Workshop on Spintronics
2. 17th International Multisensory Research Forum (IMRF2016)
3. 1st International Conference on Enterprise Architecture and information Systems (EAIS2016)
4. 2015 IEEE International Symposium on Radio-Frequency integration Technology(RFIT2015)
5. 21st International Conference on Electronic Properties of Two-Dimensional Systems (EP2DS) and the 17th
International Conference on Modulated Semiconductor Structures (MSS)
6. 40th International Conference on Infrared, Millimeter and THz Waves (IRMMW-THz 2015)
7. ACM SIGCHI
8. ACM SIGGRAPH
9. ACM SIGGRAPH Asia 2015:
The 8th SIGGRAPH Conference and Exhibition on Computer Graphics and Interactive Techniques in Asia 2015
10. ACM Symposium on Virtual Reality Software and Technology (VRST)
11. Asia-Pacific Microwave Conference (APMC)
12. Asia-Pacific Workshop on Fundamentals and Applications of Advanced Semiconductor Devices(AWAD)
13. EGVE: Eurographics Workshop on Virtual Environment (EGVE)
14. European Conference on Optical Communication (ECOC)
15. European Solid-State Device Research Conference(ESSDERC)
16. Hiding and Multimedia Signal Processing (IIH-MSP2015)
17. IEEE International Conference on Web Interlligence(WI)
18. IEEE International Symposium on Asynchronous Circuits and Systems
19. IEEE International Symposium on Multiple-Valued Logic
20. IEEE NEMS 2016
21. International Advisory Committee, 8th International School and Conference on Spintronics and Quantum
Information Technology (SPINTECH-8)
22. International Conference Industrial & Eingineering Applications of Artificial intelligence & Expert Systems
(IEA/AIE)
23. International Conference on Artificial Reality and Tele-existence (ICAT)
24. International Conference on Electron Dynamics in Semiconductors, Optoelectronics and Nanostructures(EDISON)
25. International Conference on Indium Phosphide and Related Materials (IPRM)
26. International Conference on Recent Progress in Graphene Research (RPGR)
27. International Conferences on Modern Materials & Technologies(CIMTEC)
28. International Federation for Information Processing (IFIP) Human-Computer Interaction (TC-13)
29. International Symposium on Advanced and Applied Convergence
30. International Symposium on Compound Semiconductors (ISCS)
31. International Symposium on Frontiers in THz Technology (FIT)
32. International Workshop: Spintronics VLSI
３．本研究所教員が組織委員をつとめた最近の国際会議 33. Optical Fiber Commnunication Conference (OFC)
34. Opto-Electronics and Communications Conference (OECC)
35. Russia-Japan-USA-Europe Symposium on Fundamental & Applied Problems of Terahertz Devices & Technologies
(RJUSE)
36. SPIE International Conference on Defense, Commercial, and Sensing
37. Technical Committee of Multiple-Valued Logic, IEEE Computer Society
38. The 11th Asia-Pacific Conference on Vision (APCV 2015)
39. The 11th International Conference on Intelligent Information
40. The 23rd Symposium of the International Colour Vision Society (ICVS 2015)
41. The 25th IEEE International Semiconductor Laser Conference (ISLC) 2016
42. The 28th International Conference on Indium Phosphide and Related Materials (IPRM)2016
43. The Fourth Asian Conference on Informatino Systems (ACIS2015)
44. The magnetic Recoeding Conference 2017
45. Topical Workshop on Heterostructure Microelectronics(TWHM)
46. VLSI Circuits Symposium
47. York-Tohoku-Kaiserslautern Research Symposium on “New Concept Spintronics Devices”
４．国際学会における招待講演数                          
区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
招待講演数 79 100 89 106 69
  
                           
５．国際共同研究の実施状況         
実施状況(件数) 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 





６．国際共同研究一覧        











































































































































































Investigation of spatiotemporal 
dynamics of visual attention using 
steady state visual evoked potential 
2011～現在 塩入研
米国 オハイオ州立大学 Color naming of Japanese 2011～現在 塩入研
464
国際活動
相手国 研究機関名 研究課題名 期 間 研究室 




Continuity Field and Self Motion 2015～現在 塩入研
米国 ミネソタ大学 











































































































































































































































７．外国人研究者の招へい状況                 
区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
文部科学省事業 0 7 9 4 8
日本学術振興会事業 39 16 8 6 15
当該法人による事業 11 37 39 51 75
その他 3 19 56 37 65
   計 53 79 112 98 163
地域別内訳       
①アジア 20 29 35 23 32
②北米 15 25 18 19 50
③中南米 0 0 0 1 0
④ヨーロッパ 15 23 51 52 76
⑤オセアニア 2 1 7 1 0
⑥中東 1 1 0 1 5
⑦アフリカ 0 0 1 1 0
計 53 79 112 98 163
滞在期間別内訳   
１月以上滞在 5 1 17 21 15
１週間以上１月未満 23 23 18 15 14
１週間未満 25 55 77 62 134
計 53 79 112 98 163
 




８．研究者の海外派遣状況         
区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
文部科学省事業 11 1 2 22 30
日本学術振興会事業 131 150 49 120 93
当該法人による事業 40 17 21 38 52
その他 93 192 166 89 59
   計 275 360 238 269 234
地域別内訳     
①アジア 84 84 36 30 45
②北米 99 133 89 115 92
③中南米 2 0 2 3 5
④ヨーロッパ 85 132 104 114 89
⑤オセアニア 3 5 2 4 3
⑥中東 2 6 4 1 0
⑦アフリカ 0 0 1 2 0
















８．研究者の海外派遣状況         
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④ヨーロッパ 85 132 104 114 89
⑤オセアニア 3 5 2 4 3
⑥中東 2 6 4 1 0
⑦アフリカ 0 0 1 2 0




















協 定 校 
協定締結 




















































































 ○ ○ ○ 失
効
教授 
白鳥則郎 中国 深圳大学科研処 1987.6.15 
計算機ネットワーク構
築に関する研究 









 ○ ○ ○ 失
効
教授 






○ ○ ○ ○ 失
効
教授 






○ ○ ○ ○ 失
効
教授 

























































○  ○ ○ 継
続
教授 






















































































協 定 校 
 
協定締結 
















































村岡裕明 イギリス ヨーク大学 2004.6.7 
文化、教育及び科学技
術上の交流の促進 
○ ○ ○ 継
続
教授 





























































































技術セミナー  255 ― 186 ― 237
講演会 267 203 246 171 247
<外部> 182 118 134 120 128
<内部> 85 85 112 51 119







23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
1,976 812 1,975 803 2,687






区 分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
文部科学省関連 30 21 33 21 26 
他省庁 13   14 19 15 17 
地方公共団体 6 3 1 3 1 
財団、学会 20 17 22 16 18 
その他 47 57 66 64 38 










３．学会名誉会員及びフェローの状況                          
区  分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
国際学会 
フェロー 
6 7 8 8 9 
国内学会 
フェロー 
8 8 9 11 9 























 ４．学会名誉会員及びフェロー一覧  
  国際学会 
学  会  名 氏  名 
IEEE 中 沢 正 隆 
IEEE 村 岡 裕 明 
IEEE 加 藤 修 三 
IEEE 尾 辻 泰 一 
OSA 中 沢 正 隆 
米国物理学会 大 野 英 男 
米国音響学会 鈴 木 陽 一 
英国物理学会評議会 大 野 英 男 
韓国音響学会 鈴 木 陽 一 
※ IEEE = The Institute of Electrical and Electronics Engineers  
      OSA = Optical Society of America 
 
国内学会 
学  会  名 氏  名 
電子情報通信学会 中 沢 正 隆 
電子情報通信学会 鈴 木 陽 一 
応用物理学会 大 野 英 男 
応用物理学会 庭 野 道 夫 
応用物理学会 中 沢 正 隆 
日本ソフトウェア学会 大 堀   淳 
日本バーチャルリアリティ学会 鈴 木 陽 一 
日本バーチャルリアリティ学会 北 村 喜 文 













23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
1,976 812 1,975 803 2,687






区 分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
文部科学省関連 30 21 33 21 26 
他省庁 13   14 19 15 17 
地方公共団体 6 3 1 3 1 
財団、学会 20 17 22 16 18 
その他 47 57 66 64 38 




５．学会役員の状況                           
区  分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
国際学会役員 4 5 4 4 3 
国内学会役員 12 13 10 13 10 





学 会 名 役 職 名 任 期 氏 名 
IEEE Photonics Society Board of Governors 2013～2015 中沢 正隆
IEEE Magnetics Society Fellow Evaluation Committee 2014～2016 村岡 裕明
IEEE CS-MVL TC Chair 2014～現在 羽生 貴弘
 
 国内学会（2015） 
学 会 名 役 職 名 任 期 氏 名 
超臨場感コミュニケーション 
産学官フォーラム 会長 2012 年～現在 鈴木 陽一 
日本神経回路学会 理事 2012～2016 庭野 道夫 
日本神経回路学会 理事 2013～現在 佐藤 茂雄 
日本音響学会 理事 2014 年～現在 坂本 修一 
日本バーチャルリアリティ学会 理事 2014 ～現在 鈴木 陽一 
日本バーチャルリアリティ学会 評議員 2012～2016 北村 喜文 
ヒューマンインタフェース学会 評議員 2007 年～現在 北村 喜文 
日本ソフトウェア科学会 評議員 2004～現在 大堀  淳 
日本磁気学会 顧問 2013～現在 村岡 裕明 







区  分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
発明届出件数 45 48 32 27 27 
教員個人有 4 10 2 1 1 
企業等の共有 31 27 13 9 14 
大学有 10 11 17 16 10 
国内出願数 56 46 33 25 24 
国内登録数 14 18 22 21 29 
外国出願数 
(含む PCT 出願数）
20 9 15 4 7 
外国登録数 
(含む PCT 登録数）
9 13 7 7 13 
















区　分  23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
技術的相談、





1．国際色覚学会 第 23 回シンポジウム  
The 23rd Symposium of the International Colour Vision Society (ICVS 2015) 
2015 年 7 月 3 日(金)～7月 7 日(火) 
2. コンピュータグラフィックスとインタラクティブ技術の新展開 
RIEC International Symposium on Computer Graphics and Interactive Techniques: New Horizon 
2015 年 9 月 26 日(土)～9 月 27 日(日) 
3. 第 13 回 RIEC スピントロニクス国際ワークショップ 
13 th RIEC International Workshop on Spintronics 
2015 年 11 月 18 日(水)～11 月 20 日(金) 
4. 脳機能と脳コンピュータに関する第 4回 RIEC 国際シンポジウム 
The 4th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer 
2016 年 2 月 23 日(火)～2 月 24 日(水) 
5. ブレインウェア LSI に関する国際シンポジウム 
International Symposium on Brainware LSI 
2016 年 2 月 26 日(金)～2 月 27 日(土) 
6. 第 10 回メディカル・バイオ・ナノエレクトロニクスに関する国際シンポジウム 
The 10th International Symposium on Medical, Bio- and Nano- Electronics 
2016 年 3 月 1 日(火)～3月 3日(木) 
7. 第 7 回ナノ構造とナノエレクトロニクスに関する国際ワークショップ 
The 7 th  International Workshop on Nanostructures and Nanoelectronics 
2016 年 3 月 1 日(火)～3月 3日(木) 
8．電気通信研究所工学研究会                随時 
9．電気通信研究所産学官フォーラム             2015 年 11 月 25 日(水) 
10. 電気通信研究所共同プロジェクト研究発表会       2016 年 2 月 25 日(木) 
出版物 
1．電気通信研究所要覧（和文・英文）            年 1 回発行 
2．電気通信研究所研究活動報告（和文･英文）         年 1 回発行 
3．東北大学電通談話会記録                 年 2 回発行 
4．ナノ・スピン実験施設研究報告書             年 1 回発行 
5．電気通信研究所ニュースレター（RIEC NEWS）       年 3 回発行 
6. RIEC Newsletter                   年 1 回発行 
その他 
1．電気通信研究所ホームページ               公開中 
2．電気通信研究所総覧 Web 公開               公開中 




所長（併）／教授 Director, Professor 大　野　英　男 Hideo Ohno
研究部門 Research Divisions
情報デバイス研究部門 Information Devices Division
■　ナノフォトエレクトロニクス研究室 Nano-photoelectronics
教　授 Professor 上　原　洋　一 Yoichi Uehara
教　授（兼） Professor* 藤　掛　英　夫 Hideo Fujikake
准教授 Associate Professor 片　野　　　諭 Satoshi Katano
准教授（兼） Associate Professor* 石　鍋　隆　宏 Takahiro Ishinabe
■　量子光情報工学研究室 Quantum-Optical Information Technology
教　授 Professor 枝　松　圭　一 Keiichi Edamatsu
教　授（兼） Professor* 中　尾　光　之 Mitsuyuki Nakao
准教授 Associate Professor 三　森　康　義 Yasuyoshi Mitsumori
准教授 Associate Professor Mark Paul Sadgrove Mark Paul Sadgrove
准教授（兼） Associate Professor* 片　山　統　裕 Norihiro Katayama
研究員 Research Fellow 藪　野　正　裕 Masahiro Yabuno
■　固体電子工学研究室 Solid State Electronics
教　授 Professor 末　光　眞　希 Maki Suemitsu
客員教授 Visiting Professor 長　澤　弘　幸 Hiroyuki Nagasawa
教　授（兼） Professor* 鷲　尾　勝　由 Katsuyoshi Washio
准教授 Associate Professor 吹　留　博　一 Hirokazu Fukidome
准教授（兼） Associate Professor* 小　谷　光　司 Koji Kotani
研究員 Research Fellow Sai Jiao Sai Jiao
■　誘電ナノデバイス研究室 Dielectric Nano-Devices
教　授 Professor 長　　　康　雄 Yasuo Cho
教　授（兼） Professor* 梅　村　晋一郎 Shinichiro Umemura
教　授（兼） Professor* 小　玉　哲　也 Tetsuya Kodama
准教授（兼） Associate Professor* 吉　澤　　　晋 Shin Yoshizawa
助　教 Assistant Professor 平　永　良　臣 Yoshiomi Hiranaga
助　教 Assistant Professor 山　末　耕　平 Kohei Yamasue
■　プラズマ電子工学研究室 Plasma Electronics
教　授（兼） Professor* 安　藤　　　晃 Akira Ando
准教授（兼） Associate Professor* 飯　塚　　　哲 Satoru Iizuka
准教授（兼） Associate Professor* 高　橋　和　貴 Kazunori Takahashi
■　物性機能設計研究室 Materials Functionality Design
教　授 Professor 白　井　正　文 Masafumi Shirai
教　授（兼） Professor* 田　中　和　之 Kazuyuki Tanaka
准教授（兼） Associate Professor* 和　泉　勇　治 Yuji Waizumi
助　教 Assistant Professor 阿　部　和多加 Kazutaka Abe
助　教 Assistant Professor 辻　川　雅　人 Masahito Tsujikawa
ブロードバンド工学研究部門 Broadband Engineering Division
■　超高速光通信研究室 Ultrahigh-speed Optical Communication
教　授 Professor 中　沢　正　隆 Masataka Nakazawa
教　授（兼） Professor* 山　田　博　仁 Hirohito Yamada
教　授（兼） Professor* 松　浦　祐　司 Yuji Matsuura
准教授 Associate Professor 廣　岡　俊　彦 Toshihiko Hirooka
准教授 Associate Professor 吉　田　真　人 Masato Yoshida
准教授（兼） Associate Professor* 大　寺　康　夫 Yasuo Ohtera
准教授（兼） Associate Professor* 片　桐　崇　史 Takashi Katagiri
助　教 Assistant Professor 葛　西　恵　介 Keisuke Kasai
研究員 Research Fellow 犬　竹　正　明 Masaaki Inutake
研究員 Research Fellow 王　　　怡　昕 Yixin Wang
研究員 Research Fellow 三　浦　幸　雄 Yukio Miura
職　　員
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■　応用量子光学研究室 Applied Quantum Optics
教　授 Professor 八　坂　　　洋 Hiroshi Yasaka
助　教 Assistant Professor 横　田　信　英 Nobuhide Yokota
　
■　先端ワイヤレス通信技術研究室 Advanced Wireless Information Technology
教　授 Professor 末　松　憲　治 Noriharu Suematsu
教　授（兼） Professor* 陣　　　　　強 Qiang Chen
准教授 Associate Professor 亀　田　　　卓 Suguru Kameda
助　教 Assistant Professor 本　良　瑞　樹 Mizuki Motoyoshi
■　情報ストレージシステム研究室 Information Storage Systems
教　授 Professor 村　岡　裕　明 Hiroaki Muraoka
教　授（兼） Professor* 周　　　　　暁 Xiao Zhou
准教授 Associate Professor Simon John Greaves Simon J. Greaves
准教授（兼） Associate Professor* 伊　藤　健　洋 Takehiro Ito
■　超ブロードバンド信号処理研究室 Ultra-Broadband Signal Processing
教　授 Professor 尾　辻　泰　一 Taiichi Otsuji
客員教授 Visiting Professor Victor Ryzhii Victor Ryzhii
教　授（兼） Professor* 安　達　文　幸 Fumiyuki Adachi
准教授 Associate Professor 末　光　哲　也 Tetsuya Suemitsu
准教授 Associate Professor Stephane Albon Boubanga Tombet Stephane Albon Boubanga Tombet
助　教 Assistant Professor 佐　藤　　　昭 Akira Sato
研究員 Research Fellow Adrian Catalin Dobroiu Adrian Catalin Dobroiu
研究員 Research Fellow 渡　辺　隆　之 Takayuki Watanabe
■　ブロードバンド通信基盤技術研究室（客員） Basic Technology for Broadband Communication (Visiting Section)
客員教授 Visiting Professor 廣　畑　貴　文 Atsufumi Hirohata
客員教授 Visiting Professor 仲　谷　栄　伸 Yoshinobu Nakatani
客員准教授 Visiting Associate Professor 平　　　明　德 Akinori Taira
人間情報システム研究部門 Human Information Systems Division
■　生体電磁情報研究室 Electromagnetic Bioinformation Engineering
教　授 Professor 石　山　和　志 Kazushi Ishiyama
教　授（兼） Professor* 一ノ倉　　　理 Osamu Ichinokura
教　授（兼） Professor* 山　口　正　洋 Masahiro Yamaguchi
教　授（兼） Professor* 津　田　　　理 Makoto Tsuda
教　授（兼） Professor* 渡　邉　高　志 Takashi Watanabe
准教授 Associate Professor 枦　　　修一郎 Shuichiro Hashi
准教授（兼） Associate Professor* 中　村　健　二 Kenji Nakamura
准教授（兼） Associate Professor* 遠　藤　　　恭 Yasushi Endo
准教授（兼） Associate Professor* 宮　城　大　輔 Daisuke Miyagi
■　先端音情報システム研究室 Advanced Acoustic Information Systems
教　授 Professor 鈴　木　陽　一 Yôiti Suzuki
教　授（兼） Professor* 金　井　　　浩 Hiroshi Kanai
教　授（兼） Professor* 伊　藤　彰　則 Akinori Ito
准教授 Associate Professor 坂　本　修　一 Shuichi Sakamoto
准教授（兼） Associate Professor* 川　下　将　一 Masakazu Kawashita
講　師（兼） Lecturer* 能　勢　　　隆 Takashi Nose
助　教 Assistant Professor Jorge Alberto Treviño López Jorge Alberto Treviño López
産学官連携研究員 Research Fellow 崔　　　正　烈 Zhenglie Cui
再雇用職員 Technical Staff 齋　藤　文　孝 Fumitaka Saito
■　高次視覚情報システム研究室 Visual Cognition and Systems
教　授 Professor 塩　入　　　諭 Satoshi Shioiri
教　授（兼） Professor* 吉　澤　　　誠 Makoto Yoshizawa
教　授（兼） Professor* 川　又　政　征 Masayuki Kawamata
准教授 Associate Professor 栗　木　一　郎 Ichiro Kuriki
准教授（兼） Associate Professor* 杉　田　典　大 Norihiro Sugita
准教授（兼） Associate Professor* 阿　部　正　英 Masahide Abe
産学官連携研究員 Research Fellow 羽　鳥　康　裕 Yasuhiro Hatori
研究員 Research Fellow 方　　　　　昱 Fong Yu
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■　マルチモーダルコンピューティング研究室（客員） Multimodal Computing (Visitor Section)
客員教授 Visiting Professor 荻　野　俊　郎 Toshio Ogino
客員教授 Visiting Professor 浅　野　　　太 Hutoshi Asano
客員教授 Visiting Professor 西　村　竜　一 Ryoichi Nishimura
システム・ソフトウェア研究部門 Systems & Software Division
■　ソフトウェア構成研究室 Software Construction
教　授 Professor 大　堀　　　淳 Atsushi Ohori
教　授（兼） Professor* 篠　原　　　歩 Ayumi Shinohara
教　授（兼） Professor* 住　井　英二郎 Eijiro Sumii
准教授（兼） Associate Professor* 松　田　一　孝 Kazutaka Matsuda
助　教 Assistant Professor 上　野　雄　大 Katsuhiro Ueno
■　コンピューティング情報理論研究室 Computing Information Theory
教　授 Professor 外　山　芳　人 Yoshihito Toyama
教　授（兼） Professor* 静　谷　啓　樹 Hiroki Shizuya
教　授（兼） Professor* 大　町　真一郎 Shinichiro Omachi
准教授 Associate Professor 青　戸　等　人 Takahito Aoto
准教授（兼） Associate Professor* 酒　井　正　夫 Masao Sakai
准教授（兼） Associate Professor* 磯　邉　秀　司 Shuji Isobe
助　教 Assistant Professor 菊　池　健太郎 Kentaro Kikuchi
■　コミュニケーションネットワーク研究室 Communication Network Systems
教　授 Professor 木　下　哲　男 Tetsuo Kinoshita
教　授（兼） Professor* 斎　藤　浩　海 Hiroumi Saito
教　授（兼） Professor* 曽　根　秀　昭 Hideaki Sone
教　授（兼） Professor* 乾　　　健太郎 Kentaro Inui
准教授 Associate Professor 北　形　　　元 Gen Kitagata
准教授（兼） Associate Professor* 岡　﨑　直　観 Naoaki Okazaki
准教授（兼） Associate Professor* 水　木　敬　明 Takaaki Mizuki
准教授（兼） Associate Professor* 後　藤　英　昭 Hideaki Goto
准教授（兼） Associate Professor* 飯　岡　大　輔 Daisuke Ioka
助　教 Assistant Professor 高　橋　秀　幸 Hideyuki Takahashi
助　教 Assistant Professor 笹　井　一　人 Kazuto Sasai
■　情報コンテンツ研究室 Information Content
教　授 Professor 北　村　喜　文 Yoshifumi Kitamura
教　授（兼） Professor* 加　藤　　　寧 Nei Kato
教　授（兼） Professor* 菅　沼　拓　夫 Takuo Suganuma
准教授（兼） Associate Professor* 阿　部　　　亨 Toru Abe
准教授（兼） Associate Professor* 青　木　輝　勝 Terumasa Aoki
准教授（兼） Associate Professor* 西　山　大　樹 Hiroki Nishiyama
助　教 Assistant Professor 髙　嶋　和　毅 Kazuki Takashima
助　教 Assistant Professor 上　出　寛　子 Hiroko Kamide
■　情報社会構造研究室（客員） Information Social Structure (Visitor Section)
客員准教授 Visiting Associate Professor 唐　山　英　明 Hideaki Touyama
附属研究施設 Research Facilities
附属ナノ・スピン実験施設 Laboratory for Nanoelectronics and Spintronics
施設長（併）／教授 Director, Professor 庭　野　道　夫 Michio Niwano
■　共通部
研究基盤技術センター　技術職員 Technical Staff 森　田　伊　織 Iori Morita
技術職員 Technical Staff 小　野　力　摩 Rikima Ono
研究員 Research Fellow 西　村　容太郎 Yotaro Nishimura
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■　ナノ集積デバイス・プロセス研究室 Nano-Integration Devices and Processing
教　授 Professor 佐　藤　茂　雄 Shigeo Sato
教　授（兼） Professor* 亀　山　充　隆 Michitaka Kameyama
教　授（兼） Professor* 須　川　成　利 Shigetoshi Sugawa
准教授 Associate Professor 櫻　庭　政　夫 Masao Sakuraba
准教授（兼） Associate Professor* 張　山　昌　論 Masanori Hariyama
准教授（兼） Associate Professor* 黒　田　理　人 Rihito Kuroda
助　教 Assistant Professor 佐　藤　信　之 Nobuyuki Sato
助　教 Assistant Professor 秋　間　学　尚 Hisanao Akima
■　半導体スピントロニクス研究室 Semiconductor Spintronics
教　授 Professor 大　野　英　男 Hideo Ohno
教　授（兼） Professor* 松　倉　文　礼 Fumihiro Matsukura
教　授（兼） Professor* 安　藤　康　夫 Yasuo Ando
教　授（兼） Professor* 遠　藤　哲　郎 Tetsuo Endo
教　授（兼） Professor* 島　津　武　仁 Takehito Simatsu
教　授（兼） Professor* 齋　藤　　　伸 Shin Saito
教　授（兼） Professor* 池　田　正　二 Shoji Ikeda
准教授（兼） Associate Professor* 角　田　匡　清 Masakiyo Tsunoda
准教授（兼） Associate Professor* 大　兼　幹　彦 Mikihiko Ogane
助　教 Assistant Professor 金　井　　　駿 Shun Kanai
産学官連携研究員 Research Fellow Eli Christopher Inocencio Enobio Eli Christopher Inocencio Enobio
■　ナノ分子デバイス研究室 Nano-Molecular Devices
教　授 Professor 庭　野　道　夫 Michio Niwano
教　授（兼） Professor* 吉　信　達　夫 Tatsuo Yoshinobu
教　授（兼） Professor* 木　下　賢　吾 Kengo Kinoshita
教　授（兼） Professor* 金　子　俊　郎 Toshiro Kaneko
准教授（兼） Associate Professor* 平　野　愛　弓 Ayumi Hirano
准教授（兼） Associate Professor* 大　林　　　武 Takeshi Obayashi
准教授（兼） Associate Professor* 宮　本　浩一郎 Koichiro Miyamoto
准教授（兼） Associate Professor* 神　崎　　　展 Makoto Kanzaki
准教授（兼） Associate Professor* 加　藤　俊　顕 Toshiaki Kato
助　教 Assistant Professor 馬　　　　　騰 Tang Ma
附属ブレインウェア研究開発施設 Laboratory for Brainware Systems
施設長（併）／教授 Director, Professor 羽　生　貴　弘 Takahiro Hanyu
■　認識・学習システム研究室 Recognition and Learning Systems
教　授（兼） Professor* 塩　入　　　諭 Satoshi Shioiri
准教授（兼） Associate Professor* 坂　本　修　一 Shuichi Sakamoto
准教授 Associate Professor 松　宮　一　道 Kazumichi Matsumiya
■　新概念VLSIシステム研究室 New Paradigm VLSI System
教　授 Professor 羽　生　貴　弘 Takahiro Hanyu
教　授（兼） Professor* 青　木　孝　文 Takafumi Aoki
准教授（兼） Associate Professor* 本　間　尚　文 Naofumi Homma
准教授 Associate Professor 夏　井　雅　典 Masanori Natsui
産学官連携研究員 Research Fellow 矢　野　雅　文 Masafumi Yano
産学官連携研究員 Research Fellow 望　月　　　明 Akira Mochizuki
産学官連携研究員 Research Fellow 玉　越　　　晃 Akira Tamakoshi
■　実世界コンピューティング研究室 Real-World Computing
教　授 Professor 石　黒　章　夫 Akio Ishiguro
教　授（兼） Professor* 松　木　英　敏 Hidetoshi Matsuki
助　教 Assistant Professor 坂　本　一　寛 Kazuhiro Sakamoto
助　教 Assistant Professor 大　脇　　　大 Dai Owaki
助　教 Assistant Professor 加　納　剛　史 Takeshi Kano
附属21世紀情報通信研究開発センター Research Center for 21st Century Information Technology
センター長（併）／教授 Director, Professor 村　岡　裕　明 Hiroaki Muraoka
■　企画開発部 Project Planning Division
客員教授 Visiting Professor 古　西　　　真 Makoto Furunishi
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■　研究開発部 Technology Development Division
モバイル分野 Mobile Wireless Technology Group
教　授（兼） Professor* 末　松　憲　治 Noriharu Suematsu
准教授（兼） Associate Professor* 亀　田　　　卓 Suguru Kameda
ストレージ分野 Storage Technology Group
客員教授 Visiting Professor 松　岡　　　浩 Hiroshi Matsuoka
准教授 Associate Professor 中　村　隆　喜 Takaki Nakamura
産学官連携研究員 Research Fellow 原　田　正　親 Masachika Harada
安全衛生管理室 Management Office for Safety and Health
室　長（兼）／教授 Manager, Professor 塩　入　　　諭 Satoshi Shioiri
副室長（兼）／教授 Deputy Manager, Professor 上　原　洋　一 Yoichi Uehara
助　教（兼） Assistant Professor 佐　藤　信　之 Nobuyuki Sato
共通研究施設 Common Research Facilities
やわらかい情報システムセンター Flexible Information System Center
センター長（兼）／教授 Director, Professor 木　下　哲　男 Tetsuo Kinoshita
教　授（兼） Professor* 外　山　芳　人 Yoshihito Toyama
教　授（兼） Professor* 菅　沼　拓　夫 Takuo Suganuma
研究基盤技術センター Fundamental Technology Center
センター長（兼）／教授 Director, Professor 上　原　洋　一 Yoichi Uehara
統括技術専門員（技術長） Technical Staff 庄　子　康　一 Koichi Shoji
■　工作部 Machine Shop Division
技術専門職員（グループ長） Technical Staff 末　永　　　保 Tamotsu Suenaga
技術一般職員 Technical Staff 阿　部　健　人 Kento Abe
技術一般職員 Technical Staff 前　田　泰　明 Yasuaki Maeda
■　評価部 Evaluation Division
技術専門職員（グループ長） Technical Staff 阿　部　真　帆 Maho Abe
技術一般職員 Technical Staff 丹　野　健　徳 Takenori Tanno
■　プロセス部 Process Division
技術専門職員（グループ長）（兼） Technical Staff 末　永　　　保 Tamotsu Suenaga
技術一般職員 Technical Staff 森　田　伊　織 Iori Morita
技術一般職員 Technical Staff 小　野　力　摩 Rikima Ono
再雇用職員 Technical Staff 寒河江　克　巳 Katsumi Sagae
■　情報技術部 Information Technology Division
統括技術専門員（グループ長）（兼）Technical Staff 庄　子　康　一 Koichi Shoji
技術一般職員 Technical Staff 佐　藤　正　彦 Masahiko Sato
技術一般職員 Technical Staff 丸　山　由　子 Yuko Maruyama
技術一般職員 Technical Staff 太　田　憲　治 Kenji Ota
再雇用職員 Technical Staff 齋　藤　文　孝 Fumitaka Saito
国際化推進室 Office for the Promotion of International Relations
特任教授 Specially Appointed Professor 坂　中　靖　志 Yasushi Sakanaka
産学官連携推進室 Cooperative Research and Development
特任教授 Specially Appointed Professor 荘　司　弘　樹 Hiroki Shoji
事務部 Administration Office
事務長 General Manager 伊　藤　保　春 Yasuharu Ito
事務長補佐 Deputy-General Manager 寺　嶋　秀　一 Shuichi Terashima
総務係長 Chief of General Affairs Section 大　沼　　　崇 Takashi Onuma
研究協力係長 Chief of Research Cooperation Section 山　崎　宏　美 Hiromi Yamazaki
図書係長 Chief of Library Section 内ヶ崎　洋　一 Yoichi Uchigasaki
経理係長 Chief of Accounting Section 永　山　博　章 Hiroaki Nagayama
用度係長 Chief of Purchasing Section 松　谷　昭　広 Akihiro Matsuya
東北大学電気通信研究所
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